世界史 上 最も 大 なる 地球 的 轉換が K 行され ん として £) る。 

近世 グネッ サンスに おける コぺ,ニクス的轉闾は、ヨーロッパのアジア略奪を可能ならしめ、東洋 
民族に對する資本主義的搾取の近世史を形成せしめた。今や、此の近世史 4: 否定し、世界パネッサン 
スを現 货 化すべき a 本 ユネルギィは、諸比族界纽.統一の世界0系 |: 樹立すべきである。 

みょ、旣に坑ー次世界大戰にょつて沒落せんとした近世形態は、新阈家述動にょつて辛ぅじて洱構 
成の 段階に 入らん とした 其の 瞬間、 旱くも洱び自己矛衍を深化し*馆ニ次世界大戰への逬を迎る。 

世界史は、此の氏族と階級とのニ前识殺を行へる近世史的矛尥 $: 克服すべき新なる世界拟理を、要 
求して， Q るので ある。 

此處 に、 日本は 西 歐近世 の 植民地 佼略 にょつ て 荒 廒 したる アジア •太平洋 阁を 從典し、典に仳界新 
生の 大玴 念を 提起 せんとす る。 肇阈ょ 6、此の日本玴念は度々反竹3れ、提示されつつ、其の世界史 
的货現 の 1 ネ火ギ ィ と主體 構成の 爲 tc 、 洵 (C 永き 訓練 •忍 從 •菩铽 の 日本史を 構築し 來 つたので あ 



る c 

今や、世界史は日本理念にょつて其實なる闡明 5: 5け*日本史は新なる世界建設にょつて、自己の 
現實的なる表現をもたねばならね。 

西歐の桢民地、ァジァ，ァフリヵ，東歐 (<: 諸民族の運命 |: 凝視し來つた私は、今此の輝しき世界史 
的*革を敢行せんとする日本 ^ 歸6來6-炎心ょ6靑年に、此の番を贈る。 

昭和 十三 年 九月 

著 者 



序 

第一 部 世界史の 日本的 把握 . 

一 日本的 ご 世界的 

1 世 界的 日本 力 本 的 世界 か ：• 
0- H 本 的 世界と 世界史 的 必然性 
3 世界 戰 帝と：：：本ィデォロギィ 




目次 ,1 

2 ア ， チラ 戰爭 ||丑 

3 成吉忍 汗戰爭 三一ー 

4 ィギリス 戰 # § 

5 日本戰 爭 g 

三 日本史 VJ 世界史 I 

1 歴史の 秘密 E 一 11 

2 世界史の 逆流 丑 〇 

3 =2 本史の ダ ネッサ ンス t 

第二 部 日本 ど 世界 竞 

一 日本 世界主義 ズー 

1 世界史の 谷間 K 1 



2 地理 辯 證法 六 七 

3古代.中批.近 111- £ 

4 m ^ ^ S 

ニ ムソ リー 二世 界獲得 論 ■. 八 一 

1 ファシズム 氏族 政策 八 一 

2 1 ST シズ /. 文化 工作 八 九 

3 ロ本とファシズム⑩ィタリア 九 一一 

三 ヒ トラ ー 世界政策 論 九 K 

1 R 本と ナチ ス •ドィツ 九 パ 

2 ナチ スとヨ I 口 ッパ 九九 

3 ナチ ス •ド ィヅの 世界史 的 批判 10 五 

四 東京 -羅 馬 •伯林 ニ 0 

目 次 S 




目次 四 

1 古代の n 本と ィタリァ 

2 中世の 日 •獨 •伏 

3 近世の H •獨 •仴 

4 現代の 日 •獨 

五 ヨ ー ロ ツバ •アフリカ •アジア 

1 ッパ 人逬 主 a 

2 ァフリカの 反英 陣 Ms 

3 回敎徒 圈と H 本 太平洋 阁 

六 世界に おける 日本 H ネル ギィ 

1 日本 支配 陪級の 梢！； 地 性 

o- H 1C 4 rty ^ 



見 e « 灵至 元 k s S * 5 



第三 部 日本の 世界史 的 把握 

一 日本 世界 戰爭 

1 歴史 •地理 •哲學 

2 近世の來洋と西洋 

3 日本の 课題 

$ 

二日 本 世界 學 

1 趣味 哲學 時代 

2 欺瞞 哲學時 代 

3 日本 哲學 時代 

4 世界 哲學時 代 

目 次 五 



公 蝨戈玄 荖 g 查皂 患 




1 世界 學派 

2 日本 ィデ ォ 口 ギィの ニ 面 性 • 
3 世界， ネッ サンス 



ニー 一 



日本的と 世界的 




世界的 R 木 か 日本的 世界 か 



動 雪 

1 — — A IP 



\ in H ! '; 世 ^ 的 H 本と いふ > » 葉ほど妈鹿げた空虛があるだらぅか。 1? ょを世界的でないー阔家が存在しぅる 
• |!:' |のであら5か。をれは炝も社分的個人といふ-::1葉にょつて、その個人の性格、機能 |: 方而づけ得たと 
考ふる 恐 か 3 と 選 ぷ處が ない。 いかなる 個人と いへどもー定の社钤に於て生柘し、仑の社付的迕遍性 
を媒介にして、即ち或時は仑の杜 ^ 的生產物たる言語にょつて物 ^ 6、または仑の經濟的栂構 5: 通し 

日本的と两蜞的 一一 一 



第一 部 世界史 0 H 本 的 把 a S 

て 交涉し 5るのであつて、社#的でない個人の現 « 的存在 5: ||| か思考し5ることが出來ょぅ0 
併し、 問 S 其 ft のでは な く 、個人 •か is 社 1 饽挑 みか t 、 人 V か 共 f 於て 
新に交涉しあふことの出來る如き新社會の形態を创らねばならない必然性のぅちに亦するのである。 
その 時* 甫： 社 t 個人 S 問題が 雲 的 に？ f ?。 或 個人が： 農 f 社 11 し 1 如き 

a 關の 主宰者に * つたと しても、 內閣總 ? p . 大 ！21に或は ^ 令長位 {£1 なつたとしても、若し社會に新 

な派 |.| 遍的形態を提出し得なかつたなら、人はその侗人の名を記 ^ することすら困難であらラ0仑の尚 
人は誠に设も社僉的個人であつたに4拘らず、彼が幾千の花環に坷もれて死んで行つたとて、現實的 
{ C は 何等の 關 6 合 ひ名ないのである。仑れは典に侗人ではなく-祺務的|;|具に過ぎなかつた0 
個人は荇迢的形態を作6得た時に、最も個性的であぅ得るのであつて-兆處に、彼が如似なる社僉 
的形態の形成に參與したか 5: 語ることにょつて、彼の個性的 *- 在 $: 明かに把へることが出來るのであ 
る。この故 (£: 、社分的變革の時代に*悃人の個性的役割が俭れて問題に5れ、好んで物語られる0乙 
の ^ 合をの個人のもつ理念とをの腾系が次 ^ 來るべき社 ^ 的形 ^ に ^ して果す役割に於て、彼は爻 

た 最も 社 # 的で あ 65る。蒼し、彼の悃性が其處に创られた社分的性格を代辯し、新な社會的普通性 
と 成る からで ある。 




^ も ^- の如く一の國家も亦世界的であるといふのみにては何等の盘味 5: 755 ^ せず*それは唯あら 
ゆ 0 1^ ., ^ か 1» 界に於て在ろことを解釋する 2. とからー步％出ないのである3今2;;、ギリシア關家が近 
世の世界的卉遍性を獲抖した英阈の資本に依つて锊眘 3 れ、世界中の觀光客が茌しく世界的であるパ 
ルカン ン TM s l {c 掘 6出 3 れた共の古路 5: 見物す 0 といふ /<; けで、充分に世界的ギ，^シァなのである0 
近：？ =*资本主 ^ 形態の世界池 ';' 通化の送上に於て、支那が如何に大なる地盤を、その資源に於て- |!| ^ に 
於て* 4> 働カに於て*提供したかといふ'たけで、完全に支那は世界的支那であ6抖る0 
若し ネ ' f の 世界的 ギリシァ ^ —界的役割を果せと命令するならば-彼は史にいとも股勒に英阈と觀 
•W 兀客 とに； g を 3げるであらぅ。世界的支那の世界的役割に至つては设早や語るに忍びない0 

植 民址も亦检れて价界的なのであつて‘戍植 ^ 地がォランダに歉 ^ 年も艇してゐるといふ乙とがォ 
ランダを そ れ釭く 近世 的 W 界 S 諸 H 係 S 中に； iH 存 せし； s ' ま ケ VS 限 6 に 於て#、 S 桢 W 地は 誠に 世 
界的 なので ある。 從 つて、 jg 領 印度を 如何に 多くの 慕を，^ つて 世界的で あろ ことを ■しても、 を 
れは宅も设界的蘭領印度の問題 5: 提起ずることには * らない。 

芯の な 3 .0; 味に 於て 或 植 试地の世界性を竹定する乙とは-疋にァての秘 ^ 地の近世的被拽取形態を ^ 
定 する、」 とに 外 f 2。 問 fs . 其 f 於て あら § る 讀 或は S が 存在し I し <: つて？ 處 

日本的 と« 界的 t 



第1部世界史 0 1::本的把保 六 
の 此の 近世 的 世界 仑 の 名のに 亦して， 0るのである。何故なら-世界はー定の代格 5: もつた形態として 
現货 的に 存在して， Q ろので あつて、 をの 一定の 栂能 を果しつつある仳界形態が背定3るべきなのか、 
否定 3 れねば ならぬ かが 問 ® となる 0丼處に必然的に世界と阏家との關係が具防的に問ひ礼3れるの 
である。 

洵に個人と社分との關係に於ける如く’网家は如何なる世界を竹定し ^ しくは否足せんとする“- 
更に 具 猾的に いふなら •如：！： 衣る 讹界に 於て 成立し 或は 如何なる 讹界を创造せんとするかに據つて、 
0己 |: 現贲的に表現する。丼處にのみ、仑の阔家の個性が茌し、 ^ た共のことにょつて 1»: 界的之割が 
現 53: 的に問靼と * '='枓るのである。この故に、跔家は世界 ^ ¥- に於て最も個性的であ6、爻た讪も倘 
性的なる阔家のみ俊れて讹界的となる。 

即ち、 個人は 社- $: 的 矛！ 5に對して如何なる關氓と纽設 5: なすかにょつて 41 - 體的に社分的とな 6 -阀 
家は ft 界的矛 沿に對して如何なる戰 ^ をなし如 ^ なる世界创 ^ を左すかにょつて现货りべ恍界的とな 
る。 然るに 今 ロ ロ本が机 ^ 的ロ本である 2. と ^ ょつて、1呀 1!!: 界的たら /1 とする 2. とは ^ 5: ^ 味す 
るのか。仑れは此の矛盾に滿ちた近世的讹界の形態の中にー層自己を生かし、此の矛珩以外に何もの 
も 1 關係 とを si 会 g 了 b ッパ s —義 的 帝 s ¥ 雷せ しめんと 




する のか。 

憐 むべ く竞味 なき ことで ある。 ロ 本が 共處に 於て 關係づ けられて， ,3る此の仳界を如何に把へ、如何 
に 批判せ ねばならぬ か、 而して 如何なる 世界を 创造 せねば ならぬ か。 この ことのみ ロ 本が n Li に對し 
- c y IJ - へ 此の世界に對して戰ふべき唯一の « ^ に外ならぬ。此の方向と现念なくして、阀以の精神動 
i は' f.s flt て ある。 脚 ある 阈 民は步くことを從-手ある ^ 以は作業することが »| 來る。 ^ き沐ぎ働く 
ことは阈民にとつて洵にたやす刍乙とである0仑の可能なる 5: 付人も疑ふ者はない。恰も门本が 1 «: 界 
的 £=本たる 5: 疑はざると |»] 様である0 

併し問靼は斯の如き可能性にあるのではなく、現代の諸阏家並に植民地を聯關づけてゐる處の丹 
遍者 として S 此の世界を、 日本が 如何に 批判し、 SWS 孕む 矛 5 sk 產す るか、 その 方， 2 
に 横は つて であつ V、 ics 精神 KSI 性：^ する？ ある。 n 木 •案 S 1 
盾 美 3 勝ち、 新に 證奢 5 づける 3 者と し VS 界形？ “成 すべ— 及 5 シ然性 こ 於 
てのみ、典に戰箏と阈民總動以が語られねばならね0 
かくて、 B 本は— 的 if 、 日本的 1 示し、 S 1 K 踅 S し 首し 1 
如矣界 S ら §1 2。 近 f 授地大 萬 S . V - T 念贳 S 匕 

日本的と世味的 ： 
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を 通して、 近世 諸 的 家の 世界 關 係と その S を 規定した。 その 5 判者と して、 ソて H ト • a シア 
は 諸共 產_§の聯盟 とし S 統一 M ? 作-^、 sii 新 S 世界 關？ 樹立 甘 令と，^ 企 g す 

る。 それに 對 して、 フア シズ ム •ィタリア 或は ナチ ス •ドィツは ソ聯 にょつ て 否定 3 れんと す* 近世 

ョ丨 ロブの！ ^ 構成の g ： •念を 形態 化し、 以 つて 近世 , n I p ， パの 世界 普谋 性の 延長た る 新 段階を 代 謀 
せんこと を 欲する。 

これらす へて n 己の世 界性 を 獲得し、 また 狸 # せんとす る％ ので あつて、 其處に 夫 冷 W 民椅 神® 
の 諸 類型が 形成 S れて t? あ， 0。 併し' それら Q1S 化と しての 世界 建設の 可能性は， 
一に is 世界史 的 必然性 S つて t 。 W 界史 Q 必然性 S はずして、 S 己签界 化す —とは、 
恰 4 個人が a 己 sf i— を、 何等 QS 的 ii 持す f とな く •か 如 t ので あ 
る。 近世 的 世界 ii とつて 代は 511 の Kt、 世界史 的 必然性 S 介と し て 提出し 1 网 
家の み* 最も 個性的に して、 最も 現實 的な ので ある。 




2日本的肽界ご世界史的必然性 



近世史に於て最も個性的にして最も荇：班的な形態を形成した阈家は大英植民地帝阈である„オ9エ 
N ►の 勃興に よつ て、 中世史に ふ ニと アジアとの 交 § 新道が 5 ち 開か 2 とした 中世 
よ丨 & 世への世界史 6: ^ ^ 期に穴己を近世史の世界主趙たらしめ /1 とする數筒の國家，で大 («( 洋 ^ に 
想起す る こと •か出来よ.,。？ の B - s 「S 道」 に 代つ て 二-黄金の 道」 を來 西に— せんとす 
る 努力は 十字？ 通して オリエントと f 密 f 關 係に 人つ たィ タリア 商業都市？ ちに みられる。 
併し* 中世 的 Tn ニ CS として あつた 法 1 的 世界 關 係の 動 f 才 i ント 勃興に よ 金口- 
マ 帝 崩拔過 我 は 必然的に をの 中世 的 ml ロツ パの！ 組織と しての 新な 形態を 呼 び 起し、 其 處こゲ 
ルマンの S ロ-マ 帝 E を 作み 上げた 。この ことによ つて 近世 m - ロ ツバを 先？ る ィタ ジア 商 1 
市を中心とする地中海文化闻並に其處に流入し來つたアラビア科學文化の您承 || 展者として、中世的 

U 本 的と ！*: 界的 
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再糾織の形態 5: 5ち破らんとする近世初期阈家の捺頭が始まる。 

力くて ヨ ー 0ッハの 1|! 界文化の潮流はパルカン中{3*イタリア半 « ょ6イぺ？ア半 « を迴つて大 
两汴 («; ;^で近佌ルネッサンス都市を中心とする |<4* ヨ丨0ッパ諸阈の近世史所有の鬪 ^ が血潮と砲雄 
のぅちに 給く S である。 5 東洋へ の 【 S . S 」 をき-^ 扣气 來洋と •£ 洋とを 一 倚の 統一 世界と な 
3 ん とする 近世 的 主 S 潘 は、 十 S 紀 ょ6 十八 W 紀に？ ニ W 年間、 即ち イ ysH リザベス 
下-朝ょ 6 火 ブリテン 干 阙を經 て 現 王 策 ハン ノーゲ ア家の 議 # 主袭確立に依つて、近世阀家の主微と形 
態を 決定した。 

此 14- に づ八价紀中葉の足仞 ^ ^ 地戰 ^ を終 ^ として’イギリス桃 ^ 地帝約の站礎が成立したので 
ある。 即ち カナダ 1インドの獲得に椴ぐにオ|ストラリア、,ーユ|ジ|ラン.トの奪父ょ十八ト，妃產業 
本命を指き起し イギリス ^ 本 主 ^ の 蹓 進期を ^| する。その後、 ^ 毕；昨桃 ^ 地の强 # ょ6來*:1に4す 
る矿ト ^-義が一^略に半つて瓜めてイギリス近世 ^ 本主義の世界化形態が完成したのである。 

此の イギリス 的 世界_ は 中低 S 王 的 世界 ■に 学る § を、 先 づ TV v 5 Q イギリス 敎 
脊獨 立を 以つて 開始した。 此處 k イ V リス 的 イデ 才 ロ ギイの S と S 、 將に來 らんと する 近 2 を 
代辩 して， 中 lit イデ ォ&ギ イ ( C 封す る 明確な 個性の 表現— し 樽た ので ある 〇 此の 個性の 勢力 的 姿勢 



は アダム •スミスの 自由主義、 ホッブス、 ヒ ユーム の經驗 屯 義 5: 通してべンサムの巧利主義並に逯僉 
主義を果敢に贸行せしめ-遂に近讹赍本主葙形態の世界的主體を樹立したのであった。 

阱 し、 斯の 如 き ィギリス 世界主義は 十九 世紀 後半よ 6 旣に 諸矛盾を曝涊しっっ’新なる世界形態へ 
の ^ 本 的危栂 線 上を あはた •たしく 迎 6 始める。 闊， 2 :の社钤榑構においては階級の對立を惹起し’阙外 
の桢 民地關係にわいては过族問题を少來し、^:己の資本主袭の世界均衔に *> いては资本主義諸阈家と 
の對立 激化を 增大 する に 半った。 かくて、 十九 世紀末の ドイツの 勃 典は 遂に イギリス 資本 主葙の 統一 
關係の破坟的危拇を激化し、 1«: 界大戰を誘饯する。汫し*ゲ*<少サイユ條約によるイ.キ9スの帝阈主 
義的锊肢はそ2棰勁に到达すると共に1ー方に於ては階級的矛珩と以族的矛盾とををの帝闕主蕤形態 
の內 部に 烛烈 化し、 他方に 於て は ソヴィエト • 口 シアの 成立に よつ て 仑 の 近世 的 世界 形態 B W の 否定 
的危樾 を 尖銳 化せし ひるに 至つ たので ある。 

此處に 近世 的 世界 主 粒た る 大英植 比地帝 1-^ の衮氹が始爻6、をの諸矛盾を克服すべき新世界垃設の 
主 fS を 求めん とする 世界史 的 必然性が 胎動す る- 

此の世界 ^ 革の 歷史的 必然性 IT # 紀 末よ 6 旣に 俊敏なる 魂を 搖 6動かし-マルクスの近世經济の 
批判を生み，-ーイチ1をしてヨーロッパ文化批判をなさしめ*シユぺングラーをして、ヨーロ，パの 
日丰的と捭界的 一一 
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II しめ ， iif II 主薦— —界善 ff 

ノイロン や キ—ツ レ ロマン主義 的 反抗を 通して ワイルド や シヨ— の S 的值應 となぅ、 今や イギリス 
資本主義の 近世 的 W 界形 f ? る 否定的 批判は 地球の 全面を 蔽 はんとして ゐ る。 

f るに、 竹て ロ丨 マは 「紹の？ にょつ て 地中海 阁と オタ エン ト阁 の統 if 諸し. イ T 
スは乂 -sp S じて wf 蒸の 統一—— 成した。 而 して r マが 地中海 並にオ i ン トこ 
ぁける ム 代 諸 都？， 世界 法 sf ょ— を 形成し？ I 的 f ギ 1 は II 大し 

たる 1 V ® sllv 、 篤 族— 富 f ので t 併し、 

共に 他 sf 否定、 征服、— を もつ て Ik 一？ 1 _|祐 せんとし たもので ぁつた。 

即ち、 口-マは オリエントの 文化的 S 的— の S . S に 上つ てヨ i ニと アジアと アミ 
力に f る 1 に2の法 治 的 血？ S せしめた： ギリスは、 アジアの r ロニへ 

的 暴§、 成 意 汗 的 ユネぺ キイに il ， パ 中世 騎士道の 崩！ 货亂 化せる— に 代 ^ 
るに アラビア 科— 化に 媒介 S れ 21 1? •近世 的 世界— る 「金 道」— 保し〜。 

* くて" すスの 梅賊 的 エネ ル ギイは 向 己の S 的 制® の呢 f アジア-アフリカ、 才セ r ーア 5 
世界四大陸の中に浸滾せしめたのである。 



此の ィギ 9 スの 海賊 的 ヱネルギィが |1| 賊的ユネルギィを併有し*以って近世資本主袭世界統ーが今 
や 正に 完成 3れんとした時に>旣に其處にニ赏の大なる矛盾は前述せる如刍世界史的势革の谷問 |: 深 
く 掘った のであった。 

被拽取 ^ 級の校,にょる社众：的 ^ 沿の敌化と傾 ^ 3 れたる民族勃興にょる世界的矛沿の播後0此の 
一 I 项 矛！ SQUISH 決の 世界史： S 必然® f ' 4- く 新なる W 界 統一の 形態を 要求す る。 此 Q 新な 世界 形 
態は、 n — マ や ィギリス •か 成した - lit 界統 ーを絕对的に馈大した地球的世界阈家として、彼等の其の铳 
一 媒介た 6 し-紹 道 j や 「金 逍」 に絕 对 的に 代は るべき 「王道」 の 迖設 t 笼め ねばならぬ。 

此退 に'::: 本 的 贳 S <，) が W 界史 S 上 に S 获5? し、 へ-:：: s S と悲 赁 f；? ち.？：！ 世界 偽史 S 
定すべき仳界 |1-: -史の新牛の生體として、 ^ [^ 以來諸 1\: 族の統ー阀安 ^ 间成し來った悠久の菩 ^ 的日本 
エネ yv ィの • !■! , し熘大が始まるのである」このことは併し-諸民族の否定の上に成立せる近世的主腌 
た fy KS 地 S 运 して、， S 近 S 本 SS2 決定的 地 f して S っめられ？ ジァ 
の反幣を代辩すべき世界戰尕 |: 必然化する。 

この世界鞔爭|、近世末期ニ十仳紀初頭における近世的ョーロッパ阈家の自己矛盾の咚竑に過 5- 
な 力っ た 世界 大戰 に ^ して 近世 5: 否定するのみ * らず今1!1噯での令世界偈史を克脱す 0 に£る*1 ^ 
日本的と 世界的 - =. 



第一 部 ft 界史 o 日本的 把揭 

統ー形態 ^ 新生すべき世界聖戰として*自己を明確に谣別せねばなら《0 



3 世界 戰爭ご 日本 イデオ ロギィ 



新批界姐設として、此の世界戰爭は：1:本ユネグギィ 5: 選ぷと共 (2: 、 ^ の方 [«1 を決定し * 。滿洲市變 
以後今日の支那漭鋟を通じて、此のユネ ^ ギィ |: して近世主體左る植比地帝阈の地盤、ィンドとヵナ 
ダとォセァ，ーァへの統ー戰線擴大の必然的钱祕を迪らしめる0かくて、陸海空路の綜八"的姓得と « 矣 
つて 政治 *經 ^ *思想の新形態 |: 樹立すべき綜八；；戰は笟くべき變拽を墟開せ /1 としてゐる0 
近世 S 際 聯盟 SI 冉生 營れた T マ f 法 SISf 法 f は、 其 喪 否定 S れ た諸 
E 族を S すべ 妻 農 治 S 世界 法 S 普 伏從 せんとす る。 近裝本 主营為 ける 世界 舞の 辱む 民 
族と 階級の ニ 常-搾取は、 その 個人主義 經浒ょ 6階級主義綷濟を綷て、諸民族或は阈家群經濟へ移行し 
つつ、 今や 共 處 に 揆滅 せしめられ ん とする 諸 民族の 解放の 主 磴となるべき國家ユネルギィの世界經浒 



の ドに* 解消 せんとして ゐるの である。 

かくて，讹界經濟は他找族に對する搾取と僞瞞として其の役割を果し來つた金本位制ょ6*拟始的 

鉍濟カたる阀十-並に闷民のエネルギィの取位へ轉拘するに至つた。此のエネルギィの熵大敍敁は日本 

世界經濟の洸關係を樹立すべき世界戰卞を必然化する。 

斯の 如き =本 1»: 界政治*繂浒の樹立は爻た-常にロ本世界主袭ィデォロギィに依つて方向づけられ 
骱系化3れねばなら《。此の新世界文化微系は、政治.綷濟の諸關係を羧革するのみならず、近世的 
- IH : 界に ょつ て垅诚 せしめら れんとした諸尺族のユネルギィとをの文化を復活し新生せしひべき坑に統 
ー的な人類文化を形態化するものである。 

ァジァの 古典と して、 諸 民族 並に ^ れら 文化 形態の 統一的 範例と して* a も獨立 的な 最も 個性的な 
天 $. 阈家 5: 述綿として展開し來つたロ本は*今や世界 |: 統ーある宇と成す其の世界主義を ^ 現すべき 
エネ ル ギィ 莕 菘のニ千六可年史を采つて-仳界似史ょぅ讹界正史への最も大犮る世界史的鰱革を媒介 
すべき世界戰爭の段階に入つたのである0此の世紀を通ずるであら5最も劇動的な§ ^ 段階に於て- 
如上の 政治 * M 浒 想の 諸關 係は 镑革 3 れ 0 つ*日本世界主義は自己の理念體系を许遍化し-以 0 
て 新世界 文化の 統一 形態の 完成を みん とする。 

日本的と*1»的 I S 
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今や 旣 に、 支那 m 變 t 通じて、 現货 的に 世界の 敵が 何處 にあ. 0、 近世 史 掠奪の 資本主義 的 植民地 帝 
阀への關氓を如何に敢行すべきかを知悉せるロ本は、自己のィデォ&ギィ瞪系 5: 徹底的に展開せねば 
なら«。然るに、をの思想陣碎：の劻3:に ^ する方向と方法、計剷と內容 (£; 至つては洵に危惧せざる 5: 
得ない ので ある。 

ー方に於ては近世兒として生長した 0 綏於ー元論、近世的合理主葙にょつて-他方に於ては近世的 
主粒としての西歐の苦遍化過程の5ちに育まれた西洋日本ィデォ0ギィ、然らずんば悲痛にも讹界 ^ 
放棄せんとする矮小日本主茬にょ 0 て阻坌れつつあつた日本ユネ /^ ギィは、斷乎として阈民嵇神總勋 
負 5: 糾槠化せねば * らなか 0 たのである。併しながら、此の場合、或はナチス*ドィツに或はファシ 
.スム*ィタ？ァに、或は爻たソゲィエト* 11 シァのィデォロギィ陣脊に追隨するが如さは最も笑ふべ 
さことであらぅ。 

蚤し •夫 等の 諸 ィデ ォ B ギィは もともと 两歐近世世界主袭の自己矛盾の爆發的表現に外ならず、喺 
「世界の敵」に對する日本世界戡爭の過程に於て、いやしくも近世的矛盾 5: 自覺し5る阈家は之 5: 味 
方と化する意味に於てのみ光榮ある共同戰線上に立たしめねばなら»0今日迄の如何なる阈家も-, 〇 
己を犧牲にして諸民族を新生せし 1/ べき世界統ーの爲 (£: 戰ふことはなかつた〇然，0に*昕の如き211」 




擁護の SS 對し V 、 新 f 世界 正史 ^, S んが f II — とする 日本は、 f 滴 性的な 
る G 己の世 界 主義を 明瞭に 表現すべき である 0 

此 f , 日本 イデ ォ- ギイは 世界史の あらゆる 文化 商 f 俯 蚊し ラる 日本史 つ 3 げて 、谛 
赞 is の 中 に 泰然と 立た - S ば —5。 世界史 K ける 防 ■と 才 i ン ふニ大 民族、 
ユダヤと M 敎饽對 して •束洋 文化 形 蒙 夫 名® g け— 手と しての 11 せる イ ン| 族、 
S 族 並に 滿洲族 益して* S 文化 證 おける 統一 文化 形 f して SS せる 日本 文化を 
d して W 與 しぅる n 本 イデ ォ n ギイ 1 が* 諸—— 龜し て、 養 的に# 化 3 れ ねば！ ね。 
產 の 3 S 中 に、 斯 Qf list れ f 营 、 SSSS しては ナチ ス •ドイ 

ツフ ァ シズ t イタリア 並に スペイン S して、 S は サラ ザ— ぐボて ガル fl の ファシ 

スム浮 S 的 Mff とし V > 、日本 イデ 才 nvi 缓的 し；^ 1 る。 恰— 
てシ — if ア 遠征を 通して、, 丄茲 f れ 5 ソ H X ト 文化を 1„ 丨ロッ 
ハ 諸 民族に I したる 如く、 日本 I の 世界 戰 I 加— して、 日本 I 史 S 植 fs しめねば 

衣らぬ。 

内に あつて rP 外に f 、 斯の 如き 新世界 統一 S 线 S 日本 世界て テォ ロ ギイ 2 S 化關 t 

日本的と 此界的 

一七 
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陣符を强化愤大すべき » 階は旣に到來した。併し*赴も賞要な己とは、かかる见想陣资の諸糾織や制 
度に あるので はなく、 かかる イデ オロギ イの 方， />>1 と抑系が ^ られることであ6、をれなくして如4に 
多くの 栂關 を設け、如何に尨大な糾織を敕くとも、2:::::なる£: ;| し消耗的惡化に他ならぬ。 

ソ ヴ イエ ト •ロシア、 ナチ ス •ドイツ、 ファシズム •イタリアの 如きに 於て すら、 ^ た蒋政 J 支那 
にあつ て も、 紺 織と 陣 资の前 に C 己の イデ ォロギ イ 阶 系が 先行して， Q るので ある 。理 念な くして 何 ^ 
を か爲し 得ょぅ。 朱 だ M 史は *光なくして照しみることを即かない。 

我が 娘 SS は 襞 2ar*JS s V キイ 地盤 S 上に 培 はれ* 今や 此の世界 史的 SS 必然性の 
视に 、一 ^び 新鮮なる 方， [*<] と肋系を％つて恥刖 3 れねばなら《。かくて、幾千年 5: 生きた日本访ー次神 
話は、後代の地球的統ー佌界を生きる讹界疋史第ー次の神話と成る0今-此の「第ニの神 ;;.5 」が生ま 
れねばなら«。 



ニ 東洋と 西洋 



ヘル シア 戰爭 



大 つて、 ペグ ゾァ f チ グジぐ TrMS 沃土を 地盤： T 原初 古代 統 i を 築き 上 
げた スメ- SS 分解と—。 そ Qf f II 、 f 1— 一 化の 戰で 
あつた。 

ナィ ノチ グリス •ユ 丨フラ テス ィン ダス、 揚子江* 黃河 における 數 千年に 互る 諸 民族の 闕爭 K 
?西 洋 一九 
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を ^ て ア * シア 大陸の w - l - . rs たる 現在の ョ I ロッ .ハが_く大陸アジア阁と接觸、，；父流の «; 能性を有つ 
に至つたのは*紀元前七世紀のギリシア都市勃興助以役に妇する0 

これに先， /|- ずろ多{:2海文 |1)1 の紀元前三十世紀ょ6ト：1ャ戰 ^ に.巾-るニ十世紀2における形態は、エ 
ジフ トフ」 ネ キア： ハ ビロンの 來方 文化 固.^ に S る S - に 過 f かつた。 此の 圈内に 枝 入し 來つ 
た北方未開 « 族が*をの遊牧放浪の社付ょ&都市 4: 活へ移行しつつ-古代都市的家を达 23: すべき必然 
|1 のぅちにおかれた*北(處にト 13 ャ戰 ^ を歌ふホメ！1スの怙神は、その後のへレン民族の統ー的發敁 
への 傅 f な KT W し - V リシアに 生れた 都市 S の 諸 S は •を S 旣に曾 f 都市 的 四 家の 段 
階にあつた小アジア文明-並にその延砭たる多 ^ 海文明の椴承に外ならなかつた。 

紀元前七批紀の中菜-アテナィはォリユント通商にょろ竹幣挝浒の成立を通して商エ的都市阈家の 
成立 •钱 f 遂げん とす* 〇 や' ニン 挂 SS 市 尝醤と 会の S 的、 文化： S 地努る 東方への 

,£ 愁 の 5 ちに 捕 はれた ので ある。 併し、 未 •た アテナィの デモ クラシ ィ と、 スバ， タの リヵ ル ガス 法典 
にょる棼頭政治との抗爭を績けるのみであつたが、をのへレン民族の朿方への必然的ニネルギィょ、 
ィォ_1ア人の海外植民 |: して、遂に紀元前五世紀初頭、ミレトス办のぺグシアょ6の獨立を企 |^ せし 
むる に 至つ た。 



4に、 K ジ け處 族 — sf I は. 泛 Igil とし 5 富— を 作 6 

J げてゐ た。 •へぐ レスに 據る イラン 王キ „ ロスは 紀元前 六 世紀、 北方 メジ ア盖 を 倒し， 中部 新 パ. ヒ 

3 美ち、 小アジア— ひ。 かくて ビネ キア.… を 併せ、 sf ス ビイ來 

.ブ イン ダス 流域ょ 6 西は 小アジア 沿译の ギリシア 都市 柄 民 地を 支® 下に t 、 ペル シ 
ア帝 W の ^ 礎 ?: 構築す るので あつた 0 

この ことは、？ 古への 5- silf るか s 如く、 そ— S 5 ねつつ： ソロ 
ア スタ S — 典 rrH スタ」 2 光に f れて - S ヒ ンブ丨 クシの 山路を 越气 S エジプト 吃 こ 
フ-ネ キア G 地-^——」— f た 5 ピ P — ては、. VSW 2 と」 V 正に 滅びん 
とせる ユダヤ 火 意 大 SS 宇 S 5 if ホ \ の證を 解 f 、 を 2- sm 、 ci 伸と 
法と 技の 統一— 处 せしめ、 イン ダス 3惠 しては、 アリア 

Chur 4111 .はしむ— 的 ff i — 並 i 族の 一方 
— テ ff * 他方に 於て は 「 I 時代」 に通| は、— ミヨ— ロッ •、 、 
ゾ” ^ 史的通路を ;|] 盘するに :^ つたのである： 

此の— I へ —1、 キ f の！ II つて 、 ii び、— 
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ダ？クス王に於て、*キリシア北方トラキア、マケド-1アを征服し、遂に東はソグト $: 趑ぇて、ヤクサ 
ダ テス 河畔を 占め* 此處に ヨ 丨 0 ッパ * アジ ア、アフ？カ ^ 跨がる空前の大帝阈を杻設するに至つた0 
かくて、 I 方に 於て は、 フ ユネキアをしてアジアを放棄せしめ、その延長たるカグタゴの發诚を拟 
き、 « 處にローマ共和2:の捺頭とアジア文化のアフ？カ移植との通路が問拓 3 れ、他方に於てはマヶ 
ドニアは此の大帝旳並にギリシア諸都市を通して、大陸の|界文化 $: 呼吸しっっ、讹界史的通路狍抖 
への野绍と並んで、 ^ のマケドニア*エネダギィ 5: 方向づけんとするアリストテレース饱系3::現の&; 
史 が-:一能竹 ^ 牛 ^ したのてあつた 此處 にアジアとアフリカの統ー闕家を ^ 承せんとする、 ヨー ロ ッ 
パの M 史的 文化的 礎石が 的 かれた ので ある。 • 

然るに、 ベ ダ シア * rtf 阔下に a かれた 小アジアの ギリシア 植 K - 都市の 獨立を 知る や-ダリウスは 大取 
を送つて、正に世界史ょ6と6殘 3 れんとする矮小次るギリシア都市阈家を-ー眾に葬ら /1 とす 5 。 
前 四 九 一年* アジアの 大帝 阈べル シアと アテナィ ?: 盟主と する ギリシア 都市 同盟との 拽审 。洵に アジ 
アと m 丨 ロッパとの伋初の戰爭ともいふぺきものであつた。 

此の ダ 9 クス 並に その子 クセダ クセス の ニ 代に 一 且るぺ ダ シア •ギリシア 戰爭は •サラミスの 海戰並 
に ブラ テ— 工の 陸戰に ょつ て-遇 然に もギ 9シアの決定的な勝利をもつて終つたのであるが、并しこ 



の— は 世界史 运 — f II み 落した。 それは 泛 、を skf ニン 民族 文化の 極 1 
「7 クレス 時代」 の _ SI ， パ 古典 文化を 完成した とい ふ — so t キリ シア 都 
パ— ニ f si て. 1，1 典と 解釋せ しひ I は、 f ヶ •トニアき ロ 

樹立— して f 口 ッバ ii — s し— 其—— 

S 形態に 過— かつた であら ラ。 ォ丨 |ア 、 ア 文ィ！ 

併し、 問 f 此の 典 味 ある 文化 I 史 形成 力との 解釋 にある？ は f . ひしろ ョ— ロッ 
- I 代— ょ 上：： 代 I 一 2 への Mg にある。 

P ノ/? •キ "シア f は、 S 族統 IES 態と 都市 S 形態との— であつ て、 ベル シア 驾 
M 敗 SI、 f |_ 一 め —!。 i ^ 

東洋と 西 一」 マ ヶト？ のこ キ サンダ— 大 f して* f ギリ シア 1 S 定 
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せしめつ つ-ベ， シア 帝 ^ が！ $建したる大アジアと北方野掰民族との統ー形_たる =1 スモ，.ホリス建 
設を、ギリシア文化の媒介にょって企關せしめる。ぺルシア帝阈のぺルシア.ギリシア戰 ^ 後の衰退 
は-此の アレ キサ ンダー の n スモ •ボリス a 設戦爭 を 可能なら しめ、 正にべ ダ シアの 整備した る 世界 
統一の 逬は 、そのまま アリ スト テ レ ー ス哲學 の 通路と 化した ので ある。 

此處にアジアとギリシアとの雖々しい文化交流の潮は捲き起6、ギリシア文化を媒介的主雅と « せ 
る アレキサンドリア 文化の 宏大な 生長が 始まる。 若き 大王は ユダヤ 王阀を 壊滅し、 工ジブ トを 1 ^ 姐 
し、來はィンダス河に達し，ぺ火シア帝阈を繼承するにぺルシア女王との結婚を以ってし-アレキサ 
ン ドリア 都市 攰設を 至る 處に 企てる のであった。 前 三 ニ 三年、 大王は パ ビロンに 陣 歿し、 をの 大業は 
挫折したとはいへ、ローマをアジアへ龄入し、その立|!の世界史的繼承者たらしめた0洳に-彼はヨ 
— ロッパとアジアを結婚せしひるのみ犮らず-ヨ— ロッパにおける批界帝阏たらんとする諸拔族統ー 
闕家としてのローマを媒介したのである。 

彼がユダヤを否定したるは*をのメシアの 51 民として段族融和を货じなかつたことに％摅るであら 
ぅが、 むしろ m 要な ことは-アジア 的 宇宙論に ょる 地球 統ー阈 家 形態に 對 する 信仰の 强靱 3 に 恐れた 
からで あらぅ。 货にユ ダ ヤを理 解す るかせ ざる かは-東洋と 丙 泎との 分岐 點 を 物語る もので あつて- 



東洋に於ては-ユダャ排酹のー咁例3へ發兑し# * いのである。ユダャはかくて、王因壊滅後 ]£ に深 
刻なる人生觀 5: 構成しつつ、ァレキサンドリァ文化を ^ して、エホパょ6「人問ク9スト」への ^ ^ 
を用 ;& し>將に來らんとするロ！マ進 ^ に對するァレキサンドリァ阁諸民族の共同防銜としての統ー 
宗敎の陣符たらんとするのでぁる。 

更に*ァレキサングーのィンダス流域獲得は-チャンドラ 5: して印度マガタ王阈を滅亡に薄さ-マ 
ゥリャ孔雀王朝 ?: ^ 立せしめ、セィ «3 ン |^ 下にょろ佛敎阁概大 $: 可能 ^: らしめる。この己とは，次に 
来る： 一丨マ の 「钔 の is 」 の ^ 方 路 を 準備す る ものであった。 



2 アツ チラ戰 爭 



斯の如くぺルシア戰 1? は、ヨ丨0ッパに諸民族統一國家の歷史的範例を垂れると共に、アレキサン 
ダーのアジア逆狻を通して-0丨マの的家統 , 更には仑の共和阈ょ6世界帝阈への發展を可能なら 

* 洋 と a 洋 ニ 五 
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しむる もので あつた。？ •キニア 都市 勃 典 期に 小アジア 系に 屬す るユ トラス カン 阁 が、 a 己の 都市 
阈 家を B 丨 マに 築いて よ' 前 四 世紀に おける マケドニア •エネ ダ ギィの 撕 散に 應 ずる エト ルリアの 
確立 S して、 ロ丨了 カルタゴ f 即ち ボエ -ー戰 f 至る 三 世紀 間 こ气 新— 世界 i たる 梅ヨ 
丨 ロ" パ S- 頭 期で あつた。 T マは 陪級 is 矛历 激化に もが— がら' こ キサ yr ア 文化 
圈 の 統一 者た らんと す i ジブ，. •アレキサンドリア、 並に カルタゴの 地中 海路 把捉への i によつ 
て SS 共和 网產制 の 統一を g る。 此 f 龙大 f アジア 並に アレキサンドリア 文化 sf S 
し以 つて アジア 帝 ^ の艇承 者たら A とする ので ある 0 

此の f _1 •マケドニア、 シリア 2 一大 戰役 によつ て-来方 植民地— W し-アリ スト テ レ- ス 何 

ssiiskf 出 i とす* 〇 T マ 共和 g 雪 期 暴、 束 S 流の 世界史 上？ 大 なる 

I • I の 時代で あつた。 世界史の 1S がべ でア帝 アレキサンドリア •コスモ ••ホ 
リスに よつ て倾大 され、 其處に 南は マ クリャ 王朝の セィロン 文化 阁を 媒介と する 南支、 南洋' 日 4、 
ブナ ダの 太 牛 洋間に 述 S、 世界史 抱 方 通路の 成立を みる。 北は 印度 中 關の 瓦解と 新展 ノス ビィ東 
路 開扣による天山抱路並に北路の開通 |: み 0 。 

此 Sir 央て シア SSIS 大に諸 民族の 崩？ 移動 •建設の 世界史 的 潮流の 中 5 日本は その 諸 民族 



統一阈家の阔產みを修理したのであ 5 。其處に、南北世界史通路の開通にょる太-牛徉圈と天山ょ6袋 
古， 滿洲に 至る アジア 大陸 圈 との棰 也 合流 形態が 成立す ると 共に-をの 大陸 _の主骶たらんとする匈 
奴の 激. ?? な勃典が始まるのである。かくて漢民族は、此のアジア拘北潮流には3まれて、その戰 ^ , 
諸子西家の時代を捋つつ*支那南北統一闕家を建設し、以つて此の激流の中に，；；；丨し 5: ^ 成すべさ必然 
性のぅ ちに とら へられた 。北に 向つ ては 越 里 長 城を め ぐらし，茁に對しては諸以族統ーの王逍ィデォ 
ロギィの报活と ^ 現を關6、太平洋阁に對する{::己確立 {£: ょつて其の封姐的站礎をあく0 
此處に 淡は北方を畏城と結姑政策 $: もつて辛ぅじて防枥しつつ、南方 <!: ^ つては 1}] ヒ 1||: 界史也路 
の ^ If 开態 としての H 本 ^ 一 ^ 家を ^ 愤しつつ、太.牛作 ^ 1 5 : 抱くアジアの生 ^ として-内己 5: 捣大> 
統ーせんことをなぐのである。 

此の淡比族の梭妞にょつて、匈奴は仑の南進策を放赍して-世界史北路を两方に向つて萜退し始め 
る。 乙の こと は、 匈奴を して 淡の 古代 封 a 制 並に 武士 制度と 中小 アジアの 城 散 3れたる文化とを統ー 
せしめつつ、ヵスビィ並に黑海に百；る北方鰱族ゴートを两漸せしめるのであつた0 
然るに' &- J 和 5： は、 is 統一的 世界 帝网 への 翁 化 f ト is に S 、 以 つてア 
9 スト テ レ ース 锊帛路を隈なく步爻んことを欲すろ。かくて、アレキサンドリア文化を ^ 6つ 0 -エ 
東洋と 西洋 - b 



二八 
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ジブ ト並に アジアの 壯大— 愤 し、 他方 北 Ta， パの 野爲族 1 化 統一し、 自己の 愤憬 S 現す 
べき ? あつた。 併し、 s 内に あつて は、 sa 治赁地 S 普よ— 
s: S 制の 矛 ¢1 頭 政治の 段 f f - S 帝關 主義 段階に 入る ので t。 f 暴、 シ 

- サ-の f ア、 r トン： ケ ニ-一 ア f8 後に 亞 r ジブ ト帝 m との 接觸 によつ て* 決定的と なフ 
たので ある。 

斯 の 如くして、 アフリカ 並に アジアに おける ニ大 世界— は、 マケドニア— 介と して、 ロ — マ 帝 

S に棄 3 れ K? と 怎 B - 2 化 S 介と し' H、 n， よ ッパは 大陸 文化卷 吸し 始める。 
此處 に、 TB ッバは 世界史の 一 取 位と して 雪す る 可能性— まれ、 他方、 ロ丄帝 si 
したる 「相 の道」 によつ て： 1 作との？ る 交流が 行 はれる ので ある。 ィン ダス 河 f ヒンブ 
丨 クシ 峻姐 S として、 支那と， ，_ マの 高 峯が齊 に 蛇 立した。 

併し、 K ジアに おける ロ-マの 進® 葛す る 防塞と して 立つ た クリスト 敎の ロ丨マ 侵入、 匈奴 西漸 
に 上つ て 移 S する ゲ アン ダ ダ トの ロ — マ 掠奪、 その ゴ—ト に —する ゲルマンの 南下、 己 1 
方 並に 北方 i の S は、 ロ丨 マを して 遂に ヨ丨 口 ッバを— せしめ、 此 f 東 ris ビザ ン 
チ r ム 文化と” 丨マ帝 gi ク ，スト 敎 文化の ニ 大陣營 が ヨ丨 ロ，.、 i 代 辯す るに 至つ たので あ 




る。 此の Tiss 分裂と 萎縮 の後、 世界史は 帝國的 統一への —3* 分散 •馨の 苦 問— 
けつつ •辛 5 じて 「紹の 道」 による 東西 交流が 維 f れて 行つ たので ある。 

然るに、 匈奴 アッ JS 進は 1 ッ パの ffl 族 S 起を 促し、 ョ— ロッパ 中世史 I 
t | す K ので あつ ブア •チラに 追 ひ 立てられた 西 ゴ—ト は 三 世紀よ 上 ハ 世紀に 渡る ヨ— ロ ッバ 古代よ 
^ 中世への 變革 期を、 V アン ダ，. スム戰 嘴— つて 坪め る 〇 四 一 〇 年 西 ゴ丨ト 族 王 アラ リックの ロ丨 
マ 掠 f 頂 f して、 ：£ T 5 SS 亡. 延いては 6-5 辕 たる f ア 並に ィ Y ; を 經てカ 
ルタ ゴ へ— 带 |、 f 口 丄 帝 S 湖， 地中 f 中心とす 領 1 鮮 せしめ、 n , 丨ロッ 
ハ 諸 S の 新生への §2 空 f 形作 f の であつ た。 此の 證 の 中を、 て チラは 1 しつつ、 
卜して は ¥1 マ 帝 ユスチ ニア 5 に f — マ 帝 S 活を— しめんと し、 魔 ゴ—ト 基 退し、 
- T 3 T しては ノル チ- ク阳を 勃 典せ しめ、 遂 にハンガ9ィにヨーロッバ騎士道の某礎を 1?? く。 

此の ヨ— ロニ £の篇 を 促進せ る アッ チラ 5 こ' 泡に a I マ S 治下に あつ？ — ロッぺ 
諸侯の 1 と 諸 ■11 らしむ f ので あつた。 即ち ゲ 火 ニを— せし？ は、 ィング ラ 
ンダ王 B! を 形成せ しめ、 西 .1 を 媒介と して フランク 王國 への f 拓 き、 西 ゴ丨ト を 1 せしめて 
はス ヘィン 王 ES 設 せしめる。 湯して は 京 T マ 帝國の 生命を S せしめ、 V サン チ r ム文化 
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圈を維持し、止6ては中央 3 丨ロッパを築く。かくて*此の南アジアの耍塞、ハンガリィ、パ火カン、 
ビザンチユームを占據し、以つて >|£ 方へのローマ帝闷路を獲保せんとする意慾は、仑の後のヨーロッ 
パ 史 の. 沾命と攻つた。 

併 し、 斯の 如き 口 ーマ帝 阙路 たる 世界史の 南路 は-アッ チラ戰 爭 にょる 帝阈衰 運を 機と して‘ ペル 
シア 帝 阈 洱迚 の 可能性を アラビアに 選ばし める ので ある 0;史に來しては、後泷は两域に锊展し，「轺 
の道」を通して世界史の脉搏に呼應しつつ、匈奴の捋漸にょつて其の # 威ょ6逃れ、正に太平洋固を 
抱かんとしたが、共の文化的-經浒的侦大は遂に行己の政治組織の困亂を來し、共處に隋の天下种組 
繾 1- 通して、进の堞然たる封迚的形態が生许するのであつた。此の进を媒介として、日本は世界史 5: 
吸收 しつつ、 A 己の 凝結と 充货の 時代を 作る ので ある。 

此の 時代に、 マホメットは ペグ シア 帝阀 再建を ロ指して、故鄕メッカを拾て、アラビア統ーの旗 5: 
j ける。 それは 泡に、 •ソロ ア スタ 0 舊約 との 統一を 企 g せんとす る もので あ. CS - マツダと エホバは 
をの 現 货的統 一力と しての アラ— となつ て* 世界史 南路 5: カ强く 照す ので ある 〇 此の 古代 的 アジア 統 
一を 再迚 せんとす る 回敎 徒帝阈 は、 遂 R ユダヤ と ペルシアの 統 一を 實現 化し 得な かつた とはいへ、 ィ 
Y リアょ 6スマトラ ^ 亘つて、古代最高文化阁 5: 復興し、法王超的ヨーロッパ中世に對して、豪莊な 



る アジア 世界 帝阈を 顯示 する ので あつた。 

两 しては、 H ジブ ト 、力 ダ タゴ を越 ± -法王魃に抗するィべリア.ゴ_ト王朝 5: 拨けて-两サラセ 
ン帝阙を迚設し、以つて地中海並に大西洋を訄す0現在のリビア-チ„,ース-アルゼリア、モロッコ- 
セネガル、ナィゼリアの西北アフリカ {2: 、その帝阈下に炤すべき回敎徒王阀 5: 形成しゆくのである0 
南しては印度洋を渡6、束アフリカ中部に位するザンジバル ^ ょ6スマトラに至る全印度洋の ^ ヒ 
權を掌 捏 する。 柬 两货 易 並に 文化交流の 海上 根據 地は 此處 に 涎 生し、 スマトラは 日本-支那-印度、 
アラビアの 合同 據點 となつ たので ある。 

盥に來漸しては^バグダットに來サラセン帝阈を纽設し’アソガンにガズニ问敎徒王阈を创纽し、 
遂に 仝 印度を 征服す る。 かくて、 紀元前 三 世紀の 孔 崔 王朝ょ 6 アンドラ 王朝、 大月氏 に 至る 十二 世紀 
冏 の悱敎 阀印度は令-く破坟5れ、奴隸王朝への逬 ^ 迎るのである。併し、此の回敎徙の印度並に西域 
への 進出は、 资 5 甘 票 S 海外 重、 並 に13 本 Sis 洋へ 5 出を 呼び 起し、 3- D ッ パに 心け る 
法 :+' 姐並に市ローマ. *?|'" ^ の東 1 , ^ « ^ 路を遮斷して、ぺグシア、アレキサンド9ア.：1|ヤの世界史6 
路 4: 、完全に回敎徒圈內に保持し、一層廣大したのである。 
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3 成 吉思 汗戰爭 

斯の如き回敎徒圈の世界史的形想の || 展は、ヨー：1ッパに於ては、タリスト敎的中世封建制の文化 
的 經濟的 某 礎を 動 描せ しめ、 十 世紀、 ラィン 以來 k 領有せ る ゲダ マンの オット— 大帝を して 神聖 ロ 
丨マ帝關 5: <.=;建せしめる。大帝は法王權との對立のぅちに* ^ てアッチラ戰 # にょつて培はれた騎士 
道 的 中央 ヨーロッパの統一を企阍するのであつた0併し、法王は架地回復の名の下に、ー方に於てょ 
S 諸侯 S 立 的 8 某 制せん が爲 、他方に 於て は 「 S 道」 S にょ ぅ缓瘡崩？ 蠢すべ 
く、十字軍 4: 來方へ限6 «: く繰6出すのであつた。 

この 十一 世紀ょ 6ニ世紀間に亘る十字軍は、徒 {£ 中世封建制の毋體仑のものの衰微と、十字軍の頻 
令たる|にょるィタ9ア商業都市の勃興とを招くのみであ 0 た0併し*取达笊要な 2. とは.アレキ 
サンド， ア 文化 fs し、 をの If 東西 海外 SS 行し 255 の龙大 S 科舉 文化の 




堆積が イタ タア- スペイン： ホル，. ガグの 商— に ビザ ンチ r ム— して ヨ i ッ パへ 流 s 
んだ 1 る。 此處 に '， n — ロッ パは ア ラビア S の i と 並んで ギ？ シ r „ — マへの SI 
方への竞慾をもち始める。 

力くて— 汔 si が始 1 と共に、 士 一一 ける 近世 初期 商業都市 勃 没 伴 ふ 近世 ル 
ネ* サンスへの 地盤 力 構成 3 れ 、サラ セン 文化に S て 世界史 衔路は 地中海 i 北大 謀に 通 ぜんと 
する ゾ m & 奴 f ニ」 を 束洋の 華々 し锃大 と の 時代で あつた。 宋の泡 進 
策は 2SS2 ける 滿洲 、響 • S 葛す る SS め、 此 f 禽 をして 滿洲 統一 並に 
中 S へ S 人 §f らし 5と§ 、北に あつて § 奴 1 f 、 突 厥、 S と— しつつ、 
共 S 大統 12 庭 古 t て 南下せ し 裳。 此 s —に、 西域の gl 統一が— 
して， ィ つんので あ K て 併し、 此 1 古の 南下 こそ' 十三 世紀 元朝の 驻管 確立す ると M 時 こ* 蒙古を 

して— 太平 II ? しめ、 て チラの— 世界史 北路 と. サラ 5 S 普ょ る 

スマトラを J とし と 伸びる 日本ょ i . ヘインへの 世界史 谢路 とを 統一し、 世界史の 主 
體 ベ i J ギイと Ms 保せ しめたので あつ*。 

此の sir I 南 i 全 i の 企！^? は H 本に 破れ、 怎後 ¢1 界史 統一への 

* 洋と 西洋 三 三 
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日本 ユネルギィに讓步するの止ひなきに至つたとはいへ、北路に於ては漢文化とサラセン文化と 5: 自 
己の 内に 統合しつつ、 自 rJ の 個 有 次る 城塞 都市 雄 設 («: ょる « 拔せる文化構成カ 5: 至る處に發揮するの 
である。 

斯の 如き 世界史 北路 W 建の 成士 2 M 汗戰氓 は、 如上の ヨ ーロッパ铋動に決定的な歸趨 ^ 衍し^^スラ 
ゲの地にあつては*九世紀のノルマン食長リユ|リックの柬 |1 —マ帝阙校略ょ6スラゲ征眩に奏功せ 
る ウクラィナ • a シアを して、 口 マノフ 王朝の 廣大な 近世 的 口 シア 統一へ 展開すべき ^ 礎を 構成せ し 
IJ - 。 その 某 礎 構成の 媒介 ^ こ KV * ィル汗 阈と キブ チャク 汗 ^ であつ た 〇 ハンガリィに入つては、ヨ| 
ロッ パの” M とし 5 $西 翕 形態と し VJ 、 共の 光榮あ 5 SS 化を？ 中 歐封證 AJ 破坡 し、 
かくて神犁ローマ帝网の瓦解を決定すると共 (2 、匈奴チムーダを押し出し、そのヨーロッパ奔走を必 
然化する。ぺルシア (2: 入つては*ィ\汗阈を樹立し、小アジアにおけるセルジユク，トルコの接頭と 
その 來了マ 帝 猿？ 可能— しめる。 併し* この トル n 梭 頭は チ ム— ，との 杭？ 激化し* チム 
丨ルをしてアンゴラの戰に於て、來ローマ帝阈を救出せしめつつ、ィグ汗阈を倒し、印度攻略へ屈開 
せしめる ので あつた。 

此の 成吉 m 汗戰爭 にょる 十三 世紀ょ 6十六世紀初頭 (£ かけてのスラヴ、北中ヨーロッパ，小咿アジ 



ア 印度に 跨がる 大關爭 期は， ヨ— ロ ッバ 中世の 崩 砮 決定す ると 共に、 西ヨ_ ロ ッバの 近世 的勃赛 
を促進せ し尝？ ある。 併し、 此の , nlu Jes 挖 sis る 種 件 6 るよ < 雄 

ろ此史 ては fs § が 近世 的 世界史を 決定 すべさ 新世界 史錯を S せし 尝中樞 f、 衍 摘す 
るの みで 充分で あらぅ。 

r . '"ノコ* ロの，'^:—” 心 汗 路を逆 人す る 元朝との 交渉で あ-®'、 其 處に 見出された 柬类り 
S ジパング •日本へ S であつ た。 かくて、— ヨ— ロ, パの 世界— への 「金の 道」 は 地球 2 
面 4: « 通し始めるのである0 

十— 紀 - V イタリア 、スペイン： ホて ガルの 近世 初— ■市の 中から、 アラビア 科學 . 

If I 逢—、 此の 「塞」— て — if J —。 ア .i 
f fili 警 f is よつ—? S 三 = アジアの 

ヒサ ンチ I It 21 … i K 、 二 11 f へ i’f 新 

典 1 f Ts - i IWS つて s SI 拓 f 出す。… ブスの アメリ 

力 S ガマの 童 S 航 によ— SS は、 スペイン： ホて ガベ ォランダの 近— 

f に よ— SI せしめ •中；^ あつて は イタ ジア 商 と T ニンガリ 
茛眘 b un 4 J . 
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ア •オ -で， ア S — 立せ しめる。 かくて、 1 ，パ 1 审、 1 爭、— .無 

敵 f 馨 餘，= 年 5 、ム nf に 至る 「佥 の道」 を f ん とする 近世 初期 S 家の 相互 f 
0 渦中に投げ込爻れたのでぁる0 



4 イギリス 戰爭 



斯 U- a 二相 i 爭 は、 赴， ^ イタリア 諸 S に 為け る 新 典 近世 證 家の 政治 千涉 のぅちに 
1 れ K? と 泛、 新 S 界史 i?sii ょつ て 新世界 畜 の 決定を 2。 成 S 汗 gf 仲. 卜 

として 新？ — マ 帝 g を 後繼 したる 才— スト リア 帝网と ロマノフ •ロシア 帝關 は、 イタリア、 •ヒ ザン 

チ r ム、 クク ライナ の靡界 史ニ大 通路の 關 g： への 志向を' 二 ジユク •トル n I ぐ オスマン 帝 

關に 孩 なる ♦ニ* ン 、ク クラ イナ、 コ！ カサス-小 中 アジア 戰？ 通して、 北柬 進攻 策へ 
轉 化して ゆく ので ある 0 



S 界史 通路は ' a シアと チム 丄戰 S 構成し 2 ; n f 印度 - f S 三 大帝 泛よ つて 
分 f れ 、新# 界史— は ， パ 諸王泛 よつ て— れ 5。 然るに、 S 十六 •七 If 
シノン ク • UH . M 後足 利 時？？ • CIS 結よ-^ a 己烫 への 膨 1 であつ て. 成 京 汗戰 
爭 によつ て 近—? ち 1 して ゆく： 承し、 S すべ— tl つ 
て • II 路の屮 运れ— に、 北 f 中軸と ずる アジア 大陸— 來は アラスカよ As マレ 
丨 K に、 北は S よ A は才 セア ニア に 及— SS く アジア 大陸 S 、 1 族統 一 證と して、 
=： 本は 秀 ，1 的 S ゲ y を 方.^ つけ S である。 近^; 史 に？ る 灌の槪 念は 此挖 生れた。 

他方、 ア すヵ镗 地大 f 熹1 て • s §^5 大澤 |界 路5 け Is 分 

解帝购とし，て、ィ.キ上は费||ふ1ッパ|8の相互對立.分解に成功1己の海 
賊的 エネ ノギィ ，，； プ に掀大 せんとす る。 此處に 近徙史 における WS 槪念が 成立した ので 
あ k ィ v リスは 此レ浮 ygs 立 せんとす る 十六 SSE 容 s 獨立 よ-®、 無敵 黯设设 、 
文— 興、 ス n r ランぶ： r 新大 IK ィングランド S — て-名 毋草命によるォラハダと 
の 協 Mf 形成し* 以 つて 十八 S 初頭 2 ける 大 fj 王 si — る。 その 審 i 確立 こ 

•ヤ •る 1 ナ| •謀の 前— が、— 2 ける HII せしめつつ ' f " 本— 
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ニ次封注制下に閉恶せしひるに至らしめたイギリスの朿洋進擊への前奏曲であつた。 

此の イギリス 戰氓の 新世界 史通路 に あける 懕 力に 依つ て、 驅 6 立てられな が A 來漸 せる 前衞部 陂、 
ボ火ト ガル、 スペイン-オランダが、 諸 闘 爭の 灼己泔耗と新通路上の諸搏點樹立を职へた十八讹紀0 
イギリス 進取の 砲； 相は 三 大洋 ^ 蔽 5- たので あつた。 今や、 世界史が 度々 自己の統ー化を求めたやぅ ^ 
新 ft 界史 M 路の統 一 帝 岣の熒 #を-イギリスに衍はしめんとする0英佛植民地戰箏の勃發0かくて、 
新通路の 5(1 两にインドとカナダと 5: 捕へ、內にあつては產業革命を行ひ、外にあつてはオセア，ーアと 
苒轵峰 を 獲得し* 此逅に大英桢比地帝阈の芄礎を確立する。 

これに 抗して 、フランス 近世 共和 阈主義 ユネルギイは、ナボレオン戰爭をして、ヨ|ロッパ並にア 
ジア 大陆に おけるニ大朽世界史逋路を：冉迚し-以つてマホメットと成吿思汗との近世的統ーを企閟せ 
しむる。 彼は シ—ザ I の 如く* ガリアと ゲルマ ニアを 討ちて 口 — マに 入. 0、中 1«: 的オーストリア帝 1>3 
下に從 &3 せるドイツとイタリアに新形態 5: じ與し、エジブト {£: 出でては古代帝阈 5: 愤れ* 13 シアに入 
つては大アジアを疑視する。併し、旣にビ"丨トル大帝の\ルト海、黑海*カスビイ海の統1勢カを 
以つ て* 淸 W と ネルチンスク 條約を 結び-カタ リ—ナ 二世の 千 ft 占領を 終へ、 •ホ ー ランドょ 6日本に 
及ぶ 蜓 «- たる北方大帝趵の前に逡巡しつつ、フランスは遂に北方大陸 5 : „シアに-南方大沒と新大毖 



をィギ9スに讓步するに至る0 

かくて、 世界は 農奴 制 ロシア帝關と資本主義的榷民地ィギ交ス帝阈に分割3れ、十九世紀が始爻る 
ので ある。 をの 中葉、 ロ 本、 ドィッ. ィタ ジアの 近世 帝 望袭的 接頭は- ヨ i ッバに 於て は 再び 近 
世主雅 ^ 奪のぁ 71 闕 ^ への必然性 $: 培ひ、南方世界史通路に於ては日英抗 ^ を誘ふ 0 此處に、大英帝 
W は 此の ー本勃 興 5: {! ) -1 邮せ /1 が爲、：：：媒戰 ^ 5: ^ かんとする。 2. のことは-北方帝關ロシア 5: 射化せ 
しむる も レ'^ 16 極 )}' 帝關 4: 〇己の足|トに膝 ^ づかしめ / 1 とするものである 0 |方に於てょ-ィギ 
リスは m - a ニ： 3 于涉 1 匕 5 つ、：：： 本の 英認衞 的 地位を 決定し、 他方に 於て は、 小中ア 
•シア並に支那における 11 シアを後退せしめつつ、内己の世界帝阈圈 5: 攒大するのであ 0 *0 

相の 如き ィギ ソス戰 爭の 近讹史構成をー^せる特苡は-他を戰はしむる乙とにょつて’^:己を擴大 
し旅"&化する「ティヴァィド*アンドニール」の鉞則に外ならぬ0此處に、諸民族分解帝阏の近世 
史は 地球の 化 S れる と共に 贫對 世界史 通路は- 黃企 g 道」 を 通して 統一，^ れ るに 至つ 
た。 かくて* i は 世界と？、 束 f 於て 1 す f の、 TC : 本のみ と？ S で 含。 
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5 日本 戰爭 



取の 女く < E 「仲 界 が」 は _- |^ 洋的」と同总語とな.^、此の世界史の ^ 革期 (2: 於て猶も*「史界 
的 n 本」 と S ふ 如き 憐 i べき 用語が i する v-f 。 ？、 K% ア諸帝 §ls 化 §の 潮流が 
ナ^. 体に" つる や 遂にを の 尖端、 英 g の 逆流を， P つて、 アジアの 極 點-日 木に 波及し、 近世 此界史 
は f を 遂げる と共に、 5 逆潮 せんとす る。 肿界史 は旣に 太平洋と 大 S , ア？ 大陸と アメリカ 
大岭 オセアニアと ア fs”.R の 近世 的統 5— 成す る や、 をの 諸 民族の 分解と S の 近世 史を 新な 
る f 統一 形— ぅちに、 解消すべき 可能性と— 性 & 起し S である。 此 SSSS 世界 統 
一形 態へ S 界 史的 段階^ 1人笑 日本は、 決して 「近世 S の S した 分解 •制窗 SS 與 する」 
如 さ 世界的 日本で あつて— s。 f 史を 構成す— ど QSI 族は すべて 、 f 個性的で あ 
6、自己を世界に賦與するネのであつたのである0 



大英 植民地 帝阈 によつ て 崩壊した る ァジァ 大陸 諸 民族、 並に 全地 球に 於て 分解した る 諸 民族を W 建 
し 新なる ャ界統ー网家を纽設すべき批界戰爭は旣に始つた0十九世紀におけるョーロッパ相互 ^ ^ 
は ii 十 世紀に. 生 つて 其の 大 播級 をみ てよ. 0、 南には， J - マ 帝闕を 避 想し、 北には 新 gpjll マ 帝 g を 迫 
想し*來にはロマノフ帝的を還せんと足技きつク、第ニ次ョ— ロッパ大戰の|に入る。かくて英 
M は CIS 延 .4 {形 9 メリ 力 合 SKS を 求めつつ、 i の兩 脚力 ナダと ィンドを 守るべく、 ョ丨 
ロッ パに 於て は佛蘇 協定？ 强 化し、 黑に對 する 均衔 策に 出で、 以 つて H 本— 界 建設への 化界馨 
に對峙せんとする。<-や英阈は-荇てのィギリス戰卞における如く-自己の前衞隊たる佛1線 
1 — S ニ に 强 化する と：^、 崔に 進出せ しめ、 佛 •蘇 •支と H 本と を 均衡せ しひる。 

i ff : 界史 通路を 極 來に 於て 合流せ しめた 日本は* 斯の 如き 英阔の 均衡 分解 制鹅戰 爭に對 して、 解 
於 S 統一 界戰 f 以つ てし、 「命 S 」 鈴す るに 「王の 进」 を以 つて..^ 己 集 庇 的に S 
化せん とする。 かくて 裘 话界と f 、 代べ ごァ 帝？ rlV ャ王 S : 造は 佛敎 g 土 や 淡 

ヵ迫想した如きスメール文化泣活としての、宇宙論的讹界統ー形態への大道が创姐 3 れんとする。此 

處 に、 次 没 其 slf 樊し來 つ迄 代よ 6 近 f f 諸 帝 g •か、 地球 統 5 f f ねば f 
aw 界卷 必然性を、 = 本 tliv ィ兵 はし： S2S 世界史 的 8 爵し V. -VQS と 方？ 

康 体 i 西洋 
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顧 示すべき 朽學膻 系が 要求 3 れ ろので ある。 

それは 世界史 Q 日本的 把捉で t、 H 本の 世界史 的 把？ もつ て 始められる f 個性的な 日本 世界 
特？ 6 パは C ら g。 其の 理念と g? して •為 數 世紀备 かんとす る 世界 戰爭美 かしめ ょ。 

諸试 族 分解 S ィギ 1 は、 ユ チ オビア- スペィン- オ —スト リア-チ ユツコ 、コ ガリア、 T 
マニア、 f ランドの 諸問題に みられる 如く、 小 民族の 播牲 t 强 要しつつ、 3_ロ ツバ 戰爭を§ し 
以 つて 日本 S に S せんとす る。 併し、 今や 近世 ヨ _ロ ， パの 崩梭 は？ み るょ 办胶か n f 

民族裝 • §Q=I 本 @爭 は 世界史 の警 必然的に して 警 激情 的 黑 令と なつた ので あ 5。 



三 日本史と 世界史 



1 歷史の 秘密 



ー阈の歷史が自己の髓系的序述をもつといふことは-槪ねをの阴の鋟箪期にな3れてゐる0そして 
其の！ E 系 的歷史 經览が 其の 關の 歴史的 述 命を 規定して ゐ る。 記紀 や漢敢 、或は，. フリァ や タキ ッスの 
「ゲ， マニ 力」 •か 示した や 5に* 又は 神皇 正統 記 や n 丨ラン •或は 「モンゴル ン •二 クチャ •トブ チ 
ャァン 」やァキナスの「神母粒系」の如く*近くは日本外史やランヶ世界史の如く0 & 等ょすべて茇 



3!本史と 1«: ». -史 



s n 
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代 I く— f の として、 夫々 の 民族 或は S の歷 史的 意識を 決定した。 

illir f して ！！— f •露—!—…— 

j 史 1 て あ 2 。 彼の fs 前世紀 前半 2 ける ドイツ f 哲學と 常時 の S 舞の 
勃 fils — 盆ぶ 史料— と にょ つて 可能で あ？？ — が と 

/ f ト イツの 封^" 分？ f 近— 的 統一— て. 資本主義 帝闕と して 世界史の 上 

nL て產 、の 新？ i して、 世界 麗！ とした i る； 丨：！ L 長； 

* く itr である,：, をれ は现 I には 何 物語らな いのと M 様で あると 批判して ゐる が * ■■ ど 
5 は S 徙 界史？ ちに、 S に 5 の窗を S す 含と が出來 る。 

_■1 ! 11” 

F —!! と —.^。， E て 一 Ilifif ■性 こ 

そむし る歷史 の 現" A である ことを 虫 張した ので ある 0 
之 後： ト イツは つ— 益 si た。 をして ランケの 世界史は ドイツ S •か 共 處に 問 



q Is かれ— は 3 ゴス 1 S 泛つ s。 f f の な •か 
ら 扯に¥餅す| では 裏つ た。 却つ て、 それらの 主 f 方向と is へ— で更 あつ 
ブこレ t な ことは $： に 十九 址紀の ドィッに 例を とる？— く： S 史の あらゆる 發本 期のネ 

即じ13 公で あら 5。 をして 竞聽 は、 等は § 後猛く 1 れる 大河— つて、— 

に f slf れて t こと す。 f 人 A . は そのこと に i の不思 f 成 じない。 抢 1 
々は n 分で 耕して？ と告— 、 2 S を f 费大 河の 何物* 1 ら ない。 

支那 史に 於ても？ は、 SSSS ? 2 の 支— I 成 1 に、 

—產 S 篇— 想爸 含と が f ,。 Mi 泛 isf , 蟲」 や 班 尚の 

..,」' ■'々，こ」*''-*” じ W 友 レ大支 邱 統一 •後肢 彻を 編輯せ る-^ ので あつて、 そ の g 系 的な 盘愁ょ 

_=- Jit —— —、 转 i 鸟， Eli ® s ® n る 水 

ff 上げ S である。 SS は、 その— く—— し 3、 十 5 紀の宋 朝—— 族の 
袋— が始 つ.^ 為ら K MIS 美した。 この f 、 日本史 1 纽せん とする 
に當 つて、 せ 1 けれ f — いところ である。 

十： ニ 世紀に S る 元朝の 大 支那 搏 編成 の エネ グ ギィを 通して、 吳て 形成した— 族の 支那 世界史ょ 
日本 史 と ft 林 *. 
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四 六 

— vrvsnf - ss 丨 f I 散して 行つ た。 文 化2中の後に訪癸 此 I の 
運命は、 世界史 1 sse かせて sv f 意し 2 ことは*— 族の is 史 g 

十： 一一 世紀ょ— だ fl •明朝 这 代は 1 营 於て— の— •1 

U て 11111 は f i— 虐 —— f 蠢 、文 I 

散 あ 笑。—— だける 1 ? の交| に此1; 
たので ある。 併し* 此 S 奈問浮 旣接ニ f 略— れ た。 今は 唯、 一方では 例へ ば f ナ 

y 8— 或は— 一 I 」 や 「塵」、 善窘 「 i 異」 や 「|記」 

プ —4 努 ては 王— にょ SI の 如— 朝 思— 系が IS 1 に乘 つて？ 

る蠢 if f _| 11 • ii で if I くべ 

if I いふ ことを、 S 起す 2 で— る。 乙？ とは， 我が 泛 於て— 川 時？ 
至つて设も刻明に展開3れた0 

十七 1 に？ 18 が 支那 史を— や、 漸く 西 1 SS 進出 S — るに 及ん 



プヵ 此の の 資本主義 的 植民地 化ユネ 5 ィ に、 支那 史は白 己の 近世 的 W 編成を 無批判に 委ねて 
行っ た。 共の 間 袋—、 王— ど 出で て 陸王學派 を 作 6、 或は 顧炎武 、陸 輔其 現れて 程朱學 f 起 
設 し、 111 1 したとは い へ、 槪ね疆 、_ 、音 S 諸 I 考輩 派に み 
る 如く泛 微に t 細— ち翬や i の 世界史 i を 樹立す る 者は なかっ た。 甘ての 「詩 經」 や 
楚辭」 或— 四 御 五，^」 や 「也秋」 「 SJ の 如き、 更 ii は 「史 記」 や 「漢書」 の 如き 後代を 生く 
11 f li 、 _|、 ii — 
つて 我 力 ィン テ 9ゲンチャを捕へて離 3 なかつた0 

斯 S 如き 世界史 的 變—に 於て 自己の g 史と i の— を 名っ ことなく しては' 其の 民族は 後代 さ 

IM と— 念し„ ければ f 5 念 蹵 、樊 1 S 、 一般的に？ て— の 時代に 
現れる と 费、 I 階 0 ける— 的 文化 gf I 笠？ — ? ので なければ！ ぬ。 f 中 
沏以泛 §1 が SXS 史 浮踅 如— 1 っ Qvt 。 牌し 玆で 

は此 STS との— 彻に 於て-私は 唯 次の ニ f 述べる に 止め、 をの 世界史 的 聯關— 

第三 ^ に ^ る ことにしょぅ 0 

7 一 --- チ：；：！ 界 y はを S 泛崩资 も かか はらず、 内 己の 文化を 迷信の 如き 强ヵ 3をもっ 

日本史と世桦史 

四 七 
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四 八 

て 傳播し 保 布 せんとす る。 正に— 文化 •か a 己の i 解® の 時に あつて、 日本 ィン チャを 把 
へて、？ 1 $ しめ— 1 にして 1 装 f、 f は寶 1 S であ 
る。 松— 今、 wssf ssf の f sf 達し、 isl— 益し といへ ど 
も、 f し 世界 文化の 形 1 S 人に 維持せ しめる のと— る。 為 i は 日 k 
及び 地中海 S 代史 に？ 名 やすく 浩し當 であ f。 y、>K— 期 o け— こ キ サンド 
-ァ.？2世界文化の如し。沒それは大！ざ、の穿である。 

第二 に、 f 肇 esii のつ て 1 民 if 1界文 化董 として— し 2 —tf 

If 。十—— ■、蒙 — 

制 新の 激浪 力 あら ゆ—, is ん： ^ I に ニ 個の 民族が 激 f 勢； s を も？ 立ち上つ た。 其 
n :.^ は、 ドィッ— とし 5 古 sf 浪 If t と共に、 我が— の If とが 出 

来る f ssi 言 1 f 51 め 3、 1 の 世 f f 。 それは 漢や 

L 4§<大| 世界— つ £ くに、 i を 世界に 與古 底の S 的體 f ひ？ げて 現は 
ォる こ とは 出？ かつた が， 併し その 理 f 於て は 後世を 命令す も？ あつさ。 

かくて、 怎 ggkf 我益 史は gf •謂は ば 15 篇 せしめん と 



する エネ $ ィ— 統一 Qlg であ！ して 今や H 本は、 24 S 與 へんと して 
ゐ る獲の 前に 2 で s。 I 的 f の にょ つて 規 f れた個 者は、 それが 個性的で あれば あ— 

uy つの Is 密は 、現代 S が泛？ 1 的な—— して t 。 ！てキ 
パ 今— ■11111 して、 I 1 S 的ス 111 し 
つつ— 代 is ii 、 11 

f in —1」 5 f 、 現代の 趣 

u f ll!」lf 芒 、 I 

• t :- H M ° 4 n が Ig ける 文化で あへ その § g 技術が 12 ける 文化で あるから 



锒一部阱桴史のロ本的把振 



2 世界史の 逆流 



かつて 1 は ^ る 知 ニ囊」 美 silk は、 くず fl 设 
も蟲 Am れてゐ た e ?f と、 grf この 岛花 f 、 宣 S いと 辛辣に. 漢 S 達の 痴 性の 
ために 霜し S で あるが、 併し , S 文化に 饽 S ど 1 SS に、？ ィ B ニィ S り 
給けることは旣に益なき己とである0 

= 本文 化 41 益 f と— れて 、泛 日本 文化 f 性の—に 押し § ょ 5 とする 
人は、 未 ssf s ? t 。 しかし、 竹 VSCSS 天 f 傾けし め f S 
力 力 拿 f 泛 つかん として t 時、 fs 球の 西側に 獅 唾み ついて 痴 あげ 
る ことは* 一人蜩 の やぅに あはれ である。 



Ir ;- 11 1!-° - 

ッ .ク 1ザン| 從 へたジ イドの 他に、 カトリ イク 的 世界 文化— みん とす 1- 

uuur —! の 一人 ヴ アレ リイ！*— と アラビア— 

f Af hhKHU。 IJf iii 12 i 

ト pn J HH ^ 

げた アト r ^ ur Lf . s に 大陸— 上げ てゐ るかを' をして 如^^ の 下に 腿— 

W ンいト “ ii "; く i 、 £近世 t 學る誉 眼！ 2 で 

- I ソ% け ロッ .ハの 知性に 救 a を 求める ょ 4 に？ 知— い。— はすべ て 印 

P II :"!。 唯—？— てク T デルは、 f !! 

\ くて S 靡 所 威の— で- 1 を 2 したので あつた。 印度に S てぶ じ i 

は rurif 養 Ji — 邊ネ？ 111 、人 



*1 部 5 史 s 日本的 把 振 1 

と 人と sf し 5 人— 化 1 出した。 は、 者の 死 i 再現して 斯の f 
導く歷史的生命 $: 觀た。 

彼 2 n 木觀は 特に 能 S じて 威 得した もので あつて、 死と 生と 卜-結ぶ i 、 過去と 現在と を、 そし 
て 宇 苗と 人間と S 介す— 把へ た。 繁 支那 g は、 is 小— 證 家が 
先づ 一一と M と S 係— w ?、 I 的 2 窆— かつ 2 に對 して、 大 民族の 大關 
にあつ ては、 先 ' つ 人と 人との 1 f 

灵 たも？ あ 完。 そして f i ド s ' 死滅し ゆ ▲1,_1 時— つ 1 が、 宇宙 
の 鏡の ゃ5| 会 水 片 己— へに 映し tgs 、 美しき I から 投げ出 合 § である。 

の S - デな， フフ ンスレ 魂は n 本文 化 2 ぅちに ィンドと 支那と が 現 K 的に 生か 3- れてゐ る 純然た 

1 界 s 1 IV 類した。 併し. 彼 f い へ f 、 备 西 泛對す |洋の 文— 
の 力に 措す gf 、 未 1 SS 贳 史的 次 問 f げて界 ミとは し J つ 2。 ， し 
ろ、 彼 sf 無 II 益す る— f は.— 乙と— にした の 1 

つた - S 末に あい ては 唯 _ー ィチ H のみが その 己と 5 んと したが、— 的に アジ アを 知らず、— 
の アジアの 一 §ょミ i ッ パの？ み X した f かつた。 彼は 遂に 東— 1 の I 



の 5 ちに 頭 f I し、 る 統一的 力を 1 し S 狂つ てし まつた。 そし ilf と ミ 

この 東洋—— ょぅ 誰 一人、 こ sfsl を、 否， in 身 1 に 解^せ 

只し.^ は 没 S 执 益と f 、 半は 半 K 地 化された この 來洋の 5 ちに あつて、 た-た 
rcr 大 ，文化 s . i $ ss 表と して あ— がら* 裘 文化の 問晋 世界史の” へ 新 こ 
提出 11 じな かつ 交と には、 充分 神. 由が あるので ある 。 f W 歐は をの 小 探の 故に、 
阀 f と植诠 S とを I せしめ、 i 的に 統治と 計？ の 知性 sf この 知性は 近 此ョ丨 
口 .: — 1 し、 2 S 界史 3 一 部と して 聚を 構成した ので ある。 かくて 束 作の I 
勢し 史料の 科 胡 的 硏究の 名の： ト に、 來洋 文化の 不統一と 個別化に 彔 成功した。 

從 つて、 を S 化し、 そ S を— 化し、 還の 1 ド货 か—、 その N 1 
I 植民地政策と 2 け 5 sf 知性は. 何 i — 泛代 IH 本 SI 、 犬と し 
て養 成す f と— 芝 2。 tv 此の— ぎは主 人が 死んで f ' かつ 5 命令 こ— 
て 頭 — f S で， 5る。 ？ 犬 ける— S く。 旣 

と 叮んて S た。 この ことは ァジァと ァ 79 力、 そして S の 植民地た る— 2 ける § し 
日本史と 供 界史 



笫一部供界史の日本的把槲 五 四 

て、ー贯して觀取し5る现象である。しか4、此の11:本に於てなほも斯の如き #: «: 地的性格をみ «: け 
れば次 ら ない ので あるか。 

转て讹 界の逬 は & 丨マに通じた。をの後ァラビァと袞古は輝けるローマにとつて代らんとしたが、 
やがて 英一: のき 6拓いた新海逬 ^ 、あらゆる讹界の水は流れ込んでしまつた。かくてま 3 に東汴の深 
く廣い文化の湖が枯涡さるるやと见はれたをの瞬間-英阙に向つて流れた潮は逆流をはじめたのであ 
る。と 2. ろが奇怪にも、この潮流の前に最も狼狽したものは两陕の知3者ではなかつた0彼等は彼等の 
m 先が 剂つた 近 lit 史の落 = ?: 眺め努るか、3なくば仑の擁謎を叫ぷ。人找戰線の如き或はファシズム 
やナチスの如き-併し"最も周获したるものは、却つて两歐知怍にょつて馴致 3 れた2;本の两缺知的 
赉犬 であつ た。 ^ 邊な く咆 ± る 共の 部、 いとも啾啾としてさびし。 

然るに、 2. の2:本における桢民地的痴性は、來洋文化阁の間題においても亦能く «!| 疗3れてゐるの 
である。 n 本は 支那 文化の 一方的 影 群 下に 級 逹 し /? 一 小 ^ 阀である、といふ科昂的祺货と稱せられる 
ものを動か 3 ざることが、かかる知誠者のせめてもの良心となつてゐる。統ー的文化阁の問題を出す 
乙 とが 科 ^ 的 進 步の敵 であると いふ 憐れむべき 知！！ を、 なぜ， p / e s れてゐ 次 ければ なら * いか 〇 两 洋 
文化 阁にぉ いては ^ 阀文化は互に影锣し合ひ*東洋文化阁においてはー方的作用のみが存し、特に日 



本文 化は 支那 文化 か— れ で t とい ふ 解？' か。 日本 文化を 支 

那に從 S せし 2 か' しからずんば 来洋 文化 豐ぉ ける、 日本の 統一的 S を切斷 せしめる かは、 K 

しく る 文化 政？ あ 2。 しかる k 今や 世界史の 逆流は' この 問繫上 1 はの 
如くの しか かつて さた。 



3 H 木史の ルネッサンス 



一 叩 ss—si 文化— と篇地 S と 装 f I 裔歐 文化は： ラ I ? ギ丨 こょ 

つて 否定 1 かとみ 之た。 しかし そのことは 逆に. 沒 落しつつ あつた ラ J とゲ ニンに 一抹の 一又 

撥 的 益を 與 へた。 §….1 北 5 歐洲 文化 31 は あ—。 併し、 —ァジァ 

•エ 才$ィの€馈 界 統治に？ K ? 反擊 に ょつ て 生じ 莫界史 の S ? ち iT 辛 5 じて S の 生 

f 遂げつつ あ f ァ と ナチ 5' S 歐洲 HI 治 0 ける 諸 勢力 均 f 破 f 歐 洲の既 
日本史と畎蜞史 



atl st ff: 界 jt eH 本 的 把® 五六 
成 諸 關 係の 矛 15 を 激化す る 述 命ょ 6逃れる乙とは出來ない。彼等の歐洲#迚は歐洲從穴を掘るものに 
外なら W 。 此の ョー ロッパ の闕隐 的 n 己 矛盾は* 彼等の 世界 統治に おける 諸 民族 勃 典と して 現れ 來つ 
た 内己矛府と相俟つて、今や歐洲危栂の跫昔 5: |步ー步大きくするのみである0その竹後に互步 5: 4 
つて 東洋 再建の 歷史创 造 が 符まれ て. Q るので ある。 併し、 文化は 恒 にを の创造 を 修理 ^ 成す る もので 
あつて、日本の問尥は典の文化像の體系をして项货的に、世界荇遍性を獲抖せしひることになければ 
ならぬ。 

今歐洲 にあつ ては 何人も •將來 世 界の統 一 的 文化 像を 创 ら上げることを斷念し-互に防銜の姿勢 !: 
と 6始めた。フランスをみれば*ジィドや 7 ロ\は徙に近世的產物たる人間的個性の爻は6 5 : のみ歷 
程するに疲れ、ゲァレリィやクロ|デ^はヵトリィク的故鄕 (£ 餘生を势る0ドィッではロ|ゼンべド 
クと ラング スド斤 フが ゲルマンの 新俾說 を 作らん ことを 欲し* ィタリアでは ゼン チ— レと テ，, ミネ 9 
ィが& —マ帝11文化の與生を願ふ。しかし、ナチス，#5ファシズムも所 ||: は-現代のョーロッパ铤 ^ 期 
における一形態を作らんとするのみであつて-誰か此のァジア大陸文化の世界史的羧革を褊輯し得る 
賫格 5: *彼等に ^ じることが出來ょぅか。 

近世 史 に>ける西歐の世界統治を是認せ 3" る限6、今日の世界史韃革は «' .斯必い 1* 5» 如か奶和以 



外の 何もので— い。 然る に 此の 時期に あたつ て-印度と 支那の 大陸 文化を 繼 承せ f ョ i ッバ •か 
世界_ と 新 S 文化 slf とは 旣に S である。 彼等：^ 洲 S •か、 取に 自己の 狹？ る半岛 
的地上に墜ちて-4はや新世界夂化を構成し杏迓化することを知らないといふことは<何等訝るこ足 
ら 5 T ムソ リー ，一の 言葉を かれば， ただ 彼等は アジアの 反锭の ぅちに 0己 を 反映す るの みで ある。 

ィ丨や ^- 洋文化ルネッサンスの問題は‘ ^- に東洋の運命に ^ するのみでは次く-諸桃 ^ 地民族の禅生 
の 道を I す f s であ 6、 贵 をの ft V 」 通して ssf も 約 ？ f ? なければ— 
ぬ"此のアジア*太.牛洋文化のみならず* |»4' 作文化を繼承し、今やその繼承，资展せる文化を全大金 
に项找的に !!15 與せ /1 とせる：：：本は*何ょ.0,?,3己の朿洋史-.3己の世界史 |: ^ かねばなら《0旣に |'4' 
歐にょつて敎へられた铒世界史ではなく-正に世界が觸承 3 れつつあるが爻まに-世界を解稃すべき 
である。 

f しく 病 5 篇地的 知— に 向つ て •斯 の 如— 1 S 系 的に 企？ 人の 出づる S - 
もはや 遠い ことでは 犮から5。 讹界が#革 3 れつつあるが爻まに世界を解#し-疋に讹界が解釋 3 る 
るが 1 世界 s—sf 3。 5 世界 S 3— とし' 0» むむ| 求 3 れ るので 含 
て、 その 日本 世界史と しての 日本 文化 ルネ ッ サンスの み、 來洋 文化 再 f 可能— しめる。 そのこと 

日本史と ft 样史 -L : 
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にょつてのみ、讹界火ネッサンスも甫めて盘慾3れるのである0斯の如き世界腌系 « くして，支那こ 
つて 何を か與 ふること が川來 ょぅか。 毅然として 日本 來洋史 を、 支那に むかつて、 印度に ひかつ て 
與 へねば なら 《。從つて、设も切货な問題は、日本自肋に具の世界文化の方 [. 0 5 : 指示し、確 |«!. 1 たる日 
本世界文化奶系を樹立することである。 

もし 裘が なかつ た I 、 S 近 2 化は 2 K 在し 發 かつた。 g ： 歐近裝 本_裝 の 成立 
根據を ， 世界 史 に 15- いて觀ょ。名し日本がなかつたなら-柬浮は完全に两歐桢比地として- ^ の文ヒ 
はれ物 ^ 5: ガ>识するのみであつた。敢て1::本文化ルネッサンス |: 、 )|1 洋文化阁の統ー的把；^のドに、 
见に ^ 徙界文化 ^ 成への 1£1 として 12: ^ する。飽く ^ で、歷史は创らるべき，^のであ6-文匕太^:ヒご 
搆成 する 名ので なければ なら ぬ0此の歷史搆成としての日本文化は、 1«: 界史的糙革期に於ける .-.«.: |1 编的 
必知；性に據つて肿介 3 れ次がら、{:::らが逆に淑 '1 ^ 的な世界文化と成るといふこと、夫は先に歷史の逆 
說的 5 •と： S れ た。 wff け鑫大 S 族は、 畏此 sg を . S し —2 で ある。 加 之、 
妒は柯 に歷 史价 成を 方. 2 づけ 糾織す る 文化 g 系，^ 樹立し，^ ので ある。 をの 姐 系が 同時に 阳 史とな 6、 
その ^ 史が# || 遍的な世界文化と成つて後代をセさねばなら0 0 



一 日本 世界主義 



Hi : 界史 の谷問 



世界史 p—kf 立？、 賢せ— i 神は、 sf 6 二十世紀に 至？ 全く— 
してし ま 二- rs は： S 益界史 S 為く して 大 i 谷 g である 。此の 谷間は 仰ぎみ るに 視野 
なく- f 言に 水 I、 今や 人類は 矮小 化せ— 世 的 人間を— しつつ、 徒にみ じめ— 生ける 
屍を i する のみ。 た •た 時折、 此の か i 叫ぶ もの •かあつた。 
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胳史 &篇が 十九 价紀末 S I ッバの 野を 劃した 時、 ドスト ニフス キイは ズチ ッ ク 海の 片隅 
..「地-? を 求め わは f なかつ た。 その 手記を—、 ヵ丄 ニて をして 歴史 创 造の 周邊 にき 
ら めく 分光 S 如く？ し尝 。併し、 二十世紀 人 問は liisi 崩 f ゆ f れた 
新なる 歴史 剂造の天光の陰馎 1- 凝視すること 5: 知らない0 

ニイ チ-が S ァに新 光— め、 ト公 トイが 原始 ク 1 ト敎に 杖を かつて シベリァの 荒？？ 
たの is とで？ S。 併し、 _の ごァ スタ_やク リストを 仰ぐ 魂は S3 れ 、然らずんば、 
彼等の 戰 はんとした ョ-ロ ッバの— しつつ ある 近世 人間への 挑戰 は、 却つ て 二十世紀 人の i— 
の言葉に帏落した。 

十九 世紀？ に A ける 批判的 S は、 悉く 近世 的 人 S 否定で あつ S か' => で な く、 畜數 千年の 
人— に？ る S であ 2。 併し is 批判は、 それを i し 或は 否定す るに 足美定 的な 何もの 
力を 袋 的 にも つて. Q-K であ f か。 2 な くして 否. ¥5 とは 出來 5。 袭 くして みる 己と 
を# ず、 照す ものな くして 批判す t とは 出來 2。 現代 S ゆ f のを— 的に f 己と なくし 
て 3 : を か 語 6 得ょ 5。 

掏に 世紀末 に 4 ける 欧洲 S き 魂は、 商品 化せる 潘 S 如き 近世 人間 AJS せしめつつ ある 現代の 



益に， 人 SS ? 映しみ f と— つて，^。 其 ff のは 中央アジアの る拜 
火获に 起 人的；！：； f め r らし ，— If : 没 中世と 古代 sf 、 E 然と 1 装ん 

汫し、 I , 一 イチ H や ニノ クスの 如— 神は、 二十 批紀 に？ て 一の 傅 f 化した。 ベルト ラムょ 
1 に 1片 を附加 iiif ず、？ •ト の营は その 諧的 1 びつつ' 却？—- 人 
si した。 

|_ あ K ことて f -> : 近 ャ批个 は歐利 批判に 他 次らず、 かくて S 掩護の 部は 二十 £ を 避ぅた。 一 

は— 人 SS 批判 运 1 合— f し V、 ski •史的 1 f f ので あ 
ろ S 的 人— は此 fi した。 他は WIS 批判 £ し 5 1 れ？ 了？：： シアの 

^ 洲 1 に対する 软洲— である。 ミ シズ ム •イタリアと ナチ ス •ドイツの イデ 才ロ ギイが 即— 

tvs 深は 11 批判 S ょ.^- こ パ大 る A 己— の II して、— 
IM しは じ：^— に— sf 手 f つつ、 こ 1 锰 へんと する— 
门本は過去教ヶ年见守つてさたのである。 
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をの 一摅點 は 近世 人間の 古典と しての グネッ サンスと、 其處 { C 八：： 狎化 5 れたギリシァである。をの 
ニは衔歐がァフリヵ並にァジァにその版闽 5: 擴大した11丨マ帝阈ィデォロ.キィである0をして第三は 
北方歐 洲と抱 方歐洲 との 中世 的 統一を 來し得 た ゲルマンの 古典で ある。 今：：：* ィギリスと フランスは 
第ー摅點にょつて*ィタリァは第ニに、そしてドィッは第三據點にょつて-卩己擁護の公现性 5: 獾保 
せんとしてゐる。 

併しこれらの捣つて立つ處、旣に相互矛盾に術突するのみ次らず、歐洲諸列强の政治經濟的地盤- 
爻た相互闘氓の益穴に他なら « 。淹業革命後に4ける歐洲の東洋に對する進 ^ は- ^ の獨ト"的關爭を 
通して幾度かの血腿き戰場に、笊 « るに歐洲大戰をもつてし、遂にソゲィユト* 0 シァの接頭にょる 
近世 資本主義の 否定を 媒介と して- 來洋の 反 擊の前 に 逸 巡 辟：® せ Z として， Q る 0 

滿洲冰狩以降における東洋の丙洋への逆锻の主微が確立3るるや， 11»: 界地邢の龜裂、至る處に現は 
れ、昨=:にァフリヵ、今：：：に歐洲に-彼處にメキシコ、此處に诣米に日 5: 逐ぅて ^ 色する0此の西歐 
の世界制 ^ 崩壤の抵音にまぎれて、ファシズムとナチスはデモクラシズ /. とリべラ9ズムにとつて代 
6、新牛：歐洲の代辯港たら /1 こと 5: 欲する。併し、世界の炖說を知らず、.地球のァトラス I 人類の 
苦惱を负は 3 れ地球を支へる數十値の諸民族の理念 5: 隳殺せる彼等 ^ *新なる 1«: 界建設は委ねらるべ 



きで あら 5 か。 

否 諸 装 S 、 •段は f 史 is 盤 £裘品界 統一 S する S 擁^!？ ち に* 參 

濟た る.：： SSI る。 gtir 许 て蝴洲 S 贳地 sis 近 S 世紀は そ si 的 攻勢 
5 能 f し；^。 十— によ — fs とし V 、 近 f 立の： ？ 能 的 根 管 德 してよ 6、 文 
ilc l fic 興.，. &ガ命啟„ *-« 述勁、洚尨革命-桢 ^ 地 -|||: 界分 ;|?1 を以つて ^ る近批は-その设後の狀界所/ 
へ sf ニン ティク しめつつ、 极 S — 益いた？ ある。 SI 2 ける 農 

の— S 遠 じ S 3 で 含た。 S と— はよ く、 親へ— SSSI 步 Is 

pi ? •化に 努力した。 

然るに—^. 袋？ 忍$、 斯 SIS 火 1 己— に— した。 人 SSI 
Tt ブ 人は 2 s :§ 的 物？ みて 益す る 力を すら S た。 ダ — fl .2 による 3 族 拽収の 合 

理 化，— によ 5 益— SII は“ 益— SS 鉻 1 に 1 て* — 

反 1 に 逆— S ず-かくて ヵントの 市 W 的 平和 f への sk よ？ 自 •しを— し 2、 過 
際 聯 迎と人迈主遂を提起するに至つた。 

t 斯？ 如き 近世 2.= 己遙 は- 旣に錯 せる-一 S 決定的な 悲嚣 よつ て- S の 段階 こ 人つ 

日本 ^ 県主庚 

六 五 
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た。諸比族搾収にょって築き上げた近世资本丰袭形態は、階級闕嗲の必然的矛侨を孕むと [..1 時に、を 
の 賭史松 柢 に *> ける被搾取民族と搾収比族との、關噴の根本的矛机の上に横はったのである。このニ 
朮の悲劇的矛扒は仑の形態の世界史的主微た 6 近讹的柯歐の沒落を必然化し、かくて佌界史は此の-1 
笕 の- M 5 を 报赉し 5 る 新なる 卞-體 を 索め 始めた ので ある。 

此の 二十 lit 紀こ 仑， 1 ; £- に 斯の 如き ft 界史的 中 • « の 校 索 VJ もって 始ま 6、 ： ?? ての 近世 的 ft 界书 ra の 瓦 
解と詻關氓の悲劇を通して、來るべき仳紀への芥冏を形成してゐるのである。此のハ介問は阽くして深 
い。唯讹界史の敁> |{;» 峰に堪ぢ莸6て、攸然と立っもののみ、 « に 1|!: 界史の大分水饿の歡ばしき展？-: (£: 
储なる眼を1!き抖る。かくて、 1«: 紀末の陂洲批判は :: 十世紀の讹界批判へと较敁し*悲慘なる人炻偽 
史に代るべき讹界 ;|1-: 史の竹定的做系 3: 求む。をの项过的卞做こをは、地球の隅々 ^ 東 -5 爻で澗步せね 
ばなら W 。此處に炸の讹界史の锊 ^ は诰然として呼吸を始めることが川來るのである。 



_r を i . むる も レは ょく 天- トを J 。 アジアを 治 ひる ものは 的に 伙界を る ものである。 かって 
アリ スト テ レ— スはア レキ サンダ— 火 王を して アジアを 治めし めんと した。 併し、 マケドニア •エネ 
ル ギィは 王の 1 益 散の— 运 ったが、 アレ キサく J ア iss は、 T シア 地 
!. i ぞ し- 3 I ロ ソノ •オリエント 併 八" 世界 H への 逆を 川总 した。 此の 批界阁 の 統一的 中 ^ こそ 

ロ — マであった。 •• 

マケドニア slf 丄は 、ィンド •ゲル ニアを 中軸と して、 アジア ト 7 ア閣— 

洲 ガリア f i IV、 k I FI、 f 9 … il 」3 ミ 

に 学る アリ スト テ r ス I の 如く、 T マ帝泛 とって は、— アレ キサ？ リア— の微 f 

3 上げ 5 s チ 51 が SS 世— fs づけ fs であ 3。 一^: ツ— 0- の 此の 新ゾ 
=:本 1«: 桴主袭 



供 二部 U 本 t tft w 六 八 
ラト— ン 猾系は、ローマの諸古代都 .|» 制沥への世界形而卜學に外ならなかつた。 

フェネキァ_の生蹬ヵルタゴを敵にすることにょつて、仑の从礎をあいたローマ共和_は、仑の後 
ガリァ遠征を逋して-地中海並に缺洲の統一的讹界侏の完成を成し遂：-るや、遂にシーザーは來方へ 
の戰を挑む。前段階におけ 0 、佌界像の找心ォリニントは、今やョーロッパ的生體にょる新なる讹界 
H 係の 5ちに入6込 ^ んとする。かくしてローマのエトダ9ァ阁の擴大强化は、ョー；1ッパ，ォ9エ 
ント併 <= 形態と しての B I マ 帝 碑を 築き上げた。 

世界のあらゆる边は3|マに洫じ、也は屮处ァジァょ6、两はスぺィンに昤がる諸 -^ 代都市は、ロ 
丨マ帝 四 繁榮の 礎と なつた。 劇烈な 也 WS 對立關 9 は 峻趿な 対立 解消の 帝闷主 義統制 へ ^ 化した。 此 
の强カな朿两統ーを方 |..] づけ、介押化する竹璆肋系こを、新ブラト|ン箏派であつたのであろ。 

ォリエントは これに 対して、 ユゲ ャ敎の 屮 祈論 的 體系を もつ て抗 した。 ユダャ 下阀は朮两闲文化阁 
の 交流の 要 衔に祁 礎を ^ いて. 0た其の故を以つて、搆 .'.- 代都市の敵视す * 處とな6、遂に悲劇的述命 
をれはされたとはいへ-仑のィデォ&ギィに於ては， ^ に仝存 ^ の字宙論的統ーの强轫 * 忒器 5: 保持 
して. <3た。然るにー度、ローマ帝阀の朮漸に逍ふや、此のァジァの你大なる防塞、ユダャのィデォロ 
ギィはギ9シァを媒介として全く異つた閼爭の形態 4: と6始めた。 



人 S ク 9 K トの出 現。 かつての アジアの 神 ♦は、 ギリシアの 人々 れ 、宇 S は 人間 史と衣 
6 珩牟 はノ P 愧記 としての 新約と なつた。 かくて、 人 問 クリストは エンゲルスの 畜 する 如く* 傅 
約 的 アジア •イデ 才ロ ギイの 下に あつた オリエントの 諸 民族 S つて、 T マ 帝 的の— .、 

さ 統一 疆？§ 馨を證 せんとす る。 をれ； 一: 丄 にょる 被 S オリ J ト S 族 S 糾八 ：：忽 
$、 弱小 装 立つ f $ する。^: 約は かく、 斯 Qf 旅 史的 機？ f ベ 交 g クリス 
トと なつ \し ー一ー世紀即に：パる來叫抗 ^ の大なる世界史的ハ益に輝いてゎる。 

從 つて、 75 敎 t れ — SSI クリスト 敎 は* ギリ.？ •才 i ド, クスた る アテネ 
1 と f シ ア • オ i ン トニ ジブ トの大 交掷 S 2 アレキサンドリア 11 に 包 f る 

もので あ？。 U -5 SSI ? ち f f 之と して 、 f f SS 如くく— へ 

3 れた 口-マ 1 S — は、 此の 强カ— ギリシア •オリエント •エジプト I イデす ロ ， ヘイ 

統一 戰線の 遊離、 破 坎であ つたので ある。 

ロ 丨マ爲 は；、 地袋の 叛逆の 前に 访に戰 患つ、 遂に それら 諸民 族の 統一的 イデ 才ロ 

气イレ 中 •體 たる クリノ ト获を 公？ る ことにょ つて* を こに 钻 八" 3 れてゐ た アテネ S - 7 レキ サン 

ト リア S-.-a X て シア； SS ? 遊離せ し；^ 和 瓦 黯 吞 能 f し； 5. 以 つて そ S 一 陳を破 

n 本 世界主義 



» 二部 ロ本と收畀 七 0 
12 せんとする。かくして、プロチヌス 5: 代 ^ ^ とする新ブラト|ン ^ 派とユジブト*ァレキサンド” 
ァ學派 とは ロー マに 本 仕しつつ、 クリスト 敎の解 稃岑 派へ 科 落す る。 此の ビブ リァ 諸 解 釋昂 M は 口ー 
マ . , .--- 时网の全版间 {£; 描大3れ、ァジァの防來た6し舴大なるオリユント，.イデオロギイ微系はローマの 
所有に歸し、その燦然たる文化の諸形態が诉栴成3れたのでぁる。併し、をれに_く帝阀の }|* :=2:分裂 
以 ^ 、公 ^ ク交スト敎はローマに統ー化 ^ れてゐた令：版岡に對する怙神的王名となると典に’ョーロ 
ッパ 中谀 形態を 作つ て ゆく ので あつた。 

今 日ナチスがク9スト敎をもつて-歐洲侑方 ^- 族の古代的ユネダギイ ?: 视使して、歐洲令做の精神 
的支配カを扶 ^ せる劣のであるとなし これを排して ョーロッパを正しく -^ ^ するものは ョ ー ロ 
ッパ d # の イデ オ a •キイで * け n ばなら 5 T —— ロ|マ帝内イデオロ，キイに非ずして*むしろ神吧ロ 
1マ帝 [^ のイデオロギイこそョ|ロッパに純粹に ^ すると共に* ^ れ乙 ^ 純ゲ火マニァ.イデオ 11 ギ 
イで あると 主張せ る こと も、 亦 上述せ る 如き 口ー マ 帝 阔 文化が- オリエントに ょつ て 立つ ものなる が 
爲で ある。 

併し、 大なる 世界 脚 係の 統一 形態を 作 6上げた世界史的阈家或は炫族は、必ず般も《くして最ネ « 
系 的な イデ オロギ イを 穴己のものとすることを知らなければ次ら«。ローマ帝阙が正に55であつた 



し 又 淡 力 支那： S 北を 統一し、 束 伴 文化 S 3 主！ g と f $ S 7 P 、 jcf 股， 周 5 古代 的 g 念 SS 形 
f 想定し、 をの si であつ たからで ある。 S が 始§ 的ユ ネル ギイを 媒介と して、 をの醫 
階 SVKSSlusg ける：^ イデ 才 s ギイ AJnrJQf ^ とし？ と、 即ち 孔子と 老子と の 
統一を、敁，？完成せる柬洋文化阁における敁岛封妞制のぅちに想定し、拊北來柯の統ー形_へのイデ 
才 ロ ギイを 確保した こと 暴、 货に 恰も！！- マが マヶ ド， 一ア的 エネ ル ギイを 媒介と して' をの 前 S 
の 尨大なる ア •シア •イデ オ ロギイの设硌峠に立ち-講以族の帝阀屯義的統一を完成したのと領推的な 
歷史形 式で ある。 

抑し、 f が此 f Tf 黑 1 とは、 W 货界史 s 糧的 sf 抽出し f m とでは f 

丈, て f lu づ 扎的叮態を竹るものが勿何にアジアの絕微に辦ぢ获ることに努カしたかの間题である。 
乙れ に反して、 近贳贳 Is 語— つ 5 ンド ン證が 如 3： に、 アジア _ にょ 5 濟 的推収 
に 本 功した とは い へ、 8 アジア s ¥ デ才 a v イ袋 1 ち髮 かつた とい ふこと が、 現代の 抑 
界史 の§ で t* 笑？ s 近世 B n ドン^; 界史の 文化 批判の 中心と f § f ぬ。 

中 i ン ト SS は、 法 iss 的 s' 衆-— SI と f 、 此崔 J: 水 sk 

れ.^ の 旗け 位.』 - R 川 中；^ を 中、 七と する ヨ— ロ ッバ. オリエントには ためいた。 今し ばらく、 此り户 
n 本 ft 界 生* 
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世 末期に おける柬洋と两洋とをふぅ返へらしめょ。 

かつて ローマ 帝 ^ の 分裂、 ゲグ マンの 抱 進、 ローマ 植民地の 反擊を 通して W び、 古代 帝闕に 制 鹅 3 
n てゐた ォリ ユン トと歐 洲 との 越ぇ 難き 溝渠は、 1 H : 界史の 表面に 現れ 出た。 ァゥグ スチ ヌスの 內而的 
統ーのな敎的倫玴乙仑は’乙の危栂線上に立つて’クリスト敎の洱桃成をなし遂げたものである。 # 
はローマとァフリヵとォリユントとの統ー股理を人 ||:] の內而性に求めつつ*詣王の王たるべき內的絕 
封の 一 者に 救浒の 御手を 乞 ふ。 敎分 はを の 祈願の 場所と して、 諸 王に 位る 絕對椎 を 獲 抖し 、遂に 法王 
瓱にょる中世的泔侶的封迚制確立へのィデォロギィは、人々の：=すべからざる忉條となつて现れ 
た。 

併し*この 2. とにょつて.ァレキサンダーやシーザーがォリエントの諸民族2邦念に卯さて-世界 
の最 i IKI 峰に 益ら' <とした朽昂的总 |«1 は 1? 役に逛轉し*ギリシァ並にォ9ユントの諸文化形態はァレキ 
サンド リァ 並に P — マ 以降-分散 •酒 城の 述命を 迎つ た。 併し 東洋 文化 阁に 於て は 却つ てこれ に 先立 
つて •照 始佛敎 の 倾大と 印度 中 股ょ 6デヵン0股 $: 越ゆる、卬度新興文化の佝進と }|£ 漸とにょ 〇 て* 
ィン ダ ス河に及ん-たァレキサンドリァ囤と淡文化阁との抟觸をみたのである。かくて批界文化はォ？ 
エン トょ 办來洋の中點に移的し-燦然たる東洋文化耵蚱を虼立せしひるに至つた。 



然るに* 此の 廣 火な來汴の防波堤たるオリ4ントは、歐洲中世に年；つて、|射高刍械寒をもつたの 
である-歐洲中世と *!2 然たる ^ 立關係に入つたオリユントは-^; :1 しの尨火なる文化遺產 4: ア-フビアに 
艇承せ しめ lit 界史 は， nrj の 文化 拽 5: 、 此の アラビアと 支那と H 本の 三 大 仪族に形成せしめた。アラ 
ビアは 一方では 映 洲の ill 汴に 對すろ進 ^ の防寒として、他方ではオ9ユント文化繼承 ^- として-屮出 
歐洲に ：3=-の ^ 城を ^ いたのであつた。コルドパょ6パグダット (£: 伸展せる ^1 叫サラセン帝 ^ ょ败洲 
を |*?1 ぉし ii 」 ij ; 丨. fe . ^1 レ. 父 化 5£: |1? 濟 的 w ^ - 5: 遂行した、 その後 サラ センの 後繼 ^- トル n K - 族の ^ !?? 
と 内 漸に對 して、 歐洲は 十卞ボ を もつ て 反 喷-此 處に说 めて-オリエント 文化は W び歐洲 の〒 こ 棟を 
B ' s き、 近世 文化 S 1I !: 界史的 黎明が 粘々 と 外つ たので ある。 

ヵくて*アラビアにょつて繼承极祕せしめられたアレキサンド9ア並にオリ1ント文化は-歐洲泜 
世科昂文化の萠芽期 $: 作ると |>>1 時に-仑のオリユント文化は、败洲近世形 ?1 の览異的な武器として、 
逆にアジアに進堆するに至つた。此處に先づ扦 > 5 - は近世第ー期桢以地戰爭の勃趦をみると共に、访ニ 
に アラビア SQ 5 革命へ sf 2 せねば fg 。 而し S 三には 近爷ネ ッサ XK が-アラ 
•ヒア 科學 文化？ ちに 同 梓して， q た v リシア 文化 S 離して、 恰も T マ S が クリスト 敎を アテネ 
並に 諸 アレキサンドリアょ 6遊離せしめ*オリエント文化阁の統ー破域を企 |^ し-穴己の 1{«- ^ 对. «;1 の 
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御用 學的 ィデ ォ口ギ ィ に锊化せ 1. めた如く*ギリシァ文化のみを近世歐洲の古典と仰ぎ*穴 |1 のィデ 
ォ 一一 ギィ 摅點 を 確立した ので ある 0 

斯の如くして、ギリシァ、ローマ並にそのー桢比地た6しルーマニァを桉として、歐洲近世は來作 
と 截然たる； ^剷線を⑴くに至つた。 

中世に A ける ァラビァと ^ 古との：， g ： 洋進粞 は 逆 轉 して* 柯汴の 3|1 汴迫哦士な.0、此處に歐洲は近讹 
世界地防を作6初めたのである。缺洲のォリユント*ァフ夕ヵ、ァメリヵへの掠 # 戰 5 : もつて始つた 
近 1|| 史は諸 ^ 族 ^ れ以外に柯等人 ^ 史に ^- 與する處なく、遂に败洲の主 ^ ロンドンは 1«: 界の败とし 
て • ゎ「しの近世佌界史を放乘するの止ひなきに至つた0此處に卉々は-はかなくも近傲ロンドン 5: 維 
持せんとす 0 諸ィデォロギィが、蒎 /|'/ の如く流れ始めたニ十讹紀をみるのである。今やァジァの嵐は 
世界 變苯の 怒：：！ と 化し* 來 汴の两洋に對する反粮を通して、諸过族の评念 5: 生か3んとする讹界文化 
の最‘ ^- 奸を识ざみる朽 ^ 的总愁卒然として興^^ニ十世紀ィデォロギィは片冷として’分散の述命 
を迎 る。 此處 (2; 、來洋と西洋との地理辩證法は新な 0 「世界文化」搆成への媒介的論玴 5: 用竞せなけ 
ればな らない ので ある。 



3 古代 •中世 •近世 



歷史 sffi は、 あ 4 で 外？？— い。 S 铎馨と 個別 表と S 一 では i く 
實に许 —斋 sf frAy ベ 個— と sf S— 的闕？ t。 近 S3 盡と— 
史 との—— で t それ 2— 史 S 界 S をして、 還 的たら しめる s である。 
洵 <c , 歷 史は戰 び なき 纽 設 を 知らない。 

顧みる に、 ォ” とに ょつ て、 地中海 文化 _を 樹立した 丫 マ； 界關係 にわ け 
る P だ US S に S て ァジァを 支配す る ことに 上つ て* 歐洲 文化 阅を 確立した ィギリス 
の 驛的統 5f とつて 代られ，— に 近 11 界 Kf? た。 かつ 5 货 i 中世 
への— 明に 4 •け— 2SS 如く. 中^: ょ. 〇 近^: へ f 紀 ii: 2 帶史猛 めら 
れ 、其處 S 々は窟 文化の 世界 支配への sf みる 乙と •か” 來 る。 

Hi; 七 五 



然るに斯の如さ 1:|: 界铋革のハ介 |. , !] に於て、最も :3( 耍なことは-次に來るべき佌界迚設が如：|: * る哲亨 
的 ^ 針を もつべき 力と いふ 問 ^ である， •典び！ 3みるに、映洲中 -111: が ^.- 代 5: ^ 定せる時、ギリシァ、ヵ 
ルタゴ、ローマを越 51 て、ォリユント妝に地中沲阳の綜<::的ィデォロギィとしてあ 0 た宇帘生成の龙 
大なる股始的佌界形成の^^仍約に新左光を仰ぎ索め^^王の王たる创造主の代辩者として-法王が 
諸 封迚生 の 卜： に 立つべき、 敁 然た乙 lit 界政治 S 秩.； ivj 路系 づけた ので ある。 

旣に前 述せる 如く、 中 lit の 先行 者 ァゥ ダス チヌ ス體 系は、： 一丨マ *,1? N 内に 繼承 3 れたる -.'.- 代都 ||/ ィ 
デォロギィたる公涊クリスト敎を超±て、ァレキサンド9ァ解桴昂派を媒介として-股始クリスト敎 
と沔約 を 把へ 來 6- «- 處にローマ帝的冉構成の統一刊念の «! 系 4: 作6上げんとした0併し旣に諸 1<; 族 
の 分立、 對立の 伋中にあつて-彼は遂に内而的統ーの武：を舫き卜げるの外逍はなかつたのである。 
かくて— ^ ^ 族の坝 ^ 的夂化形態は否定^れ’すべて祌への^:己犧牲の ^ 系が作ら川され- & 奴的- 
fff fK 的 封 纽制 への <= H 化の 武器が 提供 3 n たので ある。 

此の中 1|1: 封迚制を否定せる近讹は*法：土魃とサラセン帝阈 5: 越 ± て-古代ギ9シァ都市阀家に將來 
の洲今)的校，を求めた。其處に近世都 '||) と近 -1«: 人問との歷史形成の諸秩序は出芽したのである。今日， 
諸近讹资本屯茬的都朮阙家を否定すべき搿革沏にあつて-ロ本は如何なる將來史の背定的评念 ^ 迫求 



すべ* であら 5 か。 

や— 言の 1121 行 tl 茲 て. 贵 その 先行— の 統一 表の，， 

今— S く、 將 —界史 は 11 中 sf 統一 把へ？ とは* <•! の $ 
史に？ 必— るか 货急 。封 茜卞 s 統一に あらず して、，^ 髿 ま ruir して* 

J 產が f si と f わ ば f 2。 こ？ とは 十 世 的 統一 SS 此界史 の没 
S に 於て Ms する に 北 I ず、 二つの SS 而か ら考管 れ ねば —2。 

即ち 先つ 近 だょ つて 炎— れ たる授 放に-.:;; rJ の sf 確立せ しむる 乙と から 始められね 丈 
f a 。 W し‘？ とは 必然的 KKS 14: 泰 2 近 sf f 。 此 f 、 I 
と：^ と 的馨 s § •か始 f ね ば— 5。 そして 坑 ニは、 己の f か 全 ァトラス S - 立せ 
しひる に 11 の3にょつ5 かれ $!2。 靡と： s * S と 地球 •こ s ; i を 

I 这 る f 1にょつ沿？、 f 斑 器と _ は 方向 づ けられる？ ある。 此處 

に 今 H 迄の W 荔史 に對 して W 界 也 史の S が 挑？ る 0 
近世が 還し 会 中世 的統 I 形 S 1、 即 41 SSI とし 5— 統 5 家の 形 
態を S か f し 2 踅 地的笤 ssss 族 § 生* 即ち、 被蔻 ssf しての 通 
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民族 pi ? 念の 統一 文化 a 設 を 通して、 樹立す る fj と、 この 方， 2と坫礎を確立す*0 ». 系のみ-將來 -|«- -猝史 
の泄界主蕤衍昂の課題である。 

このことは’來洋と西洋との地珂的辩證法を媒介として-柯泎近仳が介邢化したるギリシァ以降の 
，'，- 代‘屮世’近世の文化史を超免た地球的人愆の列念を ^ 视せねばならぬ世界史的課題と並んで-益 
极せねばならぬ。十九讹紀末、瞅洲近仳文化を ^ 足せんと ^ みた秀れた魂は、 /;?: 始共床體社分に將來 
1«: 界史を求めるか、然らずんば古代民族の太陽神 :1:- |に求めざる ?: 桫なかつた0併し、彼等の洲念は如 
何に « くともーつの觀念 {£; 過ぎず、 ^ の货行の竹视的エネ火ギィの卞體をもち桫なかつた。 

然るに八紘をー宇とな 3 んとして阀を贤め、その货视のエネグギィ落秘の爲に-詣比族の夂化州念 
を 包容 發展 し、 古代ょ ら現代 ^ での諸段階をー饤せる做界史として繼承後展し來つた天 -^ 朽 ^ は-ー 
の觀 念に あらず して* 現 货的な日本史の髖系であると兆に-讹界史の人籾的胛念である^仑れは抽象 
的な矜遍的珂念ではなく‘矜遍者に成らねばならぬ现过的な歷史的邱念である。 

ィギリス 帝阔は 近世 史の齊 遍者 に成つたのであつて-杏逷ー般的なものでか 0» かのではない0两歐 
•か 竹て =己を世界许遍的たらしめんとした時には*鬪箏の.：；；然怍を强凋し*八；：珂化し*被搾取比族の 
野蠻性を證明した。而して一度荇遍者となつた時 {£ は-開箏の非文化性 5: 介理化することを忘れなか 



C た。 而して 2 SI し奋侦 sf tss — 派 •か S 3 れた ことょ 
狖 今 "の惯 ^ 的記位となつてゐるであらぅ。 

此の KM sflg 2 、 將 fs f Asf 方-： r つける ことが 災 5 である。 
价界 統一！：— S に 立ちて* f 大 み— す もの、 K 族 S 界史的 It f - E " 

の f 、 竺 S 3— ば f s 。 S 苦— じ、 S は si $ f > s 。 

UKf る 黎 、ユダヤと アラビアは、：：； 本 •1 の 推 SW 界 史的 ホ 湯 立に ょつ て- 强 
化似大 r れバ士 ： 志 新地 球 SKS せしめられな f 2。 i 大 |は* 

• S 命を 物 f — に、 今 = ss の— f ので 5 。ナチ スは ユダヤを I てィ •キリ 
ス は. =， JS 屮に M らんと する。 rv ア、 5 ムは アラビアを 把 へんと すれば、 ィ y スは ユダヤを もつ 
て*,, - k . リレ 4 r レ ^ 城を越ゆるに足る肿界文化の ^ ^ 的洲念 ^ く-所 ^ は近徙咏洲の悲代な 

る— を S つつ* 相晶 21 S 化す 5外 S 。 洲 sf 欠 Msfs な f 

聞く ことを— せわは fg . 今 n * 典 從界 吐？ 方 仰 づける 慕は、 缺洲 二十 £3 にあらず、 
ロ丨 ZJTS . S あらて 地球の 「访 ニの 神 諸」 でなければ f 2。 造に 他界 文化の 築 i 
i た^: 代 W 族 S 活と S 、 ア； SS 1 が始 1 Q である。 

2:本 1»: 桴主戎 

七 九 



大和には 辟 山 あれ ど ， 
と 6ょろふ 天の香几山 
获 6 立ち 阈見をすれば 
阈揾は 焯 立ち 立つ 
海拟は か爻めたちたつ 
し网 ！ v あさつ し ^ 
大和の 的は 
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ァ シァ 太 S 竺 f is? C らす驾 

f 斧— f glf II た。 I 一 海賊 は 

I の 下に 死茲 しつつ tf ,、 i 〜 抑す グロ •サクソン 族の 
乙 ョ " "if I の i 秘に ff ん とした* のが あつ々。 併」、 

で ユ ト • ニァ は 還の— S 判し — f 丨 

ノリ il 論 ^ 3^^^- 



ギリス海 
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道を遮斷する道 $: 知らなかつた。この两泎近世义明の ^ 定表ソゲィユトを媒介として、歐洲.與迚を試 
ん とする ものを、 n 本は 過去 数年 凝視して きた。 

彼方 火 陸の.！ £端>ニ個の阈家が、北にドィッ、 -||| にィタリァが新に孙迚の逬をき6拓かんとしてわ 
0 。 价もビ スマ ーク とナ. ホ レォンの 如く。 (if し H 本に とつて は、 乙の 陂洲 讥迚を通 して ィギリス 世界 
所 打の 太 勘 脈を 繼承せ んとする附太 5: *默視する時は旣に過ざぷつた。 

海道 VJ 有た ざるドィッは‘ゲルマン以族陕宋迚設の-门—し充过と’歐洲の危栂線構成とにょつてィギ 
リス 牽制を なし、 仑の後繼衣たる盹符を敷きつつある。併し、ィタリァはロ|マ帝阈役典と大ァン9 
ヵ卞義を翳して、先づ地中海並に缸海の制妨を企て*ィギリス大觔脈の1に嚙厶つかんとしてゐる。 
かつて マン チ ニスターと紅报とをー氣に衝か /1 が爲、エチォビァ問題の设中、ムソリーニは次の如く 

叫ん* た 0 跗阙ィタリァの土を扮つと^^卉 ^ の大ァフリヵ ^ 守らねば犮ら^^ァフリヵは孖クの 

祖先の 大地で あ. 〇-ァジァへの述命的な逬である0ローマ帝阈は ;/|*. || 々 -/* 孫にをのこと 5: 垂敎したでは 
ないか。 —— 

ィタリァがユチォビァを獲得するや^:^時にな ^ れた乙とはリビァの^:勧屯逍路建設であつ^^こ 
<1 ょィタ9ァ本土とユチォビァ間を結ぶ經浒的：本$的な幹であるのみでなく、世界獾得への政治的文 



化 的な 線で ある。 即ち 旣 に そ sysss し.^ け？， tv ビア 人問沒 见 られる 如 さ 北阿营 小アジア 述 

結の 鍵で t - ソ I ニの 1 て すれば、 火 アフリカ 主義 货 行の 決定的な 構へ であつ た。 それ 
は、： S -2 つては 中世 n V トバ T - 朝 即ち スペインへの 梳で t 、 來に S ては 古代エジプトの 通路で 
ある イギリスの近世 «.1 *! がト敎徙線破 ^ を忘れなかつた如く*ムソ9丨ニは今や逆こ、 >|£ -4こ-..<£ 
のぺぅにレた打つサラセンの兑血 5: 描6财かす0地屮诉叫 ^ やエジブト.スーダン |!!« 题からハムつて义 
S 制 2 カ强 SS であつ た此 ビア cssfs して、 没 反イ y S 術 3獎 强 化を f 
しめん ヵ爲 に. 一ソ ”--1 は 何 i も、 北 アフリカに 於け る アラビア 人並に Ms 線に ¥ る 諸 W 族 
の 政治的 文化的 糾 找 化を {元成せ /1 としたのである0 

力くて、 ムソリ 11 はフ アツ シヨ •アカ デミ アの プロ トコ— ルに 從？ 、イタリア 本 城に 於け t 

織 化され？ 木 s = 從業 y 」、 数次に 5 て 揺 的 ii ” ビアに— した。 405 は 次の や 5 に 3 
したので あつた。 — 「文 S 3 — マは 紀元 is * 地中 ft 所 打せ る カルタゴ S にも 
つ ことにょ つて 、.：：：， j の i と 統一と 美つ たので ある。 今 H、 f の イタリアは— の 
f 斷 せる 大 敵と f に ょ？、 將 S 火 イタリア SST 即ち a — マ 帝 S 復电 
の. を 遂むし 得る ので ある o 9 ビア 0動 44 边路姐 ^ は、取なる|进路 ^ 設では_なく-51丨マ帝 ^ の 
i . y 9 丨,ー 1«: 样搀捋論 、： 
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Cgi 要なる 大ア フ ？カへのー線を構成せんが爲である。」 かくて、士木糾介を初めとして數多の組 

絨的集 №1 は 9 ビアに ひかっ て 操 6 (|| 3れ た。 ^ の 完成す る や、 ムソリ |_ーは全世界の新開社、映进分 
社* ラディ ォ分 社等に招待の文を跗ると共に、0ら9ビア逍路 *;{: 成の祝典に臨める行列を指 ^ した。 
仑して沿迠、彼はフアッシ"組八"を中心とする问敎徙諸玫族に， 1>'] って*かの冇名なアラビア人如動の 
• M uft を 行つ たので ある 

「アラビア 人 1!諸对の祖先は、中世ヨ| 11 ッパが輝けるエジプト、ギリシア並に小アジアの文 
明を中斷せる 1|.> に、最も |1'5 通な精神と關 ^ にょって、それら人籾の你火な文化逍淹を繼承し硏 ^ し、 
以て ヨー ロッパの近讹的勃典に對する架橋の大業をなしたのである。丑令の近 -!«: ダネッサンスも> ^ 
竹の m 先の 文化悔 承な くして は 全く 不 Mr 能であった。 陂洲の 近世 諸 ^ 家は譜打の欠化逍库にょって帘 
めて成立したのである。いはば諸对は卉々近世ヨーロッパの恩人なのである。しかるに今=^をの諸 
fj が、 イギリスの 帝 ^ 主義 的 ^ 略と 搾取の 下に _吟せ る M di の 水 货 を* ヨー ロッパ の ^ 一っの n 设め 
たる魂は凝視してさた。イタリアは今や-をの魂の命令に從ひ、陂洲詻旳家を代衣して*をの :|1*: 當な 
る 報 思の 莽務を敁行せんとする。敢然とみ々は正通の名のドに、アラビア人の保詖者たることを宣言 
す。」 この 演說はアラピア系全1:敎徙に报大の亢 # と歡硌を呼び起すと共に*リビア、ユジプト*小 



アジアの みならず、 西は 佛領ア ダ ゼ リア* モロッコ、 セネガル-束は 屮央 アジア-ウクライナ. rlj 度丨 
支那に路がる问敎徙諸民族の問に笵光の如く攒まつたのである0 

そ れと |>4 時に、ムソリ|ニは諸フアッショ糾<::を樞軸として、オルガナイザ| 5: 1''| 敎徙線に隈なく 
1 し、 5、 と S 統一的 糾 織の ■を W めて なた。 贳 s 眼が あ siM : けられて SS に、 か 
を藉3ずして-パレスチナにおけるアラビア人問妞が、イギリスの血符のーを兑水に術いてし爻つ 
た パル カンに おける 況 トルコ 1 と マケドニア ■に 對 する、 また 地 屮海盟 封す る 示威 _ であ 
つた】 アラビア 人の 手に 依る アングロ •イラン •オイル •コンパ-一 イの 石油 籍破坡 の 如 抑。 この. へ 
ルシア 2 イギリス 石油 分社の 馨は 、シリア 沙资ド 益つ て 地中海に aw リ K の 近 S おけろ 

火 ^ 肋レーである^その勋脈切斷と北にパレスチナに办けるイギリス人 ^ 殺の褒价な狀ヒ的れ秘ょ、 
言 ふまで， p なく ム ソリー 二の 大アフ リカ 主流の ー锊现 に 過ぎぬ。 

スタ|9ンは本年 :-: ^ に入つて、忽從としてコ|カサス及びウクライナの |*>| 敎徙 1 ^ 族 !^ 外 311 放の匕= 
令を钱した。このことは他方-ー九：ニ六年度フアッシ|^アカデミアの計进 |1 錄の _ : トルコ問靼と 
S 緊密 1 备關 S トに考 扮さ れ ね ばなら 2。 <ソリ--1 は對佛 、對 ソ戰 術と して* 上 f , を 媒介 名と な 
す ことを f •た。 彼は 竹 5 近贳 S 类—货 す ト 5 帝 し 父. 拨 助-ミ 



« 二部 H 本 と世 界 八 六 
位として-即ちヶマ^^アタチユダクをしてパン^アジア^パクト並にパン^パダカン^パクトの盟 
主たらしむることに依つて-先づバグカンと近來におけるフランスの政治的勢カを驅逐せん乙とを計 
つた。沿初、アタチュ火クの獨立述秈を *-1 能ならしめたものはソゲィユトとフランスとの资命であつ 
た。 その 時 アタ チュルクは フランス 资命 代位と して •シリア •トル n N 垃全 利權 を フランスに 賦與し 
たので ある。 ファッショ •アカ デ ミア， 調赍 W の 此の 史料は* アタ チュルクの 汎* ハル カン •パク トの盟 
主たらんとする逍が、喺此の問題 5: 议介することのみに存する所以を瞭かにした。かくて、ムソリー 
二は アタ チュ K ク に！： ^ 師 W を、 シリア ^ 挞に犯結せしひる乙とを敎示し^れちにフランスに對し 
て 1借入资；の利子支拂を條件として阀境利榷返還の.耍求 |: な3しめたのである。フランスの ^ -:止 |-'1 
«: : と M 時に 四倜師 阀 の該阈 域 * 撺と. 7C る や、 トル n 、 ィタリア 、ドィツの 1 < .!; バ傅通；^網はー荇にフラ 
ンス勢カ地 ^ 陔つの報近を以つて-バ火カンに,；'ける价獨の內部エ作と相呼熝せしめた0パ,カン. 
フランス勢カを、アタチ-1ダクを媒介として1煨に躲遂せしめたィタ9アは*パルカン.ィタリアの 
政治阁確立に摅つて、ドィツのパ,ヵン紂浒進人を牽制し、他方ィギリスに對する忻獨協 |>>] 戰線布陣 
の强化に成功したのである。今奍の.ホーランド問題％亦此の戰法に據るものであつて、ブ,.カ9ア， 
ルーマ-1ア對立の和解伸介者の名赛ある位妁にボーランド 5: 立たしめたかとみるや-胙秋 0 グーマ，一 



ア • f 5 ド 合 S ソ て T 大 碧を S 協 M 指 押の 下 しめ' 進んで 今 2 ル チック 線 疼 
sf を 、 sf ランドを して？ しめたので ある。 斯の 如き イタリアの 他 W 族 媒介の f 气 
前述せ る アラビア 人並に トル 又の M 敎徙線 S して、 S * カス ビイ、 SS ソヴイ T — に 伸 
びて ゆく。 この ことに f スタ ー リンの Mall 々 fi M o - c t ( o T ^> i 。 

線に 應 じ、 4 ソ？ ，一は ス .ヘイン i と 並んで、 對佛戰 術の めぐらしめ 
た 。フランスの スペイン 並に 梅 米に おける ラテン W 族 W 編成に おける 人键 線に 封して、 ムソ？ ，一 
は 北^： •スペイン— の 大 アフリカ 主 義の I むける と共に： ト イツを して フランス 並に ソゲ イエ 
ト § s ? s に 遂行せ し：^: れと M 時に、 か sslf 媒介と して 9 イツの 佛片 
協 M 線の 下— にと 上 かつた ので ある。 イタリアは ’ H 己の 大 アフリカ _ におけ— イ •キリスの 獨 
伊 1 が— 的な： f i し.^* S ちに ドイツ |ド政1止洽 逆？ $1 5。 をり £務 
遂行の 力を sf sf S めねば f か。 云 ふまで— く フランス— である。 一 y 
於て は佛 KI : に スペイン is して、 他方では ドイツの f ランス m 力に 依つ て、 ムソリ 
i 一は 沸— f — として、 2 S 反 1 を 1 に- 對 ドイツ 政？ 條件 として、 フラン 
ス •1 ン装 WS 線へ？ 人れ ：： if si とした。 一九： ニ 七 年の S— つた。 駐？ ラ 

ムソ 9 丨 - l flr 蜞狍 打 按 



ンス •プ レッ セ •ア タッ シ H S 腿—？ そ、 如上の 佛伊 接近 策 3 — の廉 を* つて i れ たので あ 
る。 K に フニ •ボブ. 1 rs 置と 對英 並に 對併戰 線の 不 確立は' •< ソ？ ニの 世界 獲 is 中 
にもが く フランス M it に 他なら なかつ た U 

併し* これらの 乙とは wir ムソ？ 二に とつて は SA 過 I かつた 0 价佛 接近— のめ かし 
たと みる だ、 货 は： € にあ？ は スペイン 1 し 5 アメ 9 力への ff 、 f あつて は— 
して アジアへ sf 打ち 立 5。 か？ 2 イギリス W 界 S 計 S は 地中？ 中心として® へ、 そし 
て 南北へ 大 ■! しつつ、 遂 1 器— 狀態艾 2。 W に 5 イン、 喪 リビア 二 チ オビ 

K •ソ マソ— - フン ド S にょる マン チ，, スタ— 心？ ジ ブト • ス| ダンへの 突咕隊 。來 には、 ア タチ 

ニクの 佛 •ソ 線く づれ 、その後 i く英 •ソ— た— せ— や： 吾 イラン •アングロの 石 
油效 火は、 炎 令と して 印度に 燃 免 移る。 北に あつて は、 ゲルマン •ナチ スは 地を 鳩し' ロ丨マ •て 
リン 泣 開通の 賢は g に艰 げられ た。 かくて、 地中海を 中軸と する 世界 制谢 への B が •新に ムソタ 
丨ニの手にょつて確保 3 れんとしてゐる0 



2 ファシズム 文 ^ 工作 



… • _1 の 求— ペイ—、 イ—的 f II 

て イタ” 5 階— f と 1 装 蟲这 つて“ 族の 政治的 文化的^^ タイ r」 •ら 
S1S 方法 4 界に 提出した。 フて？ アヵデ ミアは ナ-代 ロ — マ 温 治 •トの S 族界の 
11 ると s、 I フ アツ シ „ S の S 的 S を！ して イギ リ ス の？ 41 
硏究 による— •1 •接 涉のタ イブ 益して、 •カメラ •ラ デ イオに よる. フニ ガン ダ 
SI ? 押し？ で， 〇 る。 かくて： ト イツが ゲ ニン 族の 位 Is 益と その内 部充 f によっ 
て 他 G 族を 2 の— 化に 痛し 新ヨ丨 ロ, パ 統一に f 川— として ゐる とすれば‘ 此の イタ リ 
アは他 sk と SMS ド に. 他：^ 族 S 利 川に よつ て r マ 帝 S して 含？ あろ。 ムソ 
? _ー はノ f 缺洲を 代 辯して 世界 所 f 果せる イギリス 益して、 糾八— 巧— 念の 

ムソ 9 丨 -ー胂界搀份論 



八 九 



卜に 英雄？ fss の？？ f。 •浮 彼は， S の文粦 f くして 世界史— る 
イ T ス大温 つ M とに ょ？* 2 S 强 f 内 1 を 成し遂げた。 そして 彼は 叫んだ。 
— アジアの 咬け る 不—徑、 アジアの— ミ 5 S ア运 fKf、 我 ♦はイ タリ 
アの顔 その％ のの 反映を みるので ある。 I 

アジア S 洲益 す— af? ち に、 5?,|猛洲： 冉 sf ?。 歐洲 s 近世 的— S 
通路 f と = をれ は？ 5 和 s がこキ Jf 大 丟ギ ニア 货 S — の — S 
し 新 帝 N を 姑 成した 如く、 イすア 大帝 SS 限- ff つて ゆく ので ある。 そして-ロ 丨マ帝 

B が？ 小アジア、 5 ブト， カルタゴの 8 的陣 f しての アレキサンドリア 文化 阁の 
諸；^ 族を* - ES 帝 wis 文化的 技 S として S した 如く、 ムソリ 1 一は ドイツと— 闕 ^こあ 
る近1 大の 文化 糊* 即ち カトリ イク、 ユダヤ、 フラン 5 三文 化阁 を收愤 せんとす る。 初め. ムソ 
リ — -I カゲ H 才 チアに 抑と 妹を？ てフ アツ、 ゾ „ 結成に 奔走せ る 時、 ゲ エネ チア 敎 K 長は 彼の W 妹を 
麥 つて V レ— レ デん ことに 備へた 。果せる かな- ムソリ i 一の イタリアを 承捏 する や、 ゲ * ネチ 
ア敎 S は ミチ カン— として 彼と 2 し ニア チ— s 條件 ¥4 その カトリ イク 網を フ 
ア .シ "ii に© 化し S である。 これが 即ち ヴアチ カン 密約の 一で ある。 その後 •ナチ ス •ド 



イツ 勃興す る k 及んで、 T スト ジア、 中 歐普南 ドイツに 1 た— 有す U イク 網の 舌 
廉ド イツ 應の 防— が 奴 かれ Ki つた。 この 馨 は-やがて ナチ スょ A 放の ユダヤ 陣を 糾合 
しつっ； カン-中 『フラン 5 且る 一大 統一 羅と 化した ので ある。 この ことは、 匕 トラ—； 
金融- 1 に S る ユダヤ S に繼 いで 取 上 かつた ユダヤ— に 一 5 て-抑め て S ドに 持ち 
31 くへ 5 7 あつた；， アルバイト •デイ— ン スト 乙 そ， 此の 强盟 大陣 资の內 

部 崩 管 計ら 文」 ニ ダ i ; に 力… る洽 i •ト If … S ド こ 成し 

にフ _ J 5 文化 技— s ' 一方に 於て は. センチ ム— に、 イタ， ア夯— に— し * 

他方では—、 s - isH 防 的 n ンク丄 の.— に從 3* ルに フ アツ シニア 力 f ./ アの統 K 
すると ころと ^ つた 0 

この 乙とは 獨— sf : 後、 兴 しく 還しつつ あるとは いへ、 5? ニの イタリア tf , 

化 政治 f 1:1 毖、 sf 裘怎— は..,；； 代：，- 了 故知 if S で 含と 兆に 歟 

洲 & の fi 3 條 件を 形 f ので ある。 この ことは •ト イツの 的 部 充货に 比して、 十 叫 世紀 間に 渡 
る - nss イタリア レ ド；^ 脱 S 然 〇 しむる 挺とは いへ* をの 他钱利 SW 界嚣網 S 巧よ、 イギ 

ムソリ ー ，1 供 界滩打 説 
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第二 部 n 本と ft 界 

九 ニ 

r ィ るへ 票， 一次 世界 所袅 8 格を 獲 保す る か貨 せし S。 此處 にょ？ 暴、；； g 小 民族 太 

トラ— に f ムソ？ 二に、 f 史的 菜 光 を—るのであ る。 



3 日本 ご フヮ シス ム •ィタリア 



併し 系ら： ソ？ ，一の 歐洲彷 二次 Is は、 をの— に S した 時、 即ち アメリカと アジア 
との 也 €:一 大陸に 網— つ f の I に 、 i と S する ので ある。？： 内に あつて は アメリカ こ 
を ィキ 上の 延長で あると 益 最後の— である。 f 於て は 此の アジアは ィギリスの— を 決定す 
I の S 學あ… ソ ilf 伸ばした—.— 二次 lil 
丨—名 洲裘の 決定的 時 f f ?ある。 f 史は 此の 如 — ssif 

ノし レと ょめき を以 つて 多 令 U 本の 前に 5 小して ゐる 。今や c 本は、 アレ キ サンダ— の 速 命を • e 
—ナ， ホ レ 才ンジ i ; «!l i : 此の ムソリ I -ーに ^ はしめるべき ^: のであるか。 



ドイツと イタ ジアと 本 S する 1 は' 全く 別個の 出？ ドイツ 
は その S 的條 件からは、 即ち 来洋 市場の 關 係からは 親 H 政策は 矛历し 2 るに 拘ら ず、 術-^ 
に植 W 地 1問 題に A ける 對英戰 術 上、 ヒト ラ— は：：： 本 接近の 態度を 持しっっ、 歐洲 S のへ ゲ モ- 
イ 確立の 發孜 令と し— の 內 S 備に とら かかつ てゐた 。仲し： トラ— は 決して ビス マ— ク 1 
を S す f ので f して* 常铉 舞 即ち ナチ ス •アカ デ ミア 内に 於て TV ン ベ？ 一統を して 
ケルマン s 北 nil : 一て； f 中心とする、 統； 的 せしめた。 從？ 彼の 關 心は 
§5 に 5 S で ある。 W し、 アは アジア Qis に SSE 映を みっっ 二方に 於て 

は 來洋へ S 新— SSS を* 他方 ii 於て は a - 了* ト ，ぶ 並に 盟篇の S 货を たくら 

7 ふって イギリス ヘレ 反 电の强 化に 川した 0 m の 故に、 ムソ？ - I の 親；：； 策は 絕對 的に 反英 W 界 
政策の 線 上に あった ので ある。 

この 歐 S 反イ y SSV ? ア 線段大. か決赛 f i ッパ 毖运 かれる 時を、 ヒト 
ラ— と スタ i ン とは f 構へ 2 た。 怎 決定的 sssir f ラ— は スタ—， ン霖を 徹底 
W に 遂行？ ければ f 2。 こ S ことに 依っ て 2、 t ト f は歐洲 權を f である 
t - そして ヒ トラ-の 才— スト リア 並に. ホ_ ランド、 チェ ッ コ 並に T マニア 獲 保に ょる ゲダ マン 



九 四 



第ニ部日本と撳界 

線 su ric 封して、 ムソリ i は イタ フランス— にょ るラ テン 線の 强カ 

h!° g:r' 5 !-I=I :?! 01 

13 しだ、 SI •佛 •！1」 寒 t 

11111 言 1 ‘っ —ilif I 

_营ミ—— とし —。 f f _ して 大 ffi ?1 な 

H y — r ソ i — と…！ 自 f 、 —If 

しめつつ？—、 の种を 大地 f かなければ ムソ？ 二の イギリス cl 

i、 I 界 111 あ， i 2 f と f ナ ^ “-^ 

此 If f 學誉 、 f i 一へ— し ii す hu Hto 

本の イタリア ic 對する 役 制で なければ ならぬ。 

iliiH , i^-a I 

、き.^。 i JII の— 性 I らしめ るの みで ある 
力て あ ムソ？ •一の S 壯 f 世界史 的— S 介と して •没 アジア 大— 興の ブ 



n 丨 



ル t 作 8 し. 日本 世界 ァ 力 デ „ 、ァ 樹立 t 誰か 愁 せざる や。 

っ 1 '! 1 富 IT — 洲焉の 此の is 。 ISII は* 諸—.. 

k f 今： = IJggisI ニ 歐洲大 fsttl か— る ことょ 
nf いの て ある。 斯の 如— 命の 遂 S 、 大 ムツ？ ff こと f 

:« 、、 マ證 還の 媒介 T つて、— 統一への— が 打 為 かれんと して t 。 SLr tt ' 
. i て あると 叫ん？ ソ？ 二は、 今— 一 HI M * ぎ f であると い 会 葉に と？- 
丨丨 丨なグ こ レ ことのみ K 、 に 穿. る W 界 文化 伽 造を 譯 的に 約束す る哺 I の？ ので あ 

對 JI ^ れ 1 は ヒト！ ブ： セン 1 1 とせる f 丨マ |袭」 を 絕 
し,, つて ヨ i 二の n 己— を ゲルマン 統一 1 に I はしめ つ つ、 息の アフ 
へ S B -& S 」 器の 强 化に 乘 6 ⑴ した。 今や 英佛 _獨 价の蠢 線が- ヨ 
3 と-^ f 品界 史_ に繫 がるべ 4 界戰 S 決定 せんとす る。 此の 新 セ 
界史 に對し V、 fs 的^:— f H 本は 器せ ねば — 2。 



世界* 得 a 



三 匕 トラ ー 世界政策 論 



1 :n 本.、 j ナチ ス. ドイツ 



ナチ ス ••トィ ツを I する か、 然らずんば S する か si 一途し か 知らざる か货ゆ S 風潮は 、 f 
n 本に 於て 2 ではない。 をの S 化 的 統制を 好んで" にす る 者 多く. その 多货的 統一を 學 f とを 
欲せず、 い はんや、 ナチ K •ドィツの 世界史 的 批判に 至？ はだ f た f ? ある。 

昨：：： にズ カンの 映證給 線 S 收始 とやと みれば、 今：：： は ク S 2 テべ 新 gs * 



ダー フ -r T マニアの 反 ソゲ ィ エト— を— した— 閲 に、 才丨ス トリ 1 
す。 地中 從 並に ア 7 リカ 問題を 7 アツ シ „• しめ 1… 

ょる 反英 世界史 陣 f 構成す る。 技！ ノガ . r — め ミ is 日獨 私共 協定に 
ェ J.K ロ VK -ブ ノン カリア T ランド の沒| 拨 すれば- 旣にチ 
六 C 2 i ； I マを だ？# ての ゲ 三の 裳 T 5 篇 ir 拿 一として ナチ ス大 * 
丨 K , fkfusi 一せ く、 •ケニン 族 泣 尨 •一とし S — こ 

_」るはな い。 そして ナチ 1# 後、 ドィツ 文 — if f い。 ョ丨 ^ .: ih 

確 HI ノバ 昼らず、 來ら f i への* i へ i — 一 的 i 
野^^ r、 r urt 的裘 、新 I への 袭 1 性。 乏ゲ ：ン的 

?' t t \11 的 S に f ものである。 新 f I ひに あらず、 次の 時 



笫ニ部 (1 本と 1|«: » 九 A ， 

代を荷负ふ货年に呼びかける方， |«0 と健圾なる竞慾。をの几腊的 ». 系を樹立せるナチス主做は*.^ょ6 
も货年に新阈宋址設の仕水場 5: 造ること 5: 忘れなかつた0设も先んじて、ゲルマン族のヨーロッパ統 
一へ 2 . - fi - T : 心と 矜恃 ^ 、少年に植么つけた。北海を過ぐろ ^ 徙ドィツ船に溢れる讲少年 [*1 は-, 1'1 己の姐 
a すべ 4 界 を 其處に 映しみ る。 血に 後れた ドィツ S 十 S を S せしめて は ， g を n 己の 生命と 也 
はしめ* 地泛 f ニ n 族 sff 映して は、 明 贤歡吵 せし ひ。 見 女を 問は 
ず、 を S 級— はず、 新 ゲルマン fssf 旅 M 成隊 、令 SS 阳 As 大旅行 家。 これら 
すべては* 旅行 委 il fr の 活勐 に 秘す る。 

人々 ！ i ヨー ロツハ北カに斯の如きゲ少マン族の新歷史 /1'] 造の ,;5 * 0 5: 、 |^ 方にローマ *.'(? !1 ^ .94 の洪 
龙 をみ て、 或は 稱进 し-或は 戰慄 する。 併し*: r 本 2昂ぷべき4のは、坫にアジアのー中.；2に過ぎざ 
o ヨー ロツパ 統一への ゲルマン • ロ — マ 帝 闷的スタィルにあらず-爻た地中沲阳种興へのローマ 
帝珣的スタィグにあるのではない。 

ゲ， マン 族に 作 6上げたナチスの統ー的矜恃、ローマ族が他以族を收挖せる體系的戰術。仑の咐名 
を 併せ％ つ ロ本の仳 界政策 、即ち ft 界諸 以族の：：：木多负的統一の中做樹立とをの微系の迚設のみ、" 
本エネルギィの世界史的性格に孕爻れた間题なのである0ゲ火マンと，フテン、ユダヤと交邱の沢界史 



族を 如何に 德し 、如何 ks する かは、 H 志 si を 約束す？ ので ある。 

? r J 和盟 に— r マ 1 5 ジ ゾ ト 、小 中 アジア、 ギミア の 文化 圈 即ち 紀元前 
四价 紀 末の アレ キ サンダ— の 死後ょ へ $£ の サラ センの 勃興に 至る アレキサンドリア 文化， 
f る麗 f f せ しに あらず や。 5 * 神 7-マ 帝 N は 法 1 益して、 s.lg ち P 紀 
よ— 诚紀 S 成 1 f f = パ S— 会 (ケニンの 統一と f 汹 

した ことを、 S せねば f 2。 Sn ,- = . sll 2 f I す K — 新 1 备 るべ さ 
f vr = 本 SstslAels な— な S である。 



2 ナチ ス.、 J ヨ—ロ ツ 



! に f … iili 、 111 し Vi——— 

ろ 此の 大 1 史の— に、 f 神 f I ける 才ッ ト—大 S 如く、 或は ご ィセ ンツ 
6 トラ|世界政策泣 



»ニ部：2本と忧界 - 00 
|ムにあけるビスマ|クの如くヒトラ|は立ち上 0 々0 

此の歐洲交化の掩戒濞ヒトラー政治は-ソヴィユトの階級革命の陣锊に對して ||1 めて生誕した4の 
であ 0 。佛，ソ協足、娣描商闷にょる對獨包_陣の|に據つて-ナチス勃興は.：；；，しの|微|樹 
立した。 大戦 後 陂洲政 治の 代 ^ 者た る 地位を 築き上げた フランスの 仝. 碰 JW 、 バル ツゥ内 gvj 通して- 
炔洲杏定の陣容憋備、|3んとしたソヴィユト外交を-讹界の頭腦は忘れ得ないであらぅ0おょ仑世 
界史に A ける 5 S 命は、 をの 時代3焚 の S 备に もつ S 器と 繫に ょつ て 決 ( S れ たの 

である。？ の ギリシアが 极大 のべ f ゾ アに對 した 如く、 ロ丨 マが i の カルタゴに 封した 如く、 或 
は サラ センが 法王 挺に トル n が來ロ 1 マ带闷 に、 近くは ナボレ オンが オ— スト リア 帝 ⑷に對 した 沿 
く。 併し、 ソヴィエトは 斯の 如き 缺洲 史を 一 打した 壊と §た1を、 歴史に 位 供した。 g にあつ 
ては 欺 洲の莉 者 フランスを ill して 歐洲 2 fe 機 VJ 酸 成し、 來に あつて は アジアの 王者 n 本を ^ 介と して 
アジア 政策の 確立を 企てん とした。 

此の 降 令た る フランスに 歐洲鋈 の ■が 押-めら れ るのを みて、 英 的は 心 祕 かに 北 湯みつつ、 ナ 
チス敁 M と仑の 親 英策 を-歐洲政策に於てはフランス帝制として-朿方政策に於てはソゲィニト牽制 
として 迎へ 入れた ので あつた。 而して イギリスは 他方、 ナチ ス •ドイツの 阀瞭經 浒陣眘 を 左右 せん K 



爲 に、 ナチ スを して ユダヤ 於 f 敢行せ しめ、 以 つ— の— 弱化を 龠 せ！。 フランス 

は封§ 叫 §强化を 一龄 f 成し遂げん とする； はソて T ' 中： r でノ カン. そして 南 ま 

イタリアに S て。 かくて、 アフリカの 利 f 與 へつつ® 11 で— て— 丨ス »•< 
こす ュシ- チ/フフ レを 獨心對 立'' この 時、 旣に イギリスの 缺洲諸 勢力 ss、f 

1 ォ丨ソ ドッ クス 外交の 手は 仲び てゐ SS る。 ムソ？ ニの sf 力^:, 

0 ; l :pn 

f し， 力ら.， ソ？ 5 人 Vts ゾカ虜 . WS 旗 S ド に、 地中 け矣英 為 

I — 5. i ! i 、 pi 蚤 isinr H 

會 ず： トイ ッ iff ilgilu、s 

f 包 ける フランス 統一の— 並に 1 的^^ せ f 

wh r ;- x - : し— の—*—?、 ノ f は fi で f 

ト ——If … 



- ラ ー 世界 枚 笊、 1 



0 



笫ニ部£=本と 1«: 界 l o II 

斯の 如き 不安 化 3れる對獨逸包阀陣の ^ 中にあつて、ヒトラーは网内の， 1'| ,し充货と並んで、ォース 
ト リアを はじめ 中 i にズ カン、, M ッ n 、 f ランド、 北 沿に 對 する 經濟的 文化的 進入 SS 
侃に奏功しつつ、 ^ ソ.佛.价の述絡網を内部的に斷ち切つて行つたのである。かくて、ゲ„グサィ 
ユ條約の破棄、即ちルーグ並に常備：本の問题 $: 解決*闷際聯龊脫返を敢行する0此の |. , 3 、ヒトラーは 
U 1 ゼンべ ルクー 統に 、アリ アン 民族 ^ 一中 •袭の モットー 、即ち 歐洲 文化 擁擭 、ソゲ ィ 尤 ト抆滅 と 共 
にゲダマン、アングロ.サクソンの協 ||>1 にょる、新ヨ|ロッパ史體系の、ィデォロギィ樹立 5 : な 3 し 
め®: 定 的に 親岛 政策 s 線に 沿つ たので ある。 併しながら' 8 の ナチ ス勃典 S & 備 期に 5 る對ソ 
佛戰 線充. 试とフアシズム戗祕期における封英戰線熵充とが、滿洲小秘以降2=本大晓政策のユネ,ギ 
ィに ょつ て 泔めて 仑 2澍卓 ^ 廻轉し得たことを想起しなければ1.この蚁年問の歐洲政治の轉 ^ は把へ 
符ない であら 5。 

ネと映洲大戰の疲贷のど /1 庇から立ち.1;つたフアシズムとナチスとは-;;;本の大凌エネダギィこ衣 
つて、前芯は反英政笕を、後名は親英政策 $: 饮行す 0 ことが出來たのであ 0 0アジアの迅命 5: /.-: 右す 
る 乙とが世界を抱きぅる地珂的，綷濟的.文化的作命に關する乙とを、伙界史は木能的に立歷してき 
たのみ攻らず、特に近 1|«: ヨ丨6ッパ史はそのこと 5: 做底せる桢仪地政饺にょつて ». 系约に成し遂げ 



た。 この 代 i が S の fs 維 泛爲 に、 歐洲列 S 均衔？ して、 f ランス-封 
ソ ゲィエト§?帑を あやつ 名つ、 而， p 此 S 質！ 一大 勢力を 相！ ail 的 f 時-既に 

ムソ- -- と L I ーソ I は：？ イ史レ . ^ 命 |: 报れるアジア，エネダ*キイ (£: ょつてのみ英 ^ 米跗の大 10: 1"; “ょ 
れること 4: 、知悉してゐたのであ 0 0 

エチオピア 1 ，スペイン 獨货證 の S 。 乙 れらは 一に：：： 本 アジア •エネ ル ギイの 欧 

洲に おけ 否 映に 外 SS ごト fsl §— は、：^ 時ょ-望 的な f 。 始めた ので 

ある' 力くて、 ナチ ス •イデ 才ロ ギイ S の 指針は、 ロ— ゼン ベルク 一統を して f 對 ソヴィエト 線 
に 犯 中せ しめろ と共に-ラングスドルフ 一統を して 釘 フランス SS に沒 如せ しめる。 一方 K 於て 

は、，：：：-」 完命 ssf る =f イに 対して、 U 访 5S1 れず 、他方に 
於て は W カン 並に 中歐 におけ ろ 群證 に— 力を 的け る/ ッ ペン トロ ッブ— ff 來 
に n 木 w に イギリスを にらみながら-幾度 か ナボレ オンの 畔： フレン T — 免た。 

獨价 密約— して： トラ 1 5 i J ア並 了 一 KISSSI 亨 I と共に、 
?の ムソ？ -1 SS 力 る アタ チ ニク 器 s 故泛 做？； 丄？ •ブル ガリ 
ア對立 器 f J ドを 立 S となしつつ' 0 3 N チ ご： リノア 
丨 11 i 



» 二部 n 本と lit 蜞 -oa 
ニア 探の 對ツ て*! ト北 S 粉に よる 北 進路 間扣兹 速を， P ? と 6 かかつ た？ ある。 かくて、 瓦 
欺 21 了一ア 、北 3 路のブ チ ツク条 中 ii 捏 名つ、 ソヴイ H ト 益つ ては ウクライナ 占 
抑と：：： &接近 と：： イデ 才ロ ギイ W 制 VJ 備 へ、 M 時に イギリスに 對 つては 首ての 親英ノ イラ— ト-シ 
ャハト に 代 sfv へ蟲 襞を 作 1 ?。 S アに 於て は 0 己の 支那 市 fi にして* B 本 8 
ソ •英 1 sf 祈 6、 ア 7 ニに 於て は C ： 己 SSW 地 問趙鑫 挪 して、 イタ， KS 中 海 並に 
アラビア 人— によ— 進 f 許较 し' そ SS •英 Is 愤大を 願 ふ。 

然るに-他方 フランスの— 政治 網は、 1 $心 として、 スペイン .才— スト リア、 チ エツ 
『ソゲ イ エトを？ ぐ喊 洲描斷 0 線に 過ぎぬ。 今や、 をの スペインの 一 S 气才— スト リア— 
迫る。 獨埃八 保 成 辛れば、 旣にチ エツ コ は 逆に 獨 逸の 包 岡す る處と f 、 如何に フランスが チ エツ 
n — 守 せんとす るも、 もはや— 的には • I 味す— いので ある。 かつて ナチ スが傲 語した 
「チ エツ n は 5 g を耍 せず して ナチ ス •ゲルマンと なるべし」 とい ふ 言葉は、 取なる® では あら 
I い — は 此の S •ソの 欧洲の？、 支那 事 S よ— •ソ 後退、 イずア Q ;„、 ，ハ 
ダ カン、 小アジア、 北 アフリカ 、スペインの ロ — マ 帝 S 强化の 潮時に、 確 W として f たので ある。 

^ れこそ 0獨供防共協定と獨埃併 ^ とであつ20 



KJ • 



力くて ヒ トラ-け フランス 緊 w 營 ジュネ— ゲ s 『旣存 の 政治 耍 寒の 崩 梭を 遂行、 それと 共 
ムソ I ニの スペィン S 並に ニゼ リア* モロ ッ n Mil 立' I ょ 6 中小 アジア、 北 阿 
に路 力る^ SSS を 媒介と して 起 名つ ある ソゲ ィ T の對； コ § の 接頭、 r ニ ング 
フ ra シア ウクライナ コーカサス、各取 | 41 の對獨仍戰時編制の强化とフランス ^ 逖社 # 热 
イ vt ; レ大い 3 :钻 による 對說 S 勢 . S 化に 對し て、 旣に 戰時體 制を 警離 つたので ある。 



3 



ナチ ス •ド/ 丨ツの 世界史 的 批判 



ソゲ イエ 



レ 和 •ソト 儿‘ よ-? 欧汗 危機 划 パはヒ トラ— の •歐 洲擁謎 イデ オロ ギイと 北進 政策の 確 f 
發展を條し、みごとにソゲィュト0らに對してヒ 



ラ 丨 



ムソリ - 



ネル ギィの！ g 充を促 31 せしめた。 Tph ナこ 

丨 二の f 、-sl§s 器 S と W2\」、 ？ 歐洲歸 力 S 告？ る S 装 ォ丨ソ 

ドツ クス 英网 をして 袋* 對佛 •ソ 、対 i に 狂奔せ しめる。？- ヒ トラ-は S アン グ 

ヒトラ ー Iff: 界政帘 2 



0 五 



»ニ部1=本と 1«: 界 ー 0 .,、 

口 •サクソンが 歐洲 文化の 敵で ある こと、 价も ソゲ ィユ トと軌 を |><] じぅせる 5: 曝 *« し、以つて歐洲よ 
6ソヴィユトと此にィギリスを放逐し、於の跺洲神纽 1- 企閊しつつある。從つて、昨ロの英伏件商の 
如へ‘も队してムソリーニの怯 ^ にあらずして、完全左るィギリスの歐洲後退であつた。英阀 {<: 殘3 
れ S は' 佛 •ソ の對 群？ ィ y メ”杀 S ? を錯 する 外 ws ので あ 
る。 蓋し- 斯の 如き 歐洲危 _は 必然的に H 本 アジア •エネ 火 ギィの 勃 典で あ. c / 仑 のことは [>>1 時 に H 

本训界 SSS とを SS 化に 外 ごぶ- G 洲 SS 爲 は、 逆 益洲落 による 沒路 

と共に H 本 第一 中： ^ S 11 L 坝 を总 味す る。 

かくて、 ヒトラ ーの阀 防 政治に 及ぼせる 影 铧こ そは-反 ソゲ ィユ ト歐洲 文化 擁^と 仑のゲ 火 マン 的 
S ハ 彼 . H ら 2- M を rp ? すれば、 •ケニン S 血を， P ? 獲た る地& によ？ 打ち？ ん とする 

欧洲； 評な 為 情-:! J 、 •ケニン よ？ 哲れた 内部 充芝盖 に、！ がんと す 
る 峨洲： SSSS 觀朵 らしむ る" S . H ，」 系 S 普 J ら SS である。 

n 本の 對ソ •英 H ネ ダギィに依つて-今：：：迄辛ぅじてヒトラーの总慾する炔洲文化掩護は这 ^ 3 _, 
r むた ので あつて ソヴ ィヱ トの佛 •ソ 胳足 によろ 峡洲否 足に ^ する ヒ トラ— の歐洲 擁述 に 如 ふるこ- 

-史に 口 本 極 的， •英 •佛 帝制 货 界 g 系 樹立 暴、：：： 本 ア •シア S み 次らず；：： 本 W - B ッ パの 可 



能性を約束する4のである。，でれのみ獨，ソ戰少を現货化せしむるものであ6、仑れのみ$^英關噴 
を 激化せ しむる ものである U 此 處にの み ヒトラ ーの 讷界史的役割は沾命づけられてゐるのである。 

乙の乙とは怆も、荇てのヨ丨&ッパ屮讹が-ァての法王的 ;.»: '* 说形態ょ6近 1|«: 初期の诹 :-|-: 的以族阀家へ 
移むせんとする過波期を‘オットー火啪が神切ローマ帝^樹立をもつて先驅したゲ火マンの迅命 ^: 、 
彷彿せ しひる。 オット— の ィデ オロ ギィは仑の後ア火べ火ツスにょつて农現された如さヨーロッパ中 
世の W 橘 成に あつた。 1!1] ち>法王棉にょ 0 ヨーロッパ讹界欠配を岬王權幺4つて椴承し*屮 -|«: 的形態 
の钱 )]| と强化を企岡する％のであつた。にも枸らず、そのことは屮世ヨーロッパの謝侯的ユネグギィ 
の 獨立的 梭 M を 促し、 其 樾に tt llt 紀 l ! i ] n - J を ml a ッパに 矜煸化した法王的讹界に對する-新なろ關 
帒 の 段階を 形作 6、逆に近世ヨーロッパの斯芽期 $: 先行す 0 のであつた=そして设も笊耍なこと (+ - 
この 近世 ヨ— ロ ッパの 萌芬期 に A ける ゲルマン 先行 ^ — て斯の 如 $過波彻的役划 ?: 遂行せしめた所以 
こを-讹界史舟方她路がサラセンにょつて遮斷 ^ れ-法干櫂の世界&的地盤の崩坺 ^ 餘依友くせしめ 
たこと に ** すろ とい ふこと であろ。 

乙の法王椎の地盤喪失 (<: ょるヨ— 0ッパの格12に、オットー大帝は 3£ 生した。そして艿の神來！1丨 
マ 帝 ^ は 十 ：1ー讹紀の成古 ||1 心汗戰爭にょつて、即ち世界史北方通路の朿作的饵取にょつて、， 11 :| しの過波 

ヒ トラ ー 1»: 界 政 位 & 1 0 七 
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1 0 八 

的 1 名つ、— 初期 ヨ丨ロ ッバの— 期— 介し 2 であつ た。 

斯の 如— r — 的— が、 今や— ヒ トラ— の视洁 つたので ある。 彼は 正しく、— ヨ ，ロッ 
ハ の If シ i I 證 f II とに よ— 世界 

5.-— r;.rllf cf ^ 

つて f せ パと する‘ の イデ 才ロ ギイた る や •た 5 。仲し‘ の ヨ— ロ 

に 5 ては、 •泛 f . へ— か t 。 r 丨 1 

Hr ラ-は ノ_ スト ニ 真 邦し. 北には f ラン •ト並 51 を、 南には ハン ガリア 
/•.1 _丨 マ？ の 火中を-をの 勢力.，. に 言、 チェッコは 今— く ナチ ス の— る。 神？ 丄 
した ゲ… I くて. ナチ ス •ゲ 三證 への— f とする。 併し、 響 

丨 i 遷， 故贤 运 ff ナチ ス •ゲ …證の 大證が • 7 … i 己 矛 措に よ 

る— 關2 ぅちに— すべ— 然 f i 墓し f であらぅ か。 ( 
この ことは、：：： ノ f シ 5 の S と統 I 龜 して 後退し ゆく ソヴィェト • 5— 诚の溫 こよ 
つて 即ち— 1 の, ni ッ パへ S 勾配に 上つ て， 決定 fill 。 併し、— 
は i — マ In をして* よく—， ,4 帝闕が 法—— 杭し S 如く' 正に— の 法 I 



たる ィ y KS 地 帝？ 打倒せ しめ 、 IT „ ニ 史へ SI 期— けすべき f 史 S? 遂 
行せ しめねば ならぬ 必然性に 存する ので ある。 

t とに、 ヒ トラ-は 斯の 如き 近 恍史ょ 6 將來史 へ の_£ 介す S — ロッパ 的 ニネベ キィを 代 
綺す —f S もので あ 6 、為 こと，^ f らし ひ f また 浮：：： 4 SS ア的 エネ ル 
キィ <7 7ド4和に懸つてゐるのである。乙の方 |»] を樹立しぅべき：=本 ^ 微，^して* ^ に |11: 界主衍 /<; ら 
しめょ。 
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四 東京 •羅馬 •伯林 



1 古代の ！！：本ごィタリァ 



古 代史に 於 V* 諸：： fs 統一 S 家を 形成した ニ 偶の 賣界 史的：^ 族が あった。 かっての 一民 族の 古代 
都市 時代 t As 笑 統一 SSS ■代へ SS を： ょ 6 一 £2 一世紀 間に M る 
世界史 レ 第二 期 以 族？！^ •期に みる ことが ⑴來 る。 その.^ 典 的 範例 乙气两 にあっ ては ロ — マ、 來 にあ 
っては 日本であった。 



支那、 中小 アジア、 ギ？ >ア •か 新な—— へ i し ゆく、 大— 世界史の f ◊中 ミロ 丨マ 
共 5 が— sf あげた。 ロ ニスが インド •ゲ ニ， ーア 系の イタリア 人と 小アジア 系 2 ト T 

ア人货 北方 fK 人と 泡？ ミ X との § 都市を テ 1 へ丄辟 ン —マ益 てて ょ气北 

に， 卜つ ては カリアに 、炎に S ては ギリシア-小アジアに、 泡に 仰つ ては カルタゴ 、エジプトに、 す 
W の ‘ 屮拖 S 制 研への イタリア 統 SM る。 此の 紀元前 六 賣紀後 T - i 紀窜 
への 一 1 WIS 5- マ 共和 sf : が f る。 怎叫 I 类 る— I 比 

、 b 一：— 紀に至 つて 和 市 的 陪級關 讲は ^ 家的 ^ 族關 ^ へ ^ 化した。 

この ことは 口- J . SS をして、 その Is らしめ、 I ニニ リア' f : 厶 の.！-: 姐 

$能| しめ* A ら 征服 sn 治を. 1 しつつ、 此告 イ？ ふ 十 統一と し 5 ロ丄 共， ぶ 
の全碰沏を釗したのである。 

このぬ 中小 アジア- エジプトの 龙火 I 古代 オリエント 文明の I 市は； キリ シア 諸 都市に その 

文化的 辦濟的 Isis へつつ、 f マケドニア ニ ネル T を— として* 一方では オリエ 

ント S アレキサンドリア 都市？ ちに 解消 •紫し-他方では 小アジア •フ , ネ キアの 敗 系た るア 
取 京 • 《 梅 • 的 林 > ■ _ 



第二 部 H 本 と世样 ニー 一 
フ？ 力 •ヵルタゴの 5ちに赘城'典视してゐたのである0乙れらの古代文化の交流と诹大と分散に應 
じて に：^ 、證 を： K しっっ、 ブラト— ンは 、地中海に S 族の 2 的 S 關 家の 
出現を 绍み-アリストテレースはォリエントに諸文化形態の統ー的コスモ'ホリスの從税 5: 願つた。 
その 證 化の エネ ル •キイを、 拾％ 孔子が S に 求めた 如く-ブラト— ンはシ シリア 王に、 アリ スト テ 
レ丨ス はこ キサ ンて 火 王に 求め S であっ た。 £ し、 斯く sf 諸；^ 族 文化の 交流 •愤 敗の 統一 
的主粒として將來史を ^ « ふユネルギイは、旣に ^ 史の前段階として過ざぶ6§く ,',- 代^:::1に ^ すべ 
くもな かつた。 

此の 歴史 辕 から 要求 ro れっっ.^ った 都市 統 5 として s_? そ' 口 丄 共和 S 由* 
界 史的 使命で あったので ある a ； 一に マヶドニアは 斯 Q 如き 歷史 S ■的 5 丄的 形態で t、 ロ- 
マ はを の繼承 的 完成 溝であった。 

t,- . ビ 3ニ ソ 闪年以 降！！ — マ 北浪 g は イタリア 統一 的家 の 新 エネ ル ギイに ょっ て、 南進して は， 三 
次に f ヵルタゴ 戰 f 通して、 康 しては マヶドニア®— に？ ア戰保 S して、 地中海 圈の大 
杯 民？ 獲$ し、 以 って 先進 フ H ネ キア 並に アレキサンドリア 文化の 後 繼煑る f 的 主 f 確立し 
たので ある。 



恰も SS 古代 統一 ssf 、 崔 於て 1* I 的遙史 SI つた。 北方よ 

6 は 朝— 姐 じて 滿洲 族、 モン r ア 族、® よらは 太平 祥諸 海洋 以 族' 西方よ 6 は オリ ユン ト並こ 

達 諸 f — への、— 靈 111 il ¥ 、天 111 

I 統一と し、 日本 gs . 緊始 着。 sl ^_— 靠 代への I ? 於 

て-:? 族の 斗產 様式は 「部」 の i の 下に 統一的 社# 紐 f みると 共に、 太平洋を 抱く アジア 火 i 
— fllli として、— 統一 1|?||丨 
此處 に、 太沒 f と カナダ-アラスカ •オリエント、® 並に 1 北？ S と 1 洋 t 

本 iiif ら BKrE 一 — i 一 ii—f 、 日 

，リ 本 r ' l マは I 、 印度、 す エ ントの三 大 文化 1敝し1 統一— の 古典 
人 f とし て ト il : g £ たので ある。 併し、 I 共和 四は 陪級贴 こ 

I 蠢劍產 I ず、 遂薦窘 時代 i て* 新 ili ' i ント、 

アフリカを |1« 周とする西汴阳の處々 ^ 起6始め，ビ。 

紀元前 六 0 年、 丫ザふ ガリア、 ブ ，トン： ヶ… アに對 する— は、 i ント •アレ… 



■<£ 京 •猫 ^ 本 



ffi ll 部 日本と 世界 

ト リア 文化の 後繼 S る a — 5 化の 歐洲 への 攸播 となつ た。 かくて ライン、 ダニ r ブを 中心とす 
—洲、 M ロ丄史 ¥ キ ツ sf f 摊れば • r マ 滅妄 で 何 S 文化 §? みせな かつ 
プ歐洲 は ロ-マ £ 介 として、 オリエント® ょ 6 流れ 來る 文化 籠に 辟し 始めた ので ある。 

ェ^ じいして： ホン. ヘイ ミ、 T ザへ ォ クタ ゲイ ァ 5 の 相次ぐ 南方 古代 文化 
エ シフトへ si—v 代 エジプト I 承の I は、 S 古代 エジ ブトと ギリシアとの 統一 ミ 

^ ^ .1— 

- 1 マ 2 へ S かと f W 界 の あら § る 文化と 泣は ロ丨 d 

來つブ 

— gr ス ‘ f 1— る ニ^^ 桑 か 這 アシ ア •…ア 戰沒窗3 れた 東 . g 
岡 f 次く オリ H ン トと 險洲と S 世 II 時代で あつた。® 始ク I ト敎は y シア •オ 1 

ン トニ ジブ トの 統一 宗敎 として、 ロ 丨マ帝 S 漸 への 逆 猫— ので あつた。 かくて、 ロ — マ 帝 
2 は 一方に 於て は， 先進 諸 文化 fi 承— S 統一 エネ V キイの s $ して-共 f — 
iiif i ツバ， て リカ、 アジア— しつつ、 他—— 

1 •1* SSII ん で、 f 各は ク .リスト 敎の S 、 北 J はゲ C ン§ 入 こ 



迅じ 帝政 末期へ S 蠢的 必然性を 愈 SVJ ゆく s であつ た。 

、紀— 四賣 —盅 於て n ン S ンチ が踅 如惠— の 3 I S みん として、 

I ビザ ンチ r ムド 1 に、 クリスト 敎 を— し •以 つて 1に統1 れて怎 ォリ エン ふ 
& 地 S ロ-— 1 装 功した とはいへ' 北方ょ ぶゲ c S 入に ょつ て、 1 ロ丨 
iu . は！^ tfiii し— つた。 かくて 、 iillf 
1 f て wn — ト 放の ロ丨 マ— と共に— し. 獨— ロ — マ 帝？ 通して、 泰 
十九世紀中蕖に至る ^ 難の十世紀卯を生き延びたのであつた。 

2 M ,ャ の ， _ “ 獨 •伊 



此の I 帝 ssf — f 、 ig 房 1— 、 術—” 丨 
マ 昼 il 翌 し、— 蠢 i て 、 E •て ニ I 一 f して、— 



第二 部 H 本 t 世 # ーて、 

ロ丨マ 文化を 繼 承しっっ、 フランク 族 と なる。 かくて、 第 九 W 紀 中葉、 フランク 族の 歐洲 統一 
S 分 f よっ て、 此處 に ライ ン以¥ 領有すべく、 •トイ？ NS 器 起源が 始—? ある。 

此の a -52 分 紀よ 'ドイツ 把 51 S 世— は' 歐洲 S 古代 si 屮世 
t 化 仏へ；；， 過 波 •ぽ の叫 代で あった。 そして 歐洲は gp — マ 帝 S 農 太と して、 一方に 於て は 法 
:抵 の 封建的 歐洲制 温 立？ t 、 他方では 丫マ沒 地下の 缺洲 S 族の 獨立 •錯 ^ s -^ 
沏 であった。 

オリエントに 於て は、 f 丨マ證 は、 r マ控 地： 卜に あった オリエント S 族 S 編成 者と し 
て 2 し來 った 七 W 紀の アラビアの 勃興に よ？ 逆 f るる 處と I 、 をの 极 抵の2、 敎 
分 f 純て、 一 fl る。 此の アラビア 効 典よ 4 古、 ニ，, の 相次ぐ S によっ て， 遂に， 
四 A :$2 ムフッ トニ 址のコ ン スタン チノ— ブル.：；： 領に J 八 批紀即 にあけ る 來ロ丨 マ 帝 純は、 十 
字： 本-ラテン 帝陶並 に トー フぺズ ント帝 诚の线 ir ik * ロ 丨マ带 网 办興等によって‘方民族の—に備 
ふる 凋落 的 防 衞の憐 1/ べき 苦悶 {C 過ぎなかった。 

妙；るに アラビアのサラセン帝阈の钱槭は两方スぺインよら’來方印度に及び-ト：：たローマ& ^ の 
ぅちに 吸收 3 れたる T シア •オ i ント •二 ジ ブトの 文化 焉亲 者と して、 アジア W 方茲 臨す a 



ば、 アジ K 大眾 f $ ては 班 SI 化— 期で t . 梅盎含て は大化 f I 、 

In 本—— 豪 — lflis I ! 111 1 

が 流れて. Qk > ので ある。 

L . w く 5¢- マネ 成 钱 sg いて- n ： 本の 古代 世界史に 示した S 族 統一の み 典 A 

I 、 泛 If 5 siif 亦、——— 雇と し 5 ±r 

艺た S 文化 1 S しつつ、 ォ i ント、 印度、 支那 S 一— 覉の 1 を— して 
f に、 rr - s に、 古代 ォ i ント SS 文化 傅 S 統一的 姓？？ I と：^ • I で 

立し 、 Ff ょる is — 1 —、 l_f 的 r 

^ ブ 1 て“ 洲は I せる 如く、 一方に 於て はゲ ：ン をして： マ— 承せ しひべ ミ 
1111 し* 1 也 It てノ. .1、、 逆 f 備 へし ii 

た" し此 Sr マに あけ— W 文化交流の 文化的 S 的 f ビザ ンチ r ム— アジ 

ア— ぞフ ビア、 S * ム „ s 次 £• 倒 的运の 1 S す—* 歐洲僧 
侶的屮 ? ちに S と 述 命が § 2 である。 



東 ^： • « 馬 • 怕 杯 



七 



r > ニ 部！ 3本と世界 一一 八 

此處に 1 $び 、歐洲 諸 民族の 相互 移動 •佼 略の 時代が 始ま 6、 ライン 以 來の來フランスとして兆の起 
源幺みたドイツ1:家は、 ^ 亂の渦屮に泣；5込爻れた。此の渦中ょ.0,-ドイツのォットー大帝は法王如 
の ゲルマン 的統 5 として i する。 かくて-九 六 ニ 年* 神规 p _ マ 帝 S 姑 成と 姐設が 始まる ので 
ある" これ こ を ゲルマン K 族の 華 ❖しい 骹展で あ また 共の 歐洲制 趼 への愤 惚 と J J I 1 想を 物語る ドイ 
ツ纽： 一史の 古典に 他なら ぬ。 

併し-此の ドイツの ゲダ マン •ラテン 合 ^ としての、 歐洲 |^ 北統ー迅動の洲想％、法王權と_王桢 
との 5!2 ., 1-1 的矛 ^- 5: ^? 決することは ?| , . 來なかつ * 。かくて、神 ^ ローマ带 ^ は-此の兩權對立の尖銳匕 
の 三 £ sv >' 遂に 十！ 一一 S 屮蛋 A け'' 〇■；< 空位 時代 基 川す る q 5 f に 至 d 乏こ とは 
ニ ブス ブルク SE 王 S と f 、 才- スト リアの SAO 柄 成せし め： トイ ツ をして 歐 S 贫 出せる 
北迓に ?5 弊のどん底に喘がしめるのであつた。をの後-敉佌紀に及ぶドイッの贫 !« の忍從ょドイツ戈 
族 レ 血潮 S 中に 似？：： 化 ro れる と共に、 他方では 十六 世紀の てタ— の ロ — マ 法王 反対の 宣言を 通して 
宗敎苹 命の 大熠發 を堞 い たので ある。 

顧みるに、此の神架&丨マ帝_こ仑は-ゲ少マン1フテンの中世的統ー文化形態の妞設米であつ，20 
而し て ft 界 史的 職 關ょ 6 云へ ば* アジアの 歐洲 fi 入に ょる 中 - til ： 的歐 洲圈の 偏 裂ょ 6 生ぜる もので あ 6 



軟洲史 よ— へば*— 洲 1 SS 翌的气 即ち •相— 立 的 II 生への— あつ 

た。 \ 

洵 に、 S 神 f - マ帝泛 S 在せ る 法王 權と Mi との 對 立は、 中世 的歐洲 イデ ォロ ギイ 
的完 f 必然 化し、 益に ドイツの 生める 1 の 天才 ノ てへ グ ツ ぐ？ 5 の アリ スト テ レ 
丨ス 1 系が 作 6 出灵 g で ある。 11 成？ 会と泛、 沒翁 2 十 i 紀 S 

む 倚大营 £|ア ル ズツス S 神は' STI と AI 2 全文 化領 ？？ つつ* 1 トミ 
ニク 54ゐ、 朝に ブ大 f 主宰 せし かと 思へ ば、！ ンの 文化 I 学る。 t てみ 

洲 中世の sf n ラ— 11 、ト- マで アキ ナ 51 を f 上げ、 益 こ S す 
構成と しての 歐洲 文化 統一 7 デ才ロ ギイ |が成し遂げられたのである。をれ迻にギリシア <!:1 ォ 
リエントと ラテンの J 先行 袋の 文化 进 床に？ る ゲごン 的銳承 形？ あつた。 

を 2後 ノて ヘルツ スの ドイツに あけ— J ツクつ ノトの 神 祕主营 みられる 如く、 神？ 
丨マ帝 .1 に f 溝 的— の— 1 がー 方— れつつ も、 他ビ」 於て 

は 射ス n ラ 1 による 中世の 統一的 構成が 祈 f れてゐ た。 エツ クニ ノト— 指れ 文、 

切の サ 成は 蠢定— 神を の ものが n 己に 封して、 e 己の 神性 基 示しよぅ とす is 外な 



第二 部 日本 t lsr rr - 

ら ず* f の 生成 1 は、 すべて 必然的 Is として、 神 SCI 示の 1? ちに— づ けられた 

ので ある。 S 如 41 运釋は、 ァ乂ト テ rKSS 中世 的：# 生產 であると 共に* 中 t 

i— へ slf ける 、— る 1 耑 SISISSS 中 SIS — 

であつ た。 をし 51 f は、 此 2 存在の 必— は、 ドイツの 0_ 的近批 
ECS 揺 •統一を 方，； r つけた ニン テイクに： 冉 f る 如く' •技 ドイツの 傅統的 i の浓 f 奴い 
たとい ふこと である。 



3 近世の ロ •獨 •伊 



以上の 如く ドィツが 5 “ 丄證 以降、？ fi? ちに 1S 史 S つて— ST ィ 
タリアは -pgsft 片孟 S5SS し V、 S 都市 S? 來 し、 近 批文嚣 典を 培 ふ 

初期 商業 资本 主義の 肢 EAJ1 小し 始め-？; 。をれ と M 時 に、 中世 ィタリアは a- マ 帝 W ー證 後の 引き 紹く 



政治的 分裂 にも 拘ら ず、 法 1にょ つて 依 鏡洲糞 S 神 的 文化 し 2 である。 

とこ 5 し斯の 如き 北欧に 办ける 神， 丨マ帝 g 、 抱歐 における 蠢 都市の 极生 期に* 5 は价名 

宵て Q &-マ 界 史的 統 s { ssf みた 如气存 界 S 亂 •交流？ 器 He 

を S す f とが S 來 る。 正に ォ i ント S 1 は 歐洲に 仰つ ては、 ¥- マ 帝 SS ともこ 歐洲 

諸 形 S 新生へ S 還 史 を；^ げしめ、 推に， M つては 十 S のァ 7 ガ _1 J ン に s *0 v スニ g 敎徙 

王 s §* ssissv 、 S * 袋 SI — る。 此 f S 族 s — に 代？、 

支那は ~ rJ , 世紀 後； r - に ^ つて 元朝の*大ド絲ーとな6* ^ の版 |^| は两 ?7- に及ぶので^;つた0 

力くて r - glfsT - 上 へん の 地盤 g 承^: として 立つ た g 朝 支那の W 銬站の S は、 iM 述 せる 抱 

け. レネ 本- 都 山と s 聯關 を符 さ、 此處 に也作 と ；： g ^ との^; 界史的 交流 •か 副 期 的な ネ、 ，- ド 
るので ある U 

然る に、 措 g つては：： ：本读 代の.： C 5 化 SI 化 t 、 ISSI して、 中 
制の 地盤を 生 S しめ、 十-: S 末 sf 焉 5 成立 i 、 中 is 二分と 治 祭 命 S て、 十五 
世紀5足利時代に？‘耑’：=本は？2推文化§篇的15統一彻ょ6“3諸地プ 

- t ‘る 充 货 期へ.^ し以 つて 次代の 世界. 刺への 收 縮；^— 為 結 q 時代^^ 交す る。 

東 众 • w Mr •灼砵 - - . 



一本 * 纟 111 二 

而 して 此 S 結は、 I 第 I 次 中世の 末期に SKMS 靡 2 激浪 S 介と し V 、 足 利— の 
海 夕 發 展へ膨 股し# び歡界 史上に 获 場す るので ある。 

此處 に、 H 本は 秦制 s!s、 S 上 lil る 如— 性— 
マ敎 ssf 於て、 來 fs と S 近世 初 S 大 交流 史？ ち篇 加した？ ある。 か 
くて、 ii， 11 一、 f n 本—— f 替、 I して アジア 

此の 日本 i 的 i ギイは 朝—龜 して、 11 f め、 ■■して— 

1 、 i——、 i 謙 I で 



カを越±>印度並に支那ょ6;;;本への讹界制靳 



あつた。即ち近 1|(: 的ヨ-ロツパがオ1ントとアフ 
が吃6 1- あげた時である。 

併し， 斯 S4 界 1 期 o ける 1 器— S 立は、 欧洲 .=f あつて— 近— 
々命の 2 亂 As 諸 1 ねばな— かつた。 ドィツ—— 命 以後 S 戰淨 、三十 年 f 
て疲 f f —fdsls? i ニ の— ょ 6 北方へ— しつっ. 
ィギリス？ 六 ig ミけ— 興 期が 始 I。 此の 十四 •—紀 II 年—ょょ 



ヘイン 無敵 經隊 强尕を通して、十八世紀のヵナダ並にインド掠奪にょる大英植技地帝國の確立へのイ 
ギリス 資オ中 •義 風の 時代 こそ 1 グナ •力 ルタ 以降 絕ぇ Vti る 的 部^-命の 暗汾 たる 大關带 期で あつた。 
而し て斯 Qt 、 近 装 本— s 確立へ S 本命に 次ぐ 1 んだ— 史的 3 SI は、 遂に 
イ キリ？-: \」、 欧洲の 近賣梁 g たらしむ ると 没、.；：；； 己の 贳關係 S 一へ 乘 6 出さし める ので 

ある。 

力く して、 荇ての柬洋ょ6の大湖流がイタリアの地屮侮文化圈における近佌的ダネッサンスを媒ト 
として、 82 北-^ 謀 に J や、 推へ s 逆？ 始め 2 である。 此^! iT 十八' 九 SS 洲 
近世の W 界 S 化 S 代が 9:」 の こ とは、 近 S 沏 S 媒介 的 S 荔 つた イタリア •パ 木ッ サン 
ス ‘ I 本 ノナ ’ ンスと の-;. 觸 s における 门本アジア統ーエネ,*キイを後退せしひるに至つた0かく 
て坑 一期：：： 木 M 制ょ 名 S 新 f 歷史 形成に 1 し 始めた U 本 エネ タ ギイは、 鑛 f 访ニ坊 
封建 $へ逆， ';''. *收縮し 次に來るべき仲界史の湖流に乘らんと>る、 # 度の^:;-し越結を行ふのであつ 
た。 

むしな •から 此もハ 鎖 は，^ の M 倒 的な^^ 進 嘴を 5 ち 止めん とす 為界 史的 必然性の ラ 
ちょ-^ れんとは 5, へ S こと. = 身が 內在 的に 望ざる S なかつ た S 的 •政治 設矛？ 1 

s . s ,€ 体 r,:. 



* 二部 H 本 t llt 桴 rl ra 
し得ず、遂に十九世紀屮葉に至つて、大政本還をなすと共に歐洲近世の荇逼化の波に乘6出したので 
ある。 

乙— て ドイツは' 英佛 31 S 為らした 世界的 大 Ms 中心に 逍 らんと 
して*ニ ;1 革命に於てメツテルニツヒの失脚するや-聯邦付議並にブロイセンツーム斟椎を通して> 
近世 的 S 統一を ！ I る。 此 45 マ - ク is 遂行は SS 、 益 戰？ 必然 化し、 §ゥ キルへ 
，ム 一世 S 新獨逸 S 3 S とな 6、 欧洲 SS 瓦 關 2 諸 矛 55 を 激化せ しひる。 かくて-イタ リ 
ア 4 亦 トイ ツ に心けるが知く ナ.ホレオン戰 ^- を找介として，即ちナボレオンのロ|マ諸王网の統| 
基 機と して、 力 T ' f パル デイ 的 英雄の 活躍と U マヌエル 二世の イタリア 近恍 
阈家 を ;|| 攻す る。 

力 力る 十九 ft 紀後半 (C X ' ける：：： 獨仍の 阈采的 拟頭 は-陂 洲 に あつて は- 两ヨーロ ッパの 近 ft 的 主 5 
をめ ぐる證窆—— 化し‘ 洲 f 裘へ S — 的— S 大 せし；； 3 ると M 泛、— にぁつ 
ては H 本の •内歐進擊に對する逆锻的勢カの捺頭^蒂稍を通して-近世末期の危栂振動をな速化せしひ 
るので ある。 



4 現代の 日 •獨 •伊 

斯の如き歐洲近世末期の表現こ仑佌界大戰であつた。かくて、あらゆる戰平が新なる形態を生產す 
る客觀的役割は、ソゲィユト，ロシァの近讹馱洲批判者としての媒介的阀家形態を新生せしめ*從 0 
てョ — t ッパの - H-. Z M 化た る 近世 ft 界史の 否定 ^ として、 朿 柯闷汴に仑の见想的陣符セ擴大するに至つ 
た。 この 陂洲否 足の陣符は、火戰後をの疲弊の極地に迫ひつめられたドィッとィタ9ァに以潤する0 
乙れに抗してー九ー九年ミラノに結黛せるファシストはムソリー，ーの指拟の下に、ー九ニニ年ィタ9 
ァ政權 5: 控#するや*阀 ^ 統制の獨截政治强カ化をもつて*ソゲィユトに對立す <» 歐洲擁護の役割を 
扔 はんとす るので ある。 

乙の欧洲掩謎极上に.榀度の闲亂と革命を弒たるドィッも亦-ヒンデンブルク火統倾の：§3定的安定 
期におけるー九ニ九(牛のァメ9ヵ恐慌を焚桷として、ヒトラー「愛阈綱領」の下に-第三帝阈 ?: 获铅 
m 京 • s ^ * € 杯 ニ一 £ 



第二 部 H 本と 世界 一二 六 
せしむる。 

阱し、この時旣に日本は帝政ロシァの極 >|1 ^ 略| ^ し、次¥欧洲大戰を通して世界の政治.經 
濟の中 樞に受 しつつ、 ご S 近— 史 批判と = 本 iQW 洋批 判と を 媒介と して、 自己 の諸 
民 S 1 の-^ 典： 以 つて：^ 洲 に 代 5 き？ 為 界主 S 初 還； g ? 形成し 
たのてある。此の世界鰱革の11:本ユネ\*キイは；内歐近世の仰骶たる ^ 洋の新編成にょつて、近世主瞪 
の 崩 功を 拟く 。かくて-イギリス 桢技地 帝 碑の 動 搖は ファシズム •イタリアと ナチ ス •ドイツに 映 洲 
再編戍の可能性を與へ*英阈は此の价獨に對してあらゆる安協を提川しつつ、自己 0 出界維¥こ^奔 
し 始める ので ある。 

この ことこ ^ イタリア並にドイツの、ソゲイエトとイギリスとにょる挟殺を意味し、此處に炉獨 
の 反 ソヴィエト— は 念 速に 相 1 して 反英 驟へ W 化せねば！ なかつ たので ある 。併し、 此の 匕 
然性は新なる仳界變革の讹界史的必然性と離れては //- 在し桫ず、今や价，獨は"本のァジァ的主3こ 
ょる世姑革命の一耍索として、解消し行く述命の下に榄はつて £) るのである0 

此レ邗界革命に參加すへき光榮ある述命は-:::獨价防共 ^ ^ の名に於て象徴され-欧洲崩 ^ 促進の 
役 f 遂行し 行く？ ある。 かくて' 獨 併の缺 洲證 は、 歐洲 瓦解へ S し、 新世界 S への 媒介 ： s 



榮蓄克 ち 得ん とする。 正しく 4 ;\，il SS せる 大 & - マ 帝 還典の_ は：— 1-? つた 運 
命の 如く、 S 交流 K ょ ♦〇 新世界 文化 QS 者 S 世界史 的 使命 S 行と泛 * 燦然 2¢ — マの 死 
を 5 :れ N るで あら 5 C 而して 、正しく ヒ トラー の 念願せ る ゲルマン 的歐洲 統一の 架 ^ は、 神 ^ 口ー マ 

霞の— 2 如く、 新 I 歐洲 SIS 1 介しつつ、 歐洲の I 其 S ゲ C ン の悲划 
的光榮を逍想するであら5。 

このィタリァに昀つて、今乙仑！1:本は微成的に也作文化賦與のあらゆる拨助を成すべきであ6、 2. 
の ドィッに SV - •は 惜し ， S く、：^ 洲 S 激化 d 齧 洲_ の 媒介 的 任？ S すべきで ある。 
こ レ こつは ロ獨；^の ^ 义 ^' (.*1 视線上における：；：本の货耍 * 役 ^ で * ければなら « 0此處に、 3«- ^ 族に 
N 、 is せし ひべき；：： 本 Q S 的 性格 S 命 的 瑟が存 し 柯る ので ある。 こ S 行の 為 的 S を 
樹立せずして、徙に.世界的ロ本といふ如き言萊 5: 冶ること 5: 止めょ0 



五 ヨーロ ツバ •アフリカ •アジア 



1 ョー ロッパ 人道主義 



世界の 火 ^: ァフリヵで、 一 低 七千與 のネグ ！1がー片の來物、|焖の字 5: も，；；2由に贫ふ 2. とが出來 
ないといふ氺货 |: *誰％35ら5と欲しない。不 .« 1 5 逯を抱く乙とは知 ^ の初めであると語つた古人は、 
何故 知識は 悲しみの 初： e であると 附け 加へ なかつ たので あら 5 か。 

「金の 诚 J ロ本をたづねて、西ョーロッパが船出をして以後，第ー次ァフリヵ大陸分割 {21 至る慘 ^ 



たる ネグロの I 紀に S 抗 S、 今や 旣に 「奴— 追想」 と S た。 今日では 西ョ i ッパ 諸诚の 
f 社 •銀行 •力 あの？： 一 かな 大陸 自然の みならず-ネグロを 所有して ゐる ので ある 。從 つて、 ネグロよ 腹 
•か 空い 存0 由 装つ て 食？. 02 個のプ ナ， デを、 をれ を— S 地# 社を 通じ 
て、 惠 で、 夫々 SM 地 政府 SII つて S 求めねば— 3。 かくて、 i は ァミ 力に 於て 
も 「. U1 然の 鐵鉼」 と 化した ので ある。 

西ョ i ッバの 捏地政 SS3 文许 によると、 ネグ B §s、 英 •佛 •個 • ？ 通じて， 4 貨 
一 H 八十 錢で t か、 中間 t によつ て髮 的には 十錢が 一般の 狀— 。併し* この f 
へき 1 公 丨代 ふる . 史に 人.. 3 枕なる ものを 支 拂ふ戒 要 衣 器具な ので ある。 哭ー人 宛 一年に ニ 卜 
☆は-: S、 子 S 合 基 S 收 する 慘 f は 誠に 秩作 ある近世 文明の 知性 S 物に 外— 
2。 而も この 子 S 人頭？ 逃れん とす— 儿 制限は. 敎 化の 着の 下に 嚴 f れ 、その 法令 § し 
たために 强馨働 せしめられ— グロは 年 +數へ f との 出來 S 夥し 上つ てゐ る。 
その 勞働ヵ T つ マ isf れ、 i は. T、 I は f れ る。 K? 力 文 §! はかくて 形成 3 
れ‘两 ョー B ッパの 文化 主義は かくて 稱拽せ られ る。 

ネグロを 文明 間 化する とい 去 S 從 つて、 氺 では 太陽 S ドで 衣 f 爾せ ねば f ない。 こ 



讲ニ 部：：： 本と 世界 r l o 
の 敎化 述励策沉の中心地は、云ふ爻で％なく、マンチ|<スタ|であ$、リヨンであつた0かくて、ネ 
グロは 大1 文明 人、 即ち ィ yK 並に 5 XS 訪繁 S 利 抑を 生 ひ 糊關と 5 S である。 も 
し衣服を * 川せ ^ れば" ^ 念％しくは强制穷似に服從せしめられるのである0首や 1- ^ 5: 錢銀に堪ら 
れ て ^ 働に 服す る 此の無教の黑人は‘ ^ にィギリス-フランスのブロレタリァートの努 « 4: 生產す 
るので ある。 

十 ^ の ^ « で、人如稅を拂ひ、 ^ 物を 1{ はわばなら《ネグ&は、從つて强制勢働に服役するか、然 
らずん ば 逃亡す るかの ニ 途 しか殘 3 れてゐない。仑こで、两ョーロッパが见索した 2. とは犯网主 ^ で 
あつた。 即 ち、十：小 ^ $: ":;^^エ垛-市榀成は港湃*述搬分社等の近く ^ 妞造して、勞働カの犯結を 
行ふのである。 || 疋等ネグ&を逃亡せざるやぅ、阐ひつさトラックに乘せて、夫 ^ の努働場听に述命す 
る、- 逃亡 ^ は 勿 <1强制 ^ 働に服せられるのであるが、乙の逃亡防止の爲に、务集 |-« 地 ^ ^ に兵符と 15?: 
役所を設け、ネグロ移觔に對しては敁艰次 51!1 過趙 5: 後行してゐる0ネグ 0 は|の集阐电；ょ6|定の 
姐 阒地 ：降 への 移： § しか 出 來ない ので ある。 

浙の如き集湖住宅 1!4 はィギリスの创见にかかる％のであつて、フランスとべルギィは典の ^ に故ょ 
ざること 5: もつて恥挥となしてゐる0 1::本ょ6コンゴーへのトタン輸出は 2. の爲に使：；；： 3 |1 て>るの 



である。 今やべ V キィは マラ ソャ 蚊 退治と f I ねて、 此の 譜 住宅と SS 設の爲 に、 大 
コンゴ-： 一: 流域の 1 ふ。 その 炎々 と f ,—、— 森林と f の壯大 1 こそ ョ 
丨 n ッパ人 逍主袭 5: 坊ふべき ^ 賊なる肥灰なのであ 0 0 

力くて ネグロ 大陡は 廣況な 市 嗅と して％ する のみならず、 ー内ヨ — ロッ .ハ 5 して sf 齧 
奴 隸 I? る 大陸と SS である。 W し' 5 こと §: ネグ ais ら ず、 S ァ大 sfc 
5 進歩せ* 03 春 5 5 行 r れ て， Qf とを S すべ 4 ある。 

器— 社ょ if SS 3、 ィ y KISS 音？. ま y VISI 

てあつた 超し、 以 ？ CIIHSf f M 告？ 、ニ チ h スタ 

•丨 siM.0 と：！ じ' たけ S が印择 尝れ たこと を、 忘れ 5 あ— か。 阿片 擊 k ょる ィギ 

リス？ f は、 ¥ m - b ッパ 人迅主 S 知 S 1 名つ 打 為ず る— 配 
的知 »^ 階級に過ざ《。 



2 アフリカの 反英 陣咎一 



上述せ る 如き アフリカ 大陸は、 取に ネグロの 清 間® から 窺 はれた にす ぎず、 今日 頻に行 はれて ゐ 
る强 S 努侧 によ* 0 集 吟化セ、 栽： 2、 通路、 络忠 处設と ア,^ 力 航空路 開拓は、 乙の 數屯來 の馆 二次 

ョ 丨ロッ パ大戰 、特に イギリス •イタリア 抗 線から 觀 S れ ねばな— S 。 

アフリカにおけるぉ ^ *政治* ¥ 水.文化の動脈は |^ 1!と北11である0即ちネグ£1人の大 |^ に扣ら 
ずして、 南阿の 印度人 及び •ホア 人と 北 阿 SM 敎徒 である 。前 - lit 紀末 よ. 〇 今世紀 初頭に かけての ボア 戰 
少 即ち 英 1 SSS 略 ドイツ q カイ VI は SS 1? 全力を あ？、 て チ ••ホア 
人の 反英 勢力 S 代 S 夕 i - ゲ^ 茲奈 §と带 資 f S し S であつ た。 si 、 たと 
へ爵が _ の 所有 爲 し？ はいへ、 二つの ■な 反英 線の 1 盟 盤が 坊 はれた。 

一は タン ガ- 一力と 两谢 アフリカ 及び カメル— ンに よる 梅 阿 並に 英 傾に 對 する 獨逸 勢力。 S は歐洲 



火 戰後& 蓋 統治 地运 つて S とはいへ、 今；；； の 歐洲惡 危機は 浮 歐洲大 S 前の— 
の ^ 爻 に ‘ i ^ i JC 抱 M ( c 反映 3 れるじ至つた。 

他は ホア 琴！：： よ？ V : ホ k 人が： 2阿§ 地よ 占は n 北部 si 挖 § すると： Hcii 、 印度に 
わける 篇 SS よ 4」 れ fl 人と 1 S ドに 立 つた。 この 線が やがて 一九二 六® のガ 
ン f 黎ド •セネ •ストの 地盤と して S して 行つ S である 。 M 年初 怒 北米に A ’ ける 2 

1 沿： トに E ? 2 ?、 怎 延 .4 {で $ た。 併し、 此 S 人— 主— 動は ア？ 力 S にあつ 
ては S 的には 勢力を ず、 <- H 装 ■となつ て •北 ける 7 アシご 黎下 SHSk 

_ セチ f ネグロて 、、チック •ネグロの 活 故な 述 動の 線に 糾八 れ るに 至つ た。 

め アフ乂 f 3、 スト ラ i と isKi* I 巡 要 S 21 の 8 
に’ ナチ イツ g 手 人れ 11 S 明と rNmiM 敎 f の一 一 火勢 力が—? ゐ 
るので ある。 ナチ ス •ドイツは-一九 三 六 年— は、 一方では ソ •佛— によ— ドイツ 包®， 

E せん 沒， 他方では， イツ IS 1 として • イギ 上— と M 笤親英 政 f とつて 名。 
或 時に i 英接 S 而と名 つ气 ナチ 臝诘 SSS 網は、 浮 繁的銮 ミリ 力に 張 



烙 ニ邙 n 本と ft w - = IH 
られて 行った、- とこ A が、 パル ッゥ Dif 較 小 件 後の 佛 四 係の 想 化-ユ チ ォビア、 スペイン 問 ® 、 ア 
ラビア人問 £3 等を 3|& じて、ムソリーニの大 0 丨マ帝闷主蕤の下に、反英地中沲線並にフアシズム包進 
の政策が玖汎な陣讧を强化し /2 !九三七年 -^ ょ-0、獨，併接近の反英新歐洲陣符の成立をみる ({1 至っ 
た。 かくて、 旣に度 ❖述べた 如く、 ヒ トラー は 親 英 政策の 假面 5: «ぎ*反英陣のー现を明瞭に形成す 
ると 共に、 對ソゲ イ ユ ド北進政笕の陣容格備にと6かかつた0この爲にムソリーニはナチスの中歐> 
バ广ヵン進出にょ 0 佛*ソの包阳陣破坺を承摁すると2時に、ナチスのアフリヵにおける諸勢カ 5: ,:1 
己 の 反英 戰綵 上に 統一した ので ある。 

< 丨や指 M は歐洲 危機と共に、ボア人、印度人、及び反英.佛のネグロのフアッシ|.,統|戰綠にょって 
^ ^ rJ u A とす ろ心勢下にある'そして >|£ 阿に *- いてはタンガニヵのザンジパ, ^ 5: 中，レとしてゐた 
卜孜 ^- 線ヵ {)»- 位リヒア並にユチォ-ヒア、ソマ='|ランド 5: 1 , 1- くフアシズ.1 ^1( ^ こ迤結せしめら1、 1«) 
阿に あって は V ネア 符 の 兀に g はる スペイン 領 フェルナンド •.ホ！^ 2 にあけ る フランコ 勢力と、 元 
獨領ヵメ,丨ンを中心とするナチス勢カとが英颁ナイゼ9アの三大问敎徒王闷即ちハクサ-ョ少パ、 
べニンのフアシズム勢カと合粒しつつある。 

SS 任 統治 地附 ヵメ T ン や 英領 ナイ. セリアに 於て は-スペイン 問 ® 勃贤 後* 谢说 アンゴラと 



西 餌フ * 火 ナン ド ••ホ）： 2 よ 6 フ ラン コ取に馳せ投ぜんとするスぺイン人を滿載したチャーター船が 
久 佛 « の ^ 港不許！？の爲 ^> 船の止ひなきに辛 0 てゐる〇この爲に英*佛* ^ 砑の难 ^ 從 ^ ネ.クロ努 
働 s U キ は— に 比して ■的—— した。 これらの 1 SS # 8 1 ロ 温 
.社と i - H クラブに W して t 。. ところが S 8 f に ■士 は、 今：：： では 始 どフア シズ.； 

S 人 SS によっ て 動いて， Q るので ある。 ここに—* スペイン 問 親の ストライキ §の现 出が あ 
るので ある。 

こ レム ソ 9 —ニレナ ^ る陣対に対して 逸早くイギリスはネグロ糾八"としての犯 |^ ^-: . -£ *兵 ^ 、 ¥- 
■■ If iil 路 ^ ^ の ^1 ^ にと6ヵかると ^' に フ- ソンス-ベル ギ —-オランダ、.ホ /^ トガダの共同资ト，」 
よる アフリカ 統 II 備— したので ある。 併し、 旣に J トガ ルは サラ T ルの フア シズ ム綱 
領に よっ て 移行しっっ あ6、 K ペイ； NS は S •ソ のみ f ず、 北 阿の 佛領ア ベ セリア •モロ ご 
問 姐 並に 南米の ス •ヘイ nN 問 S っら U チ才 .ヒア 問題は 取 に 5 ブト •ス— ダン 米 制の 
み ならず-アフ？カ (£; おけるリビア、ソマ9|ランド-ケ--ア-タンガニカの統ーフアシズム線城火 
となっ た。 を して H V フト 、アラビア、 で スチナ 、上, ，及び イラン. 印度に 防が 5 アン ズム 
N 敎徙 陣 符 を 强 化する ものであった- 



笛ニ部日本と世界 一三 六 
今日 コンゴ— 盆地を 中部と して、 南は W 阿 I . 東は 英領 タン ガニカ 並に— モザン ビック 、 S 
英領 ナイ •セリア、 佛 I 迸 アフリカ - 1 アンゴラ— 結す る英 •佛 •白 •饱 •和 共同出資 の鐵1 . 
設 isl とア 7 リカ 縱 if は、 ネグ B 集結 設備 § 進 f 相俟 つて、 完舍 アフリカに 
於け る 歐洲笫 ニ 次大戰 の 姿勢を とつた 0 

rs 勿； 交通路に 關する ネグロ 强制勢 働は 從 つて、 傲くべき 罨 S 视ド にお かれた。 併し、 
TraL レて は：：^ は 供し く 5 て， Q る。 ニ チ オビアに 於て、 イギリスは その 封 处如奢 通して 反フ 
ァジ ズム— を 管し め、 英 •价 ■がし ばし 行 はれて ゐた が、 一九— 年 リビア •ファシズム 1 
の— 的 S 大 をみ るに 及ん S にイギ 1 は 如何と— し f く？ パレスチナに 
ぁける アラビア 人 問題、 即ち' ヒア— _ の 除 統一 化し# ファシズム Ms の S として、 パレ 
スチナ に S る アラビア 人 s 手に ょる イラン. アン グ 口 石油# 社の 石油 鐵 1 件、； 防共 協 
笼フランコ政郴の確立佛領アルゼリア、モロッコにおけるムソリ丄線樹立を通して、北阿にお 
ける イギリスの 徹底的 後退が 始まつ た。 

他方、 ナチ スのホ テぐ 新聞 •腐 及び キネ マ •ラ デイ 才 •カメラ 裝 S 收 はす— じい 勢 ひで 
進涉 3 れた S でぁつ た。 をれ が イタリア 領を 中心とす 5 ァ i ム M 敎 1 S して 遂行 3 れてゐ 2 



ので ある ナチ ス r 收 s 商 街；^ ホ テ〃 新聞社は ナチ スの 人名 搞 作製を 通して、 伯林の 桢民 地委— 
分と ドィッ 技— 並 1 辟と に密 1 S ちつつ、 北 篇敎徒ィン テ；？ ャ美 tl 
した。 

ク • / { ユソリ |ニはファ.ショ备糾介をリビァ、エチオビァ、ソマリ|ランドに-派姐するとヒ、 
に 北 阿： 一^— SS 化に 成功し S であつ た。： €して 今や、 MSS が 5?, 一治 ド こ 統率 
f つ V 中*;: J X 降 5 ける！！^ •ィ . J ス 勢力 s j S に 比して* 北 旣にィ 
タリァ 火勢 決定せ 6 の 威を 抱か ざるを桫ないのである。 

I 九.-- 八， t レ 英”绘 に >ける H チ オビァ、 スペィンの ファ シズ ム 1認は 勿論の こと、. 甲す h 

f 1 21 に ァラビァ f 、 すべて 思如矣 r マ證處 下 の M 敎— 

V -」 ょ f ソリ— 二の 勝利を S る ものである。 今や ァフリカは-没 ネグロ 火 段に 關 する のみ f 
ず、 西—、 來は 印度に 5 反英 大 5?, 一 9 枕 I ® た— として ゐる。 

これに 對 TS 本の ァフリカに 於け る m 極—、, フ リカの 盈社 、カメラ •クラブ ' i 
士ク フフ 人 及び 卜敎徙 商^; は 悉く 次の やぅに 批評して ゐ るので ある。 

「n 本は 何故 |廣の み S つて、 をの®— かず、 絕大！ ニナ— ジィ に拘 らず何 i 

a - D ツバ *77 货カ •アジア 



❖に言葉 |: かけなぃのか」。 



3 IM 1 敎徒圈 ご：！： 本 太平洋 阁 



アフリカは 力く*， し ナチ ス 並に フア シズ ムを 媒介と して、 アジアに 述結 3 れんと して 心る ので あ 
るぃ： れた 賣界史 21 S つて-今や アフリカは n 本 太平 S の 中に 立ち上つ たの 
である 一力？ ては フア シズ ム N 敎徒を 通して 藍-支那 W 敎阁に 入らつつ-他方に 於て は 印度' 
思* アメリカに— つ 印度 獨立 とそれ に 並行せ る S 人 1 f 通して、 n 本、 アジア、 アフ 
リカに 新な 動脈が 流れ 始めた ので ある。 

5 の M 敎阁 は两 にあつ ては アフリカ、 ヨ i ツバに、 束に あつて は スマトラ、 印度、 支那に アジ 
ア的 中世 S 代 S として 大— 世界史 S 成し 2 で 含た •か、 一度 mi ニ 近 f 媒介す る や、 
，ての S.8 せ孟方 徙界史 通路は 逆に！" IB ツパ s 來方糞 S 路と 化する と共に* 東 f— と 



は 劃然と し - K 1 I 森 S 級と？ て * $ は 澤 sf i 級 sf 果 すに 2 5 併し， 此の w 

17 と )|' "との媒介 ^ たるォリユント |'>1 敎圈は* ^ のアフリカ-アジアニ大 |:^- を繫^^廣火衣吐ヶ- $: もつ 
て、 S 來柯證 の コ •へぐ 一 クス 8问| すべき、 新 I 鼓 f m 始 したので ある， 既に 死 と 
Jl i ブ 0レ ^ 蛇レ如き"脈は 死せろト-视では ^ かつた。笞ての 1''1 敎陳 ^ スマトラ $: 议介として-:<^个 
? T - n lie : ? l 地 ■= ■海の 交流に おける ：^本^^今再び喷火せる此の网敎阍に ^ 叫 ^ 介の歷 ^ 的他命を ^ 
は3ねば次らぬ。 

新なる 3 丨 口 ..ハをフアシズムが架松する如く、新左るアフ.9カとオ9ユントを |''| 敎徙が仲介せん 
ヒ して， |2<つ 5 S •仲介の： €端を、 |^ 米ファシズムと北七ネグロ 1^ 族述_に报らしめ-をの )11 端 
を ：：： fiw に 支へ しめねば なら 3。 此 處にア 7” 力、 アジアに 延びる；^ N は =木$? し 
て-アメリカ 火 陸に 結ば れ、 =本太平洋_の統ーあろ |111 周が形成 3 れるのである。 

かくて、印度とォセア，ーアは、此の太平洋圈の中庭として.アジア大降の娲於たるアフ9カとアメ 
リカに 叩び かけ 5 蓉と I ? 会。 併し. こ の ことは 未 SS 一 s 繁 化に f ず* 似 人 も 

ィ V リス：^ 4 地带 H レ！^ の 地盤た る W 度と カナダに 對す る：：： 本 エネ ダ ギィの 以 •抑な くして' 浙の U 
き 太平 汴 阁の統 I 的 冉迚を恐 考し得 W であらぅ。 



第二 部： 2本と捭界 

一四 0 

蓋し、 は 今 f じて： S7 ア シズ.^ よつ て、 SHi ネベ キィに よ？ 結言 1 S 
ィ y ス 世界 S 一— み sst である。— r i ムと梅 gl !9 M — 動 

とを 繫ぎ i、 sll&ss は f $1 から—— 

を— い。 此 裔と 太^: N と S 反英 統一 生竞 よつ て I て、 カナダ 問題は 世界史 轉资 
の ss—f S 5 公 s で あ今 あ — f ? の 怒に SIS し 学して、 畑 

の.^ を… si 赴 K.t-0 無.^ は f 本 £ 今：；；： Q 特色 ある 找 相を 彩つ て* る。 アジア W 姐の^; 戰 の^^ A 
高く して、 その為 的— §3f は、 何茲 つてで あらぅ か。 . 

近世 史的— と 3 SI と S 含よ c ^、 24 界货へ S 化 Ht / H 己を S し 
1 化する 方，； 一: —へ以って粒おぼま歡を轰せるが爲であるふぽあらずしていル 

斗み の = 本— は、 <1 や— S 及ばん 1 sf 史的 SS 中 に あ？* あ— 關 係を 
統 I す gs# 的— 被— I としての S 族 ssfg かねば！ ミア ジア 
S をし VJ, 5 MSI とし 5S かし めね ば f ぬ。 



六 世界に おける 日本 エネ ル ギイ 



1 H 木 支配階級の 植民地 生 



nf ?,n, 11 1 

•k ff I s、s のみが 大 tf 立つ H 本。 怎 下を i と 給料 S 贷 しながら 蠢 

^4—' f owlfsmlAn^ 10?0!! 

世界に扣ける日本エ本ルギィ 



ぬ 二部…： 一四， 一 
f したがる 。感心 f と 5 ィ Vi ? が 他 民族— ¥1 i げ S 本 主 Is 中 
{5^爛フる人££とヵ知性といつた近世的 1|<. 語を,#>數倘もち八；；せることを忘れない0更に殊泰乂も*フ 
ランプは 文化 客. 〇 h ィッけ 2 する 『ィ ア ニ K 地 並に 半植 益を 他の S が 侵し S 合 
に—: S 略で あつて、 ィ v リス •か 永久に— し、 报 取して ゐ I # は 世界平和 であると か 
ィタリァは 乞食 S で t 、 ソて T は SS だと か.： ム つた、 2 f lit ! 派に 
暗舖してゐるのである。 

支配的 地铨 は“ S 1 KI て、 21 •尝 し ：^ f If S し、 
合理化し 、念尝 笑 心 f 名つ て、 M よく KVSS 意 wf f 。 Hsf と S — れた 

彼等は、 3 た すら 日本 Hiv ィ の撕大 I れる i し* U 本— 2 S 5 T 近— を f 
からで ある。 

ノィ才 は 何故か 益 slxr らす 知的 つたが* 大—巖 と § f 蕃は 何故か t 
乘 - ff と 基す る。 誠 穿る 魂は S めぐらす こと— めて、 S を f る。 f ? 龙 f 
現代に あつて、 彼は よく 稽す VOIKV _せる 知 f 去つ て、 彼は よく 大— § に 死す 
る。 彼は 紳士 GI —に 立 CNV 、 1 :?、 f ©. と？ S — 51 から 飛び 



出す 太 si が、 If と 歌つ て S ? みる。 5 遠— f 知 f 尝 3 ミ盖 
f に大 f f If if 5 n 读 § 有 |3?! 。 ^ こ 反して U 

本？： の SS 少 If i 樣狖篆 嶔 と、— 的 S の家蔌 は 何處 か 

ァフリ 1 、印— マレ— fw で！ 灯した i は、. M、 叙 行、 分社、 2 *_ の E 大 、そ 

し— f 素し V、 人 11 ssf 21 的 知— SSI 等の 

ssi i 0 ift 

これら 湟地 知— は* 备 S 控 地？？ とる と、 そ の 人 n 31 の 四を 3 てゐる 〇 乙の 纹 
卞は— 地— 兒— 盂ら、 1 S — として ー褢容 的 地位 51 はを の 半分に 為 
た3。 .€:1$ は， 51 と ¥: Q 縈ら 、をし VI 地鋈葛 俗— 1 へ 怎赁 地の 
侍 &は 封错 f に 志 一統 i する 子弟， ij 、 ？ その 本 練に 都 t く敎 tv 、 彼 si に- 
sf や當 收や强 SIf どを 露す る。 彼等の こ ドン や ジュネ— ゲで 製作し 京 語 S 
1 科 f/v— た S 如くで あつて、 彼 S 着と 一般 驚 地 民族との sf f とな 



弟 二部 日本と tt » 一四 四 

くそ S 族は； よつ 耗 し、 決し Js 本 g 票に 向つ て S ? い 仕 紐に なつ 
て. Q るので ある。 それに， ^拘らず-今やー般桢民地並に半桢民地民族の民族的ロ負と1仑の意扇の强 
大は、次第に知 ^ 表の地位を危からしめんとしてゐる0 

此の 危始 猛しつつ 话—的 知 Is —、 SSI 成せん 1 が 現は 
れ 初めた。 をれ は歐 洲大戰 にか 〇 出 3 れ 於兵 - HS 社と、 シズ.； SM 2 と 印瘡立 ■とを 契 
機と して、 簾し 來つ た。 评 し、 とは、 それらの 諸 ■が 英 •§ 菇 する® - S 攻勢に 
1つて今-く兄つた ^ 階に入つたといふ乙とである0此處に、 ^ 族述勋と結びついて反英述勐に轉化し 
つつある現代の桢民地問题が描はつてゐるのである。 

此 S 植 K 地 問題は、 歐洲大 § しばし、 ィ f ス Sc ： 己强 化と 安泰备 した かとみ る gii 、 货の 
西歐 に對 する 反 ^ の 珠火 •か アジア 大陸に 上つ てよ. 0、ナチス\トィッの勃典に作つて愈熵大3れんと 
して， Q o 。 ナチ ス大戏 竹は桢民地委以分を作つて*寅惮竹のブログラム遂行の糾織網を全英佛白和植 
k に 張 ぅ 始尝。 此 地 3 S ナチ ス费 ^ よる 嚣箭 WS は、 先づ 上述し S 民 地 民 
族の内部抗牮からはみ川した桢比地知誠太に、働きかけたのである。 

彼：# 知 ^ 者のう ちに、 ネグ a •アフリヵ だけの 例で 云へ ば 三つの 系統が ある。 純 ネグロ •アフリヵ 



れけ^ -# 長はテ&のー§|治^、中2といふのはその領地の一部落を治め*小會長 

如 ザと もす， へ：〃…—?* ii 分 作製の 名簿に 從 つて、 彼 3 族の 内部 分 f 
…ィ ； f り S 系に 站す| をして' 新聞— 並に— ラブを— せしめる。 

Muir ii は — 。 ミ — へ、 產纖 — i と i 

M M か？ こォ は V で ラヴ ァ- G 招かれた 時の 1 だと か、 あれは ロンドンで ィ— デン 
iu £ l - w 41 1、 I らしげ 1■11 。 さて— 系の 多 

~ — if や £ 地 11 になつ て-せめて 日本製 ゴム 靴 1 い、 

ば t の— な— ゴルフ •リンク— めつつ、— 人生— 威ず る °r 彼 

?丨ゃ 念— く、 唯 パ？ 兹しな がら、 ゴム Ms か 全と f 。 

で u o-^ pii —: ホ if f ris — を sii 善した 

in I l f :—! 雾れ て、——? リヵの 

I 地に f i た。 併し 、— g く— f 無— — SK ける ィ 

世 格に おける 日 ^ H 參ル ギィ 



第二 部 U 本 猝 一 P 六 
ギリスの 徹底的 a 辔ょ 6*ァフ9ヵ來海岸に逃れ來 5 印度人を迎へ入れ*此處に印度贸易並に印度人 
^ ょる農業生產がボァ人と合關のド {2: 餃敁して行つた。このことは*印度人のァノリヵに於ける土地 
所么と衣6、尙阿の資本主袭#城にょる、ネグ11並に印度人の奴隸的.フ,：レタリァートと密接な ^: 族 
的 •政治的 關聯 を介つに至つたり地主印度人並に商沾鲆符印度人はガンジー述動の政治結社の陣锊と 
左 つて ， |« 1:印皮人 ^ ^ 2解於迅勁 |: 成熟せしめた。常時*指1;ではィギリス系とダッチ系の對立取 
^'激 ? , な «.- 代であつて ;ii に 一 九 一六 年 :# の ヵンジ ー 指 « ドの |^ 阿ゼネ，フダ*ストラィキとなつたこ 
とは 旣に访 五 ^ に 於て 述べた とこ ^ である。 

ァての後、此の系統はナチス搽頭にょる灼獨逸領地盤に於て成長しつつある0ナチス桢民地委“分は 
JI ; 逄主袭 迅動と印度獨立迆勁とのニ陣 ^ 5: ;$編成する ^ に成功した。 ^ て>ソヴィユト政策は-ハン 
ゾ少ク •ネグ 1 J 大 付や怫.ソ協定を：斑して、ァフリヵ桢敁地にまで馈げられたのであつたが-仑の琪 
は却つて北呵に於けるファシズム 1'>1 敎徒垛故に中部に於けるナチス桢 1^ 地委 1-1 (?- 線と栴部の印度人結 
社 との 糾合 統一の 戰線を 强化せ しめた。 

かくてァフリヵでは、今=:の歐洲危槻は、歐洲大戰奸前ょ6も巡に疽抟に捣汎に反映 5 れるに至つ 
た.併し ネクロ知識者の大半 5: 占める小曾拉系ィンテ9ゲンチャは、ジユネーヴ並にロンドン |2 植 



d 敎 f y,、 f f . II どての、 變 

* ?UIf 1^^ 

ィ PI ける 西 震 地— 批判す る— I 、 唯 鼻分 馨 i しつつ-平 
? ち 人— 八 f 占，：：.— 民— 牮贽 地的铥 の 1、 即ち ニ ドン、 ブ、 r ステ k 

ダムへの 奉仕を 喜 ぷ心挞 と 酷似して， Q る。 

、 I 印— マレ— 植民地の 狹 sf = 本に 入れ、 2 的 知— をして 我 3 

と i は、 決して ilii く 
I で — ii_f Ig I 
hur は 一方に？ は" 本 g 力を 消失せ しめ‘ 他方に 於て は = 為 勺 J 
51 をに— せしめん とする： 還の 搜地化 的 知性の f しひ— であつ た。 今日、 支 
に f じて 足 舞 的諸§ のみ 高 i しむる！： g の f 的 知性 
匕：^ f 外 f ぬ。— 2 け—— も ！ ある。 為璧 

1 U た U H 本 的— 可能！ しめ-他方に？ は不 生— 知 gl — さ 
$ る-^ めて t 日— SS 的迎盆 If 等し 2 であ 2 。かくて、 ソ了 エト 

世样に “け る 日 ^ エネ ル ギイ 
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第二 部 u 本 4 擞 » - 9 W 
の植民地政策の手延ば3るるや、知識名擧つてそのブ3パガンダに奉仕する0ファシズムやナチスが 
H 木の 對ソ •英の ニネルギィを媒介として歐洲讹界政治の危栂綠を構成するや、逆に日本知識者達は 
をの危搀威カの前に茫然とする。彼等を职使することを知らず*§1をの歐洲危棣に戰さ、不安と热哚 
にや つれる：：： 木 小 曾 妊 知識 ^- 。 « 紱 5: 食む火付 11- の無カと两歐 ^ 拜の因 ® 。 

斯 の如き= 本の 2 的 並に 小 市：^ 的 知— が 、 fs 也拜に 努力して ゐる 間に-ァフリヵの 南端 
ic lf /; ては ファシズム並にナチス勢カに對して*ィ'キ9スは*仑れ爻で對立關係にあつたダッチとィ 
ギ9スとを統一して聯立内閣 5: 糾铖し、印度人の -|: 地所有禁止令の#布と共に、 ^ 働カ集結としての 
犯 W 化 セ S 設、 1§^ょる 菜 緊と した。 此 Q 聯立 Sg は、 丁度 S 分 商の 
常時であ 0 て、羊毛の新：§农としての=:本に對して「：：本人は有色人秫にあらず」の法令 5: »1 決した 
功：； ^をなし遂げた"笑ふ勿れ、これは市艸羊毛紐八：：の述動にょるものであつて、 ^ のあ蔭を以つて、 
爾後=:本人はホテぐ ?.'| 泊が可能 ^ なつたのである0垃近羊毛の只方が減少し /2 から苒び「日本人は有 
色人秫とす」といふ法化案が可決3れて4、何筇笟く ^ 侦しなハ。 
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日本 



ギリス 



イキ リス は、 十九 世紀 中— 自由 に 決定％ と S た。 东海條 1 
撤廢後 小 中 アジアへの 地 f クソ ミア SS して 確立し - f ン •ト 分社 ま ゲイ タト M U 

wi へ ii — 芒夸 i 蕾は ilk iit 亭ラン 

^ ヴ / T 丄略 f , i 化し、 I 紀渠 における イ i の 世界 主 f 襃 化し 2 である。— 

$( イク ト 1 il!f f ト i は 

範例と S て： 51 sf g 。 ^ パイ d 

碑し 此 sli-v — •人 H 蓋 ゆ 孟益备 f K こ— 

si 」 として-.::: •しの 市 ft 界に S せる 我が 明治時代には vf スは旣 こ 「 と 
して 現れ 來 つた‘ 紀末 211 は-一 r •ユ J , ーズム I 開し. 炭坑 夫 1 アイの 指播 K L こ 



|*: 界にぉける：2 ^ ェ冬レ ^ . 



四 九 



笫 -;部£=本と 1»: 洋 一 五 0 
『 獨立勞 例 贫 」を糾絨せしめてよ6、社份主袭闯體「フ尤ビアン協命」と「努働黛」の劍設を經て、 
資本主義の相瓦兢帘とァての內的矛珩の深刻化に並行し 1: *愈ィギリス |: 「ストラィキの阈」と化した 
のである。栂械エ並に鉞 ||| の大ストラィキ以後、我が大正時代の初期にはロンドン交通勞働米ゼネ* 
スト、 炭坑 夫ゼネ •ストの 全盛期を 形成して 行った。 此の 明治 末期よ 6 大正 初期に おける 日本の 支配 
的知訑 龙 は、 ィギリスは 芬働 問題に よっ て 亡 N する であら 5 とい ふ 柯歐製 3 笫を鸦餌返しして0たの 
である。； 計らん や、 此の 言葉 こそ、 旣に捺 頭 しつつ あつた アィ V ランド、 侑 阿、 印度* エジプトに 
隽ける 民族述 動に 対すろ 熾烈なる 师 飑を糊焓し、两歐赍本主茏の地盤たる桢比地問 20 よ6仳界の關心 
を除去せんとするものであつた。 

他方に 於て は、 西 歐 资本主義の相瓦议卞は遂に歐洲火戰への近を池る ㊀ ィギリスは^本の璆狨を慫 
慂 し、 以っ て日本勃典に忭ふ桢以地並に市垛喪失を避け、大戰後にあけろ打己の帝闷卞茬的，命：融資 
本主義的苒構成を强カに货行する 2. とが ||| 來た。然るに、このことは=本の「我が大英帝岬論者」 5: 
して 狂菸 せしめる に 餘 6あった0彼笠は近仳的讹界の仝舣的恐慌の危栂を切6拔けた沈若にして屮旃 
なるィギリスをみて、4はや失心するばか6に絕迸する謙遛 * 0 ^ 德を失はなかった。 

みよ- ィギ y スの 政治的 •市場 的哀 亡は、： = を 遂ぅ て猝 しく* 阔內に あって は、 その勞 働條 件の恧 




化、 物愤 の騰货 、階級 対立の 啟 化* 未 it 布の 大ス トライ キ頻熒 R 加へ、 アイルランド 獨立述 動， 工ジ 
ブト 並に 印度 网 u - 迅 勁、 mH に おける反英閼唷を始めとする被鵰迫民族の反英抗侨を通して、价4:: 
—マ帝 ^ 末期にみた如さ内令外您の中にもがく。荇て近讹的 1«: 界を内外に槁築して行つた饯诚沏のィ 
ギリスにみる如き激越农る沲賊的ヱネルギイは、此のイギリス帝 |^ 未沏に於ては洵に安協的にして屮 
砒なる末 11|: 的政笕をとらざる ?!: 机ない悲迅に阽つたのである。 

しかも、 ヨー ロッパ に 於て は 歐洲 访ニ次大戰の位桷拗が加速度的に椹成3れ、アフリヵ並に小アジ 
アに 3> けるイギ9スの的路的陣资 5: ^ 形せ /1 とする。ヵナダ、ォーストラリア" |^ 1:聯邦の獨立後に 
办けるイギ9スの典の貯水池-アジアは旣に近讹的 1«: 界の政治的.文化的.經浒的愤攸帏換を遂行せ 
んとしてゐる。今やアフ9カにあつては、北部アフリカにおけるフアシズム線と中部アフリカにあけ 
る ナチ ス垛 とは 統一的に* アフリカ 三大 *« 陬エジブト*スーダン、ナイゼリア>南1:のイギ9ス血符 
にひかつて、大なるメスを振6上げた。旣に-獨燠八"併にょる佛.ソ統ー線は破れ-チユッコ，ス 11 
ヴアキヤは逆にドイツに依つて包閛 3 れ、.ホーランド顆使にょる黑海並にパ火チック間尥は过 45 的に 
解決3れた今日、ヒトラーはアフリカの間題をムソリ11に委せ*パルチックと印度洋にナチス游幣 
隊 VJ 跺 6出し、ソゲイユト-イギリスに對する攻哦陣 5: 作る。中央アジア-印度に對する獨逸商=§の 

IH : 界にお ける nJ 4. 玉 ^ ル ギイ j 五一 




» 二部 n 本 と世 界 II 
進山と遊擊隊の商店-ホテダ>新昍社の1:::收並に辯速士クラブ、ヵメラ*クラブの設立*3ては文化 
史硏究者派遣の激咐 ^ みて周 ^ せるィギ？スは、 3 丨&ッパ危機 |: 懸命に防止しつつ、0己の大動脈 
たる 支那 •印度 線の 切 斷 に 對して 、日本 ユネルギィの消失を企||し*以つてょく日本親英陣资をして 
近讹史形態を維持せしめんとする。 

かくて、 ィギリスは =*ソ戰氓の危機をアジアに醮成し* 3 —11ッパ危機を切6拔けんとする0 2. 
のことは スタ— リンを して、 ロシア •ョ _ロッパ主袭者たる人芘戰線を否定せしめ、ソゲィエト，ア 
ジア確立の爲の、アジア主袭 5: 强化せしめるのである。以つてスターリンはアジア危禰に對遒して、 
n 本に 對 する ソゲ ィヱ ト的 «族主蓊のアジア地盤を掩護する己とに狂奔する0怆も-ッァー末沏ロシ 
ア に A ける： = . 麻 戰爭 ||'|: 前に對するィギ9スの極來政策を想起せしむ 0 4のがある0 
今や* e 本 エネダギィは、上述せるヒトラーの反英來漸とムソリーニの小亜，中亜、印從への闾敎 
it ファ シス ム線の 延 拉やスぺィン.梅米線の擴張、アフ9ヵ席捲などに 1,' ける反英 1|| 進とを-如何に 
榀科するかにょつて，ロ木讹界史の方尚を左右せ /1 として £> る0旣にネグ：1民族も、反英ユネ火ギィ 
として 統ー的に批界史の戰綠上に澎辟として新 («: 浮び上つてきた0な /1 の文化刊念もなくして、批 
界史を 一時 祺 BT した 传 识無比なる老英闕は-莫大な取備擴張と同時に*フランスを誘つてアフリヵ 



並に アジアに 對して ¢3! 系 的な 攻勢を と 6 始めた 。英 佛熘の ニ 大陸 植民地 民族は、 併しながら 彼等の w 
丸と苦役と鐵銷を通して、肉 ^ を以つて、イギリスの暴逆を知悉し*旣に本能的に批界史の位侦轉拽 
を总欲してゐるのである。汫し、桢民地知誠階級は相も餸らず-:11本に對する侮搜を給けると共に- 
ロ本戰爭の前に怖れ戰いてゐる^彼等知識溝の ^ つた敎科许をみると次の如く -^ いてあるのである。 

「：：：本人は灿勉で戰 ^ じ强くして’伎略的栈範である ^ 桢民地知識階級の記 ^ カの似秀なる乙 
と 我が：：： 本 知 ^ ^- と 好一対で あつて-一度 イギリス 人から 敎は つ * 取語 は 令 科. k 條の 如く ^ ぇて ゐ 

る-ロンドン •タイ ムスは，、 | ^ 5: 揭げて次の如く ^ 小" 5: # した0 视代の：=木人は> [ ! '-1 卜 /1: ^ 以-^ 

5: 4 つて 親英 H ': が： を 榣 成し、 をれ 以 •卜 ?: もつ て 反英 戰 線を！ g 火しつつ ある。 併し-;;; 本が. H - J の 近 叱 
的形態を »_-.* 几成する途上に於て、如似 ^ イギリスに負ぅたか ?: 知れる：：：本成人は、此のアジア位栂に ^ 

しても办、決して過ちなから 3* るべし0 町人 インテリ ゲン チヤを 作. ok げ - :::本のト乂配的知成 ^- 

を兑氺に牛洚したイギ9スは、流石に2::が肥 5: てゐた ぉ客 3 パ相手に泔0 3 れた=水町人夂化は^: 
人を投ふ乙といとも慇恝。これ：：：本谦諕の艾徳にして，强ち捨て難しといへども、 '|3: 然として !||: 界 5: 
建設するにふ3はしい逍徳とを2 » 系的知識の ,1|!| 練を4つべき時は肢に成熟したのである。 

矜に進步を愛する次ら、此0地球を ^ 3 へる被伟取 11:- 族*あのアトラスの |!11 つた (1'3!- を坑 |: , |. <* 巾'1し 

押蝣 における：：： ^ H ネ ル ギイ -ii 



» ニ部：2 ''|; と 1'': 界 I 五 ra 

て やる 位の 愛情が なけ n ばなら ぬ。 そ n が 人類の 敎展 1: 强ふ る甫 力で あ 6、 それの みが 進步の 推進力 
である。 此の 1=木エネ少ギィ ^ 4«; 介として立ち上つたファシズムやナチスを-更に媒介として新世 
界创造をな 5 んとする：：：本は、その辻 ^ 猾系 ^ 耍求すること洵 ^ 深いものがある0それ 5: 與ふること 
のみが知 ^ に愤するのであつて*知 ^ 者は常に ^ のエネル*キィ $: 編料し、方向づけるものでなけれ «: 
なら 《。 その 哲 § •的 . H - 技の み、 後代の 似 ^ として、 阈 U - のぅちに 生く る 程の 歴史的 體 系と 左る ので あ 
る 0 

ミの ことは、 荇てィ ギリスやソランスが， |'! 11 の近世讹界 111 を押念づけ、妞設するに常つて*常に爲 
し來 つた 處で ある 3彼等にょつて苏定せられたる桢民地並に半桢以地諸仪族に-新なる歴史を賦與す 
べき >|£ 洋グネッサンスをして、坑に -1«: 界の：典纽 5: «1 能ならし 0 る芮舉趙系が生れ來らねばならぬ0近 
世 的 泥沼の 中に* 两呔 知性を 守 ^ しつつ 溺死し ゆく！：： 本の 桢 K - 地 的な 支 fid 的 知 ^ 階級に-名 # あろ 碑 
文を捧げ*日本世界史への§: 5: 開かんとする衣、如何に大なる谬を描くとも-決して大きすぎること 
はな S 。 



日本 世界 戰爭 



1 歷 史 •地理 •选學 



人 |〇 の解放と迚設のために、今をの主將性の肋系がぅち樹てられねばなら « 0世界史に ^ ける最も 
歷 史的な 工 •ホックが 强明な 一線を tp つて 描かれ パと して， 5る。萎縮せる近世的人問 5: 乔溺せしひるに 
足る躍動的な世界關係の根抵が、ま3に新なる衣現 |: ^ 愁し始めた。人領の言诞 ^ --令く ^- つた歷史 
创造の 5ちに祺汴せしめょ。 

日本世蜾较爭 - 



事 三部：！： 本 0 史的 把 拥 一 五八 
ィギリスに、 エッチ •デ •ゥ ..ルス あ 6て、 >!{ 洋の 4: 命を豫言しつつ地球文化の胖を作る。ドイツ 
( C 、 シュ ベンダ ラー 出で て 西 作の 沒落 の述 命を 語 6つつ死の床に就け60フランスに、ソヴィエト 5: 
打ち仰ざ成は來洋の王进の歴史を ^ 歴するものあ60老いたるジィドの如き-ま2*1>幺マドロゥ 
ゾ如し マルロクはジ.ィドの如3人 ^1 抜求2老哀せる ^ 後の叫び !: 聞き « てて*新に歷史の也物を ^ 
永 する かくて あら ゆろ 死の 堆拉を 通して、歷 .':: .2新生 5: 希ふ。ナチス追放の詩人に*欧洲近世史 
の 間箏 を 进 くもの あ 6、 ハィンリヒ •マンの 如， ^。或は人傾の世界放浪の坫命を措るものあり-トー 
マス •マン Q 如き 。ソゲ ィ エトに' シ ，ロ ホ— フ现れ て-了 斤ガの 流れに 戰 ひつ S 代に 样—ん 
とする C 併し-すべて クタ ラィナの 野を 思 ひ、 ノルマンディの 海を 眺 0るに過ぎず0すべて*チュー 
トンの魂を努は-〇、或はユルサレムの ^ を趁ふを .'!| でず0 
宵て、 クシ スト 口 スの船 、ょく ヵルディアの 抒 に クルの 大背 殿と •ハベルの 搭 を 築きし といへ ども、 
神 >¢- 5: 恐れず。 ニス スとセ 5ラミス、ょくアツシリアにニニゲ„とパビロンを築きしといへど％、〜 
だ 暴 王の M 史 に過ぎず。荇て、ノアの方舟はイスラエ火の子蓮に-約朿の地を籴めて此界を遍歷せし 
め、 エジプト 三十 一王 朝， p 徒に を の坩益 吵 み 高く- 宏壯な 眠 6を紹けしのみ。彼等の神>、いづこに 
t や。， v は エチ才 ビアに、 アツ シ ，アに •ニ シアに* ギリシアに-ロ-マに 支— 1 アラビア 



と トルコの 防 砦と な 6、遂に近世に至つてはイギリス逝 :*{*. の兵糫と化せ.00 

フランス <^ シャンホ*\ヨンあ-0\て11*七？タ碑文を解 1!1( し、イギ5^スにロ — リン ソン あ . C •て カル デイ 
アの文字を讀め6。またリイス'テゲイドの佛典の英譯成6-ア，シユレーゲ火の獨辟々6てヨー：1 
ッパ文化史にー時期 5: 剷せ6。忡し、ヱジゾト、オリエント-印庇の比いづこにあ6や0 

バール と イシ- 1 タール に： =と夜を、太ぬと：：：を染徴せしめしフ.1ネキアの大なる 1||: 界統治も、ソ：1 
モンの 榮華ょ 6傻し。； | ! 4 にギリシアを、朮にぺルシア 5: して後繼せしめたる-儿の你火なる 1<: は时® 
せられた 6。 或は オル マズド の 勝利を；^' せし ペルシア人は 咆アヴ „ スタ 哗 典を戏 して、 ロンドンに、 
パ”に’べルリーンに數名の讲稃家の生計を保跄する“ギリシアの笼は飾られ’をの ^- は殺 ^ る。：！ 
{ C 然 6。すべて過 2' し7?のは改れ60パンテオンの.^ 4: 路みて-アフ9カ、アジアへの抑取の恥蹄を 
間さし胪 & の -^ は、またアン”カに、アメ9カに、ア'シアに-幾 ^ の奴隸の叫喚ハ 7. 阳け60コンゴー 
ic 、 アマゾンに* イン ダスに、 ^ 子 江に 敉 へ桫 5る夥しい溺死肋流るといへども、米.た狀史の茲勋、 
眞に歡びをもつて脈捋つべ3 :-1-: 砬的心蜋なし。 

拗子江に将迅現れて左し右せしかと圯へば、矛盾起ちて「子夜」 |: 进く。 5 れど女那に-アト，ノス 

の腰を直立せしむべき世界政策の酋途の=:行つべく崧しく雖し。盖し、支那0らそ2半桢 ^ 地的運命 

日丰世界《爭 ー五九 



sri il 一部 H 本 0 1 »: 界史的把《 ー六0 
ょ 6解放3るるユネルギィとィデーなくして、何をか成し得 /1 や0 

ファシズムにゼンチ|レの旗揭げられしも、 # アリォストを位3、ザィコを訪ね*へ|ゲルに敎は 
6 て wu ilL £ 動の 提伢 かすかに 搖めき * &丨 マ 帝！！ 復活の 洪業を 夢想す るの み。 ドィツに ベ 火 トラ ム、 
傅 ^ を ' , / , . ふ も-一 ィチ* <に斲片 1- 加ふ 0 のみにして1新 -|«: 界地砰纽設の體系的总_に東つては洵 (2: 憐 1/ 
べし。ナチス祌站 5: 剑れるローゼンぺダク- , »'. ラングスドルフもヨーロ'パの相瓦關 ^ の视に、ゲレマ 

ン的缺 洲 文化： 冉迚 VJ 念ず。 3 れど*彼筇は陂洲文化の凋落的悲 £!| 5: 知らざる痴れ％のに他ならね" 
いづこをみるも岌々として荒野の如し。た*た -/. : . 右： |44 铽の徙食者その數多くして面接に设なく*数へ 
上ぐるもあはれな6。竹てロマンチヶルは胪史 ?: 物語る幸輻 5: 戚ぜ60併し-彼等は. &' %:* 撕 5» 幸福 
VJ 放棄して、 パが ザックを して 次の 如く M らしめ た。 r 歴史は 在 6 しが ままで あ 6、 また 然か あらね 
ばなら ぬ。然るに、マダ4*ネッヶルなる前世紀の沿もヴ迖したるー才質の言葉 5: 藉れば、小說は1 
6ょき价界である乙とを耍す。とはいへ、芯しその砟跺なる虛僞の中に細部が典货でなかつたなら、 
小說も仑の愤 |: 失ふ * らん」。 

大 攻る涉想家達ょ。細部が虛僞であつても、舴跋次る典實 ^ 描け。今や人類の輿實なる歴史と地理 

を形成すべき建設的盼系への$:袖なる關項の歩武が踏み出3れた。をの盘11する處*ー翊ファシズム 



にあらず、 I M 革命に あらず。 

丑へ ば滿告 H チ オビアに、 メキシコに スペイン に-或は 支那に -S に 小アジア k 、 世界 戰 s 
烽火 上 V 。 1 ff スは スタ—， ンを して、 スキ タイの K 野に/ル キス タンの— 
にコヒ S 沙泣 に、 シベリアの ッン ドラに、 ク クラ イナの 沃野に 慕の 大 fK しひ。 fi 設 
を 企 S す — S V キイの 相互 S による 消耗を f しめんが 爲 f 。 

イギリス— 1 SK れる茂 S 殺の SS して、 毅然として 立つ もの、 松 花 江よ 去 河に、 

X U 72: 北路よ 6 ア-フビアに、^. ^ よ 6 オヒア-ー 7 , こ*栏^,ク^.,--|こ|‘> . 

r ォセア _ーア< 畢 ••かの 公を ズに 3つ 3 げ、人類新生の文化抢系 

を 左に％ ちて 戦 ふ， ^の-今部を凝らして大なる箔をとれ。 

ル 25 化 Q 否 足で t 、 S 化 装で 衣ければ fw 。 古代、 中世、 近世、 A らに とつ € 
— へ £イ く 新〜 る f 界 發 ^: ヵニ十 1||: 紀屮葉に火分水 ^ を築か /1 としてゐる。近世の进生虫よ。 

ア r tl , ムヨ 3 ノに れ记 ^ れたる人類昨取の狡猾なる人間と非の人近の槪念を ^ らしげに反 

S る荽 Qf め：：： かつ 5 1 こ パ 中 sfss 制 ? KJ 批 1 

新 1 S 求よ 651 S 世人 if して、 f 今；： I 、 11 して tfs 
史を创めねばなら《此の時代に、更に菸劇を演ぜし 〇* る勿れ0 
n 本 世界 碎少 



第 11 !部 =1本5世界史的把 1» 一六 ニ 

礓革期 の 如 何なる時代にあつても、批判と迚設の使命 |: 帶びた哲學は-仑の現代の現象的な槪念 5: 
打ち倒せし に 非ず や。 來る べき 世界 创造も 亦、 今 ：3の現代を赵越せる现念と仑の體系をもつて始めら 
れね ば * ら W 。 

十九仳紀前半をもつて、哲學の現货的な歴史粒系は仑の圾後の息を吵吸した。此の死せるョーロッ 
パ近 1»: 文明の獅子に對する坪弗の伋式が、マ\キシズムに依つて執行3れ始めて以降、哲學は仑の行 
列の 中に 沒落的 な述 命の 悲歌を 吧へながら參列するか、然らずんば：：：常的な狹隘な個人の歎きをかこ 
ち‘或は辛ぅじて人間神生活の準備にいそし^^仳紀末に至つて-ニィチェが此の陰佟にして矮小な 
る朽 ^ に [..] つて、狂热的な批判を下せしのみ。仑れからのョーロッパの野に嗞された夥しい死骰 5: 越 
±て、新佌界创造の歷史.地珂 5: 姐設せ /1 とする朽皐的盘11絕ぇてなし。 

も哲舉 に 於け る设も 某 本 的 次 範咕 、時 問と 空 問は 今 ：=、 ^ の現 1 : £- 的體系 5: もつ乙となく-徒 
に ゆ 校 的 範咕 解釋. S M に窜 ：乜せ-'。偶々乙の普佛戰爭ょ6ー世紀問、ョーロッパ資本の 111:» 妒肿^^ ^' 
戰带の 及後の火花のぅちに、人類强#の 1|1: 界地閩が途6馈 3 れ、哲學は御用學的諸 1!|1 [ , 4 科學に。間と 
空 叩を於任して怪し吱ず。時折、歷史觀の諸 |!11 題をひつ3げて菇松せし者あ6と鲑％-近世產業苹命 
後 ョー n て ハ 資本主義 諸 阈家の 尨大なる s TIf 場 狼 得の 烷爭裡 に、近世初期の半封建的世界觀 5: 打破 



- 新 典 市— S 能に H 或 fssl 展 f 解 i 的 批判 
H 创 f f 者は 迫 f nf れ 、 sf I 間 gf r 
ふ r 白の 哲學、 <r こ— 己の 生ける. 皿を 欲せ f か。 



2 近世の 東洋 ご 西洋 



アフ ヒアと トル コ5 中 S 5 S を 招致し、 クリスト 敎諸 S 逆 f ぅけて ょ办 近 走 
f 十$ にょ——。 をれ に f 近世 g への f の— と共に f 
才 •サンスの 太陽が、， Hi ツバの 山々 S かせし 十五 世紀ぶ、 才 i ントと 北方 ア 

フエ— n 」、 I 蒼 城 111 し。 t、 B ブ參ブ 

较兄 •ホダ トガダ のジ *ンニ此$^,、 |^ ト--す ^ ,* 

.ニ—、, r ? ブ ロメオ •ティ アス の アフリ 1 兄、 カブラルの ブラ 
- •ノ t ゲアス コ.ダ.ガマのィンド新證開拓など、近世的ヨ|ロツパは呈の1要 

n 本 - fit 界较 $. J レ 



#» 三部日本 0 1«: 界史的把« J 六 四 

到る 處に色 彩 づける。 

寸七世紀初瓸ィスパニア人トレス ^ ょるオ|ストラ9ア敍見、*_フンダ、フランス-ィギ9スの印 
度並に來洋進帘。商業資本がボルトガル*スぺィンょ6ォランダ-フランス、ィギリスへ移行し 0 つ 
十七批紀中葉におけるオランダ東印度分社にょるヶーブ^タクン占餌を通して’ヨーロッパ極來間の 
中問松捣地の確保に至る。をの後、ボルトガグ東方 « 钻の獨占的位政にとつて代つたォランダょ6- 
讹界强奪の潮はィギリス海峡にどょめき介流す。 

此の如き：：世紀 |!1] 5: 鈣て、十字 ^ の戰利品、ォ”ユントの.：：：然科學の堆秘.發 ^ は、生產機關の發 

明 •改革 、 十八— 篮界 1 猛诘 § 益 應 1 化溫 SS 1- S 强 盜的堆 

褚と並んで、遂に近世初沏社份のィデォ,：ギィに對して*新砟龙资本主袭社 # の形態構成への .1/ 民的 
歷史砚 の梭頭 を ^ 较せ 6。 

此の頃 ドィツはォランダ、フランス、ィギリスについで、此の新段階迫边の拍車をかけ始める。 
此の顶點を、フランスボ命とナボレオン戰 ^ にみると共に、又ァてれに剌戟せられたるブロシア主袭と 
ィタリア 阈 以浬動に見る。ドィツ古典主義述動にあつてはへルデ少が、浪没主袭述觔にあつてはフ？ 
丨 ドリ ッヒ • A 1 レ— ゲルが-かくて 十九 世紀 中葉、 主嵇 なき ィタリアの 諸 都市を マッチ 二， ガ 9 パ 



少 ディの 英雄的 精神が 步 ひ。 

II 儿等 に先んじて先進資本 :+: 袭關家イギリスは*ァグム，ス，，，ス*ヒ„|ムにょ 0 て-^,,こ新世界觀 
^ 」^' ^ としてモ|ラダ ^. 系を ^ 成し*フランスはゲ*火テ|ダ、モンテスキユ|に衣つて汽命への豫 
備段階 1- 炎微する。ョ— &ッパ近讹史が伋火の ^/ )1 5: 遂げんとする政前に现はれた处等の资じ觀ょ， 
へ-：:: の 如 〇 解？ SS にあらず* S •ル-に 譯 的な 歴史 繫證の 推進力で あつた。 此の エナ丨 
ジ ィこ士 n 、 k ノリ 力、 太 伴洲- そして ォリエント、 靡に 對 する 籍的地 列？ 離れて 存 

立せ し， ^のにあ. 1) ず。イギリス-ォーストリァ、プロシァ-ロシァの四阈 |>.1 盟の干涉の鋅、エジブト 
に 的け られつつ？ 奴、 ゲ- テは，^ 5 河 ls?s して、 老い S に， 文化 钱 ？ f て 

1 の 奴 ST u f 知 1 * 擎 f m? して、 英 S 舞 的拽 S.Kf 化した るに あら 

ず や- 

ロシァは づプポ紀に ^ けるイギリス政策.ヵ.ホルトガル*スぺインに抗して跟 31 しつつあつ〜^<;.* 

棰東 政策 宗ー f 路み s し； r 十六 S 炎クグ ネックへ i 出* 十七 做紀 W マニへの 前進 が 
ネルチンスク 篇に 依つ て 外— 勘 以北の 地に 及べば、 W 方に イギリスは. ホ T. 力' 5 イン， を 
して獨立後のォラングの海外政策の線を11:;速を％つて乘6越 5: る0ァメリヵにおける，ー„ — *イング 
H 本 仗 姑 ^ 氓 こ、，.， 



第三 部：：！ 本 0 ft 界 ill 的 把捉 J 六 六 
•ランド 聯八 M M W 地 冏盟をネ顧みず-イギリス本睞の市-飓的攻進0ボ火トガル、フランス兩阈に對する 
激爭 ?: 經て 、イギリス 來印度 分社 設立、 延い て支那、舟 |1| 列.：3、ヴォルネオ、スマトラへの植玫地獲 
得への 钱 M 。 リゲァ ブール 、マン チ'' スタ— の 饱 iii の激 #; は パリの 耳を ^ け. 〇0十八世紀、インドに 
イギリス、 フランスの 砲靜哎 股と して 止まず、 ドイツの 進取 ラッパ 漸く 群き 渡る 十九 世紀* 近世 ヨー 
ロッパの讹界榨収のなビッチが汲烈な沫きを飛ばし始める。非の砹前、十八世紀にぁける&シアの極 
東政策が停屻し、\ダヵン並に近來に丼の進出の中心を移動せしめられたる、洵にヨ丨1,ッパ諸資本 
主義闷家の斯の如き苽徉略秕戰線の尖銳化を物語るに他次らず。 

口 シアは 北方ょ 6極 )}£ 進圯を計ると同時に、ビーター大帝の頃ょ6コーカサス佼入を敢行し、十八 
世紀末べ ダ シア ^ ?: 擊破 、次いで ト， 3 勢カを £!4 遂し、イギ9ス、フランスのインド-棰來への戰線 
に 對抗 す。 ドイツ ^ た 南進 政策 ?: 樹立し、 茲にヨ ーロッパ世界史はパダカン及び近東に-仑の制莉の 
鉤 5: 祕めた 6。 

才 y エン ト !! 

かつて、 メソ •ホ タ ミアと H ジブ ト (C 兩脚， V 据焱 て、 世界 文化の 峰 高く 缂 ±し オリ ユ ント は-自己の 
锻承者をカルディアの野に，ナイ火の河に*多岛海に索め 0 0 閱歷する乙と數十世紀0ラテン*ゲダ 



マン的中此に抗しては、サラセン、 0 古、トルコをしてォリエントの古代的世界文化をょく擔はしめ 
し乙と數世紀。泫に十五 1!1: 紀中萊、 3 ンスタンチノープルを占領して、來ローマ帝 |''3 を完全に滅亡へ 
S (て 以 灸、也 中 海 ^ 中心とすろ パ ^ ヵン、シ9ア、ユジプト、ぺダシアに跨がるー大帝關を纽 ^ 
m 丨 b ッパ近 1!|: 的 ^ ^ の侑進並に朮漸 5: はばみしォスマ\*トゲコは、十六世紀後半にレパントの戰 
に 敗れ、 .'.- 代 的 ォリユ ントは ョ！ W ッパ諸 2の蜣进と北に勅搖す 0 の .11-. ひ左きに至れ6。 

かくて， 十八 -lit 紀に至 つて、 ト ダコ領土はョーロッパ列强の ^ 奪の的と化し •キリシ ア獨立 工ジ 
ブトの反抗>ク9ミア戰惟、鉍土戦噃を通じて、 $5 |;4 喪失に次ぐに阈內はサルタンの威令行はれず、 
緝い て访ー 、访ニ パ ,ヵン诚喵へ衮述を迎る。この卟ょ6*此の近來の城澳はョーロッパ资本主蕤諸 
國の極柬並にアフリヵ進取の笕耍な城壁と逆轉すろ。 

古代にあつては 1||: 界を所打し、中世にあつては來方詣民族の柯方進取の强大を諮6し、アジアの励 
脈，近來の古代的範时と-乂化は’近世に至つては仝くをの逆流の抗し雖き洪水と北に、两方芈 ^ の所 
有と： § せ 6。 

1 0汶 屮に 、アレ キサ ンダー •ノン. ホルトは 世界の tt 々を 巡-® て、 古代 的 以族を名新火陸 4: 4ョー 
ロッパ 0 £ ft 的 也 |«1 のぅちに ^ 6 |> , £ せば、ィギリスにパィロン出で、.キ9シア文化 # 取 5: 希 ^ 1: メン 
n -^ 1 H : » n ^ 一六 七 



US S 焱 5 的 s 

ロンジ ォンの 土と—。 此等 r ロ ッバの 魂は、 総て： キリ シアに t ては チ ニト イスの 如く* ロ 
I マに あ 名は v リク S 如くい と 4 し。— 詩人 sf 、 rB ツ VI 科學は a 
己の揸 地と して、 また 市場と して、 アフリカ 並に 聚諸 sf 的錯的 J サイ クロ ぺデ イア作 
成に ^ 手せ. 0。 . 

仲し S に 1 に 地 邦觀を 新に 提出 せんとす るは、 以上の 如 1 去 ニ 世紀 間に あける ヨ丨ロ 
ッバ f の蟲 f 地 ff 返し、 或は 雷せ しめんが S あらず 、 S て 現代の 地球 的 人 領史の 
1 f ' 十 S アジア S 泛 f 糾 i が爲 f 。 粦と 深との 『へ ご クス 的 MI 

地們 SS £ 系 的 政策 s Hi 、 ニ 傲 s S 的 c 人 §§ ると， p 歎くべからず。 

ョ丨 ロ';? .- nrfe 糾 力、.：：： S 社 形 9 _せん とする に f 8 は 中世 封 詰に 封して 

古代 ロ — 5 S 為 抗 して f 上れる f 夕 1 ト敎を • I の馨 下运 せし む f とに 依つ て、 

ギリシア 並— S 代 イデォ 口 V イ を— せしめし 如く、— S 8 は 中世 Is 統一的 イデ 才 
a ギイと して 改纪 せしめられ 2 中？ ジスト 敎 S して、 古代.？？ 普來 方の 統一 形 體£ア 
ラ ヒア QS 表 サラ セン 文化を 8 とす t と k 依つ て、 向 己 QS 的 指針を S せ 6。 文 1 赛 



宗敎改 苯、 啓蒙の 三世 紀間 に渡る 3 丨！1ッパ戰 ^ 5: ^ みょ。 

其 處 にニ ]£ の武器あ&。一は神の獨 * に對する人問槪念、他は神學に對する自然科學 {2 して-此の 
ョ 丨 11 ッパ近 11!: 史に4ける设爾大の^:然科昂こ仑、サラセン文化の生命にあらざ6しや。_革切 (2 あ 
つては .-': : 1|» に取の如く ^ 诚すべき文化に反 ^ 物であるィデォロギィ 5: 獲へ來ろといふこと*このこと 
を现货の佌界史の過料は物語つてゐるのである。 

近世が中讹に於て異端視 3 れたるサラセン文化を取6來れる如く-现代の課靼は近世に於て虎殺せ 
しめら れたる朮泎文化に新光を投げ與へ、それ 5: 新な武器に坍き上げ*かくて近世ョ— 6ッパ批^*を 
企つ る S み f V 界蟲 s § 暴、 ま S に 浮 SS 文化を 全く 3 た歷史 
的 1=的の下に發容せしめ；；ば左らぬ。 

蓋し、近 1:1: ョーロッパ <: おける歷史地理の諸槪念は-ォリユントを越 ± て 3}£ 洋り搾取虑殺のヒに成 
立せろ社分栂梳の贤旭ょ-0肋成3れたのであ 3 。ョーロッバ中讹に對立せる -4£ 汴の«，近 |1{ ょ-近セ 
クリスト ^ , ^ の：= ^ 社 ^? 2勃興と ^' に ;^ 落2述命を迪らしめられ、かくてサジセン文化は新興ョ丨0 
ニ 1 の 中に sn 。 しかるに <-* I は諸铥 S 以外に 何物— S せ f ッ パ 人 g 
を 找滅 せし む f とに 依つ V 、 KWSV 化を SS 地球 的 統一 漂の 中に 生かし f んこ とヶ - f . ァ 

=本 1«: 從«爭 



第：：！ 部 日本の 世界史 的 把捉 |七0 
ジア 两方半岛に拊も歐洲近世文化位興のカナの奇跻を信ぜんとするゲァレ9ィょ。世界人類の聲を聞 
かずして •奇 跻 5: 祈願す 0 を止め !! 



3 R 本の 課題 



ォリ ユント並に來洋の文化は、今=科學的硏究の名の下に陳列3れ、現货的にはョーロッパの貪慾 
なる侵略勢カを誇らかに物語るに過ぎず。その根柢ょ6掠奪せられたるァジァ諸民族の統一とその偉 
大なる 文化 种纽を 通して、 新世界 文化を 创造 せんとす る 者-それら 文化 諸 形態を 腌 系 的に 桃 成し- 歷 
史と 地理の 統一的 主 粒を 糾織 せざる ベから ず。 

两汴史、近柬史、柬洋史、=:本史といふが如き分散的な陳列的歴史學を去つて、史觀と地觀の統| 

を世界史的货踐のぅちに具現すべき世界城箏は旣に始つた。偏狹なる11:本主義をかなぐ6棄て-世界 

の諸文化形態を克服するに足る日本世界主義を樹立し-典に地球的人類の方向を指示せねばならぬ。 



旣に近世的世界市場を通じて諸文化交流期を經、而毛その近世の沒落的末期に立つて、今や東洋と西 
洋とを 併有せ る 日本は、 を れら を現货的に統一せる新世界腌系を意慾し始めたのである。 

いま、 アジア 的 アレ キサ ンダー の大取 、黄河を 渡 6 揚子江を 遡 6、正に印度に至らんとする。玆 (2: 
近世 史の 飛後の 1'.' 搣、 -1{«: 界にどよめ5て至る處にョ丨&ッパ桃比地氏族の獨立戰氓の幣閟 5: みん。シ 
リア 沙漠の 地下、 アングロ •イラン 石油 钱饺 破拨さ れて 借噸の 油 地中海に 浮び、 諸 民族の 架 艰 -アフ 
9 力よ 6アマゾンに到るべし。歐洲の「金道」 |{| に舞ひて東洋 ^ 本主義形態また瓦解せ /1 。 

て， 支那よ 6印 度に* ォリユ ントよ 6アフリヵに入6て、被搾取民族に明ロの太陽を仰がしめ 
よ。此の神喂 1|1: 界戰噴を逃避して明=の黎明を思念する勿れ。 

戰 ^ はすべての父次6とへラクライトスは叫んだ0今や大农ろ矽革が 1«: 界史の全而を搖6励かし- 
转 ての 丙 歐近 讹的|界は栂 )1£ のアジア的世界报興によつて正常なる位 ^ 付けを受けんとしてゐる。蓋 
し、 歐洲 大戰 によつ て 歐洲の 相互 矛盾は をの 頂點 に逹せ 6とはいへ、拊新なる讹界史纽設の方仰を堅 
持して获极せ 0 趵尖はなかつた。辛5じて世紀末歐洲のー批判者たるマ,キシズムの 1 ? 1 , 現龙として- 
ソヴィエト .：一シアの出現をみたれども’併し其の思想戰の髓系の茈礎たるや-近世ョー：一ッパの經濟 
的 批判よ 6生れたるー取现に過ぎず，全粒世界の民族構造と仑の夂化妞設に対しては《目であつた0 

日私世界较爭 I 七 | 



第三 部 H 本の 歡界 史的 把*; |七 _ 

此の世界の 大半. ^占め、具に世界の地盤であ6、世界文化の檐手たる東洋は，西歐にとつてと同様 
ソゲ ィエ ト • 0シァにとつても亦陪黑であるのみならず，货は暗黑であるかに永久に蔽以隱され /1 こ 
とこを望爻しいのであ6。しか4=:本の觖然たる存在がなか6せば-柬洋は近世に於ては全く两歐植 
民 地で あ 6、 二十世紀 に 於て は ソゲ ィ H トの奴 隸とな-^-两歐とソゲィニトとの柬洋卞粑戰にょつて 
荒 廢の述 命に つき 落 3れしならん。 

日本 •か 滿洲 S 錄、 S 史 並に をの 文化の 擁護 名 ょ6 纽設 一^へ SW 界史 的步武 を g み 出せし は， 
正に斯の如さ來 ^ の述命に關せしが爲である0此の3:本ァジァ*ユネ火ギィに墟つて生'亡る柯歐近 1 }|: 
^ 界關你の ^ 裂に乘じて ファシズムとナチスとはィギリス並にソ聯に對して-ョ| 0 ッパ # 龙0;1^ 
辯 ^ たる ^ ^ を ^ 速に傾じ始めた。併し*我が购の两歐桢 ^- 地政策に馴致 3 れたる知|| ^- は*ロ 11 の 
光輝ある世界史的使命 5: ^:赍し枓ず、徙に右顧左 |1*!; するのみであつた0この故 {£: ,日本は白「しの文匕 
的 位 ^ と 世界史 的 使命と に対する 01赀の落 « 過种 5: 經るの餘依なきに至つたが、今や漸く支坩冰變 ^ 
ょっ て來洋 S 5 敵が 何處 に t 、 世界 SS 證^: が ある やを 知悉せ 

今や ィギリス 的 近世に 對 する ロ本仳界迚設の必然性のぅちにあつて-ィタリァがィギリスを敵にも 
つ ことにょ つて、 c 己の フ ，シズ ム建設 を强化せる以上に-日本は良己の新世界史创造の栉系的陣罃 



を全面的 ^ 樹立せねばなら《。 

顧みる に、 近世は ィギリスを して 諸 R 族の 文化 理念の 否定と 生命の 搾取を 遂行せ しめ- 以つ てィギ 
リスの普遍化を货現せしめ穴。その货 «? - $: 荷 ^ 5たァト_フスとして* 3 |£ 洋民族は正<に腰を曲げつつ- 
その || , 1: 立を耍求すると雖も、世界史的變 ^: の方昀と勢カと |: %たずして、如何なる己とをか成し ^ /1 
や。 =:本は、 >|£ 作のみならず全 1{|: 界の文化艄承*钱 ^ 名として- ;|' 洋民族の ^ 惱の相に ¥ 5 : 掰しつつ 
典の讹界纽詨の方向を明报し、今：1:迄の誤れる 1|1- 界史に對して* ^ 被雕迫民族 4: 生かすべき -1|1- 界正史 
を斷じて爾役の地球に賦與し，间成せ /1 とする架戰の -^ 5: とる0 

この戰 ^ こを、かつての歷史に於ける戰 / ]? 槪念をー ^ せしめた。被雕迫氏族の解放と洱迚としての 
新文化创造戰喷は、今や八紘ー宇の商邁なる抨念と讹界文化の轉秘を以つて、沒落の两洋と苦惱の柬 
洋とを救 11! せんとす。この：=本 -1«; 界文化の矜扭化 2. そ斩讹界戰银でぁ6、新 1«: 界创造でぁる0此の日 
本批界纽 ^ の ^. 系樹立 5: *:::本ァヵデミァの確立をもつて遂行せしめょ0 

今や、 =1本文化の 111: 界統|的ヵは世界史を動かし、方向づけ體系づける唯|の光に他なら ^ 。この 
故にこを、：内歐とソヴィユトはロ本文化 5: 逸早く否定し破壊す 5 |: 以つて唯ーの政笕とし-多年我が 
固の 支 fid 的 知！！ 迸 並に 制度 • * 物を柯歐的に花成せんことにカを傾到した0日本のァジァ文化报興 5: 

ロ本《界聃爭 i „ 
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可能なら しひる 對 して、 如何；；； 迫裘と 去勢の 政策が とられ 來 とかは、 旣 化 一語の 
說 明-たに？ I と呈 。此の n 本 世界— S 中に あ？ すら、 f ィ VI は 日本 §濟 的 消耗 
S して • is 印度 Mf ことを 希 願しつつ、 S のソ 了，, ト 進 人への f 用意し つ 
つ あ 6。 日本の 世界史 的 使命の 危機、 此の 秋ょ 6 大次 るは なし。 

ア シアに あけ K ? s 敵と 界史的 使命と を总 せし： 5- S ば なら2 此の 大 8 汊 於て、 震 
の 5 文化 gf と 本 f の 根本で 5 。 f し 5 方と 化し、 g はずし S つ 我が 兵 
法は、 秦の I として 世 fix ば —3。 我が MQ 文武 統一 SS 、 今や 怎 世界史 的货 
踐の 步を繁 出す べ專 t 。 f に 怎 方向と § M つ v •は危 5 h るを 得ず。 

支那に 於ても •印度、 ォ i ン； 於て， P 、 アフ” 力に 於ても' すべて アトラス 的 民族は ィギリス 

の 近世 的 農に 對す る 世界 SS 蓋 S 求せ しこと、 泛 久し。 今や 日本の 證 は、 ィ y ス 近世 
史に對する日本新世界史迚設の猾系樹立のみ。 

深と 裘 との S 法的 把 担。 かくて、 ア .1.5 を 直立せ しむべき 世界 戰爭羞 じて •將來 を 软 ひ 
と-^ 地球 的 人 sstlf して しめょ。 



二日 本 世界 學 



1 趣味 哲學 時代 



二十世紀 哲學 は，！ 九 一九 年 > ヴ * ル サィ ユ條 約を 轉機 として ニ 個の 流行 型に 分れた。 ヨ I 口 ッパ 
が自己の近世的形態の选识化を正に完成せるニ十世紀こを、十九世紀の自己合理化の任務逑行 5: 畢へ 
て、 哲學 は徙 に何褀をも語らざるに等しい「浓礎附け」の言葉を羅列する。 

ヵくて*十九世紀 {£ おけ 5 近世|"丨：1ブパの讹界所有形態の自己合理化は、其處に 9: 門的文化形態 
日本》界學 一 t E 



* 三部2:本 «> *:界史的把《 J - fc 六 

として 產み 落？ CS 領 f _附 け Z とする • n 己 <=ss 哲學的 遊 ¥產 む。 恰 ％ 仕？ 終へ て 
疲れた 頭が 安晋 求めながら 璧？ いふ 言 k 、 「露の 歴史」 のなかに 作 6 出された 近世 人 問の 
心 列 や s , i や法你 、藝 術や§ に關 して、 何 か 決定的 备 値が あるかに っ •ふやく。 をれ よ 句 こ 
「夜の 辯 解」 であった。 

イギリス 人は アダム •ス „、 K - やべ ンサ へ， ニの 後を 承け 、 K . ヘン サ-が 一と 度 f キ -1 ズム によ 
る 諸 S 統一の 繁を 「粒 <: s 」 のぅちに 收め てよ-^、 最早 や爲 すべき こと もな く， グ？ ンやブ 
ラッド レイは 丼 處から 「 M 念」 や 「給 理」 を 我が家へ 連れ かへ 6、 へ ーゲル 亞流を 繰 6返す。对人の 
妨裳に なる わけでは ない。 上品な 趣味で ある。 

フランス 人は 火 革命 S 1 S 3 I 通して、 一方では その S 的 方 . W を <= 理 化せん とする サン •シ 
モン や n ント 、レイノ ォやテ ーヌや ルナンの、 ブル ジョア ロ山中 ^ の附鉍たる贲證主義とロ然主§ 
糖 系 的 企 M 、 他方では メ -N •ド •ビラ ンや マ” イ ••ト •メ丄 上の 反革命 的な 心理的 形而上 學と 
カトリ イク 哲 fiK しく— する。 併しを の 後； J イユが 力 r と n ント との 統一を 企てて 上 
6、 9 ボー やブー トルクは、 何 か 解釋 せん もの かなと、 病理 心理を 内 ^ した 6、遇然を甩索した6す 



/ 



ィギ9ス人やソランス人が*桢以地から述ばれた»か * 食ホを阳んでゐるのを坩間兑ながら，近世 
ヨ ーロッ パの 戰場と 化した 北歐の 荒 蕪の 地を みつめて， Q た ドィツは、 やつと 近世 的阈尜 統一の 段階に 
至らんとするや、その忍從的格股は全佌界を贫6始めた0此のフィヒテ*シ„リング、シユラィエレ 
マッへル>へ|ゲ少のドィツ觌今 17: |大綜<"ょ6-淅くー方に於てはシ„,_ぺンハゥエが-ニィチ„を. 
他方に於てはフォィユル\ッハ、マルクス|:て、その大綜八"の中に夫今の1饪せしめた| 
化形態の似侦押想化の竹學が设れる。 

ヵくて、ニ十世紀ドィツ人は埘の如き新カント派の洲想主義的怙侦柯昂とル ^ 、锊てのゲーテ*シ 
ユラィ尤ルマツへルょ6 4: 姣せる精神科舉を从礎付けんとする「生の铒學」にょつて、打 11 の倘人的 
お長 に， 5.そしひ，-このことは ^ ふ ^ でもなく、歷史的には近 '||1: ドィツの作.0.:.:げた 4: 匕 ^ 系の. |1 ,」八丨 
评化を -C レ 川 ^ として 2 -4fc ll ik ^J ff{ fl ^ li «a ^ w ^ jft: {i: i o -(: * ^ A /{ tL * ,POT ^ -5 o ^ L-i 
の努カは料て2ドィツを方5づけんが爲か小介押化將系たるドィツ覜念八|ょ6轉じて- «- 處 («: かいル 

たる 諸 v 化 S に？ 免 3 的篇と f S と晶？ 哀^. 的 遊 勢 益 HAJ 作 到す る 

功拈に與つたのである。 

ィタリア人％ォーストリア人も、埘の如き英佛獨の釤群のドに、 ^ 今， |'| 11 の趣味に陁じて-泌こ，-„ 



涞三部：：：本の撳界史的把樾 一七 A ， 

由に 傅學的 遊 贼の如 何 * る 棟 H t も 選 擇 する 乙と が 出來た 。ア ，ディ ゴやヵ ッ欠ネ ォやフ * ラリ 等は 
新 ヵント 派から、’ =,しの遊戯の近扎——論理 —— を 選び出し、 ボダツ ァ丨ノ やブレ ンタ ーノや マ ィノ 
ンクは’をの遊戯の泔对的取純化 ^ 避ける爲に - 對象此 ^ を提起した。 

fir し =本に於ては、. |'4 歐の流行が常に數ヶ年遲れて輸入されるので、かかる芮 ^ 流行 ^ も亦その 
例外では々 •かった。 ョー 口 ッ •ハ ^ 資本主義 阈家が -その世界所打の主體性爭軺戰の5ちに、止に瓦坺 
に汝 ゼんとしたん 11-: の ^ -1«: *ョーロッパニ十世紀哲學は*恰もマーク、フ-ソン*リジ*パゥンドの安 
攸に_じて、.：：-」の廉 « .|| 場を=本に求めたのであつた0 

H 木 敎 & 人の威激、これに過ぐる％のはなかつた0ョーロッパ瓦解にょる日本の偶然的好景氣は笋 
校を濫造せしめ*卟日まで肥柿を檐い*た0、兑盤 5: いぢくって £» た人間が ^ 激に敎 # 的遊鉞場に出て 
來て ，何 かモゲ ーンに 成つ た歡び を 威ず る 3ドィッ語やフランス語の卜 |»' 物七觸って、學者風な緊張の 
秸古に餘念がない。このことは排斥すべきことでは左かつた0ー (<: は日本人の「弱5に加 « -する」歷 
史的 本能が、 沒落し ゆく ！ n — a ッパ 二十世紀 竹 學 $: 愛惜す ると いふ 总味に 於て-ニには 日本人の 「此 
界文化の迫產 ?: 嗜ひ」歴史的依禮 ^ 於て、正しく3へあっ * 。 • 

また u 本人の 猫 4;2: r - 4> ァてれが肉微的モダーン，ス.ホーッであら5が精神的モゲーン*ス.れー 



ッで あらう が、 その 善惡 を 問は ず 身心 教養の 具と なす 「進取の 氣 fe J も面白ぃではなぃか0人令は西 
ョー 0ッパから受けとった人間自由の名のドに、如付 /1: るス.ホーッをも選 /1 だ。彼は仑れで自己の生 
活 4- 營 0* こと％ -|1|: 4:的名绝 5: 抑ることも .'1} 來たのでぁる0 



2 欺瞞 哲學 時代 



斯の 如き 恩 也に 滿ちた 衣：：： 本 も ’ W し號て 资本卞 義 W 界 の パニッ クに亞 ぐ パニッ タに 周な しな 
力ら 何處 からかょ き 牡丹 邮もが 衣と- り己の方向を近 1«: 桢鉍地聯公阀家アメリカに、成は過波的共 
產主義社<5:聯 ^ :1シアに、或は报興； |»4 „,丨ロツパ近世阀家に眺め /1 とする。 

併し、ヨーロツパはてグサィユ條約を通して、ィギリス桃过地帝阀の -^ 界所布維持に對する資本 
主袭步態を再伊成し - Z - 、 の 强化陣 符網を世界の半る處に !11< 6めぐらさ /1 とするのである0かくて、£ 
叫 S 時代は 5 て、：" では S 政治— 货界 §5 新 2 構成が 要 f れ 、ダ？ ンや ブラッド 



第三部日本0供界史的把 «1 J /V o 
レイに對してパートランド*ラッセ火の新現實主義は數學的論押をもつて新世界舰 5: 5ち樹 -(; /1 とす 
る。 此處に ホワイトへ ッド * アレ キサ ンダー •エディントン 等の 一群は 現代 物 押 學 との密 切な 關係の 
ドに"新科學的世界觀を用总する。これらはイギリス 1«: 界 --|- 義に新なる方 |..] をもたしめ /1 とする4の 
である。 

f ) f し* 他方では =,しの資本主義的世界主義の孕ひ諸矛 ^ は*壯<&书義の激化とル {2: ^:己の倬統的社 
命 經浒思 想の 分化を 收拾し 得ざる 錯亂の 5ちに、如-1:の新杆亨的押乂_構成はィギリス帝阀をして無政 
府主 袭壯 ^ への沒落的方， |<'] を步ましむべき0,し ^ 府に陷つた。かくて*ィギリス阈仪卞其强化の現段 
階 {£ 入る。 

フランスは诚際聯盟にょるヨ丨0ッパ政治*见想の中枝として、近世史洱構成と維持にー槭の光明 
に照3れんとし /2 。忪もべ火グソン竹學に象 !» 3 41 て&るかの如く，尺戰にょつて正に死滅せんとし 
た C 己の 築き上げた 近世 的 人間の 諸 文化が、 再び 生き延びつつ-. 水 设 に ^己を创造し持禎するものの 
如く* 愁眉を 開いた ので あつた。 此處 に、 ベ ダグ ソン や フォン ツゥネ 4 .、ヴ アーヴ ナ 火 クや アラン 等 
は芮學的精神に1抹の生氣を與ふれば、他方ではフランスの阈衩-文明史尜セニ"丨ボは「ヨーロッ 
パ 史」 と 「純正 フランス 史」 を以つて、近世フランス文化の讹界文化主袭を方 |«] づけ /1 とする0 



併し、 此の a と 時 返 6咲かんとした近世フランス精神は、行己を超出し若しくは否定せ /1 とする世 
界史的 必然性に 對 して、 「人間 思惟 S 任と K 界 ，一を 決定すべき S 蠢 S .1 N B NVi . 累へ 移行す 
る。 或は アベル •レイは 遙 か ->リシア以前の朮方秆 ^ 」に秆學文化の淵源を ^ ね、叫汴と東洋との 
文化統一への »» :'小 5: 與へつつ>東洋勃興に對する妥協の手 5: 3し伸べる0彼は什てのヨーロッパ獨音 
主 3 ロバンの 「ギリシア 思想 J に 對 して- 「ギリシア 科 S 少壯 期」 を以 つて、 价 もニ イチ エが徙 
紀末ヨーロッパ文明に對して戰つた如き批判的精神に生きんとする。 

併し ア 'へ ル •レイ $ 批判的 播 神は* S ニ イチエとは 全く 異 公正なる 科柔義の表现でぁつて 
近世 ヨ — t , .ハ .'1'. 想の公明なる种 ^ 件 5: « 禮せ /1 とするものである。をれは设も ^ 明なる「 * 界夂匕 
への 妥協— I であ -^-最も用心深き^-自-し擁 ^ しであ^^^彼と此に-ブランシユヴイックやドゥラクロア 

?丨ロッ パ 知性 主 5 哲 S •佛 11 上： if 人键 Is 代 i 2 3 N 心 S と f 
で正にイギリスの轷湃的世界獨裁に代ふるに-フランスの文化的世界獨裁を完成せんことを欲する。 

とこ/が此の昭和の時代に 转て明治時代に办ける :.»: ::佛戰带以降、ドイツの降々たる资本主笼的 
阑 ^ 勃興に眩备3れた日本イン-アリゲンチヤ ?? 性は-斯の如きフランスの多角的な0,」文化の擁裝陣 
费に肌 ケ」くれず>ー途に窪 .0. 状態に陪6つつぁ〇たドイツ哲學と唯物論的解稃 ^ を ^ び迎へてゐたの 

=本 !»: 咏中 H 
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である。 

ドィツでは 趣味 哲净の 核 押 的 粒 系 化が ノッサ ー一 甩象學 にょり て 企てられてから* 闲 想と ^ 沌の中 
R 、 ：小安と死の拆學を求める。此の死诚しゆく近世人間のせめてもの^:己敁安は、人問と知誠との根 
本的規定を解稃する乙とにょって、或は「文化の棰限狀態」における止むなさ斷念と放棄を解榨する 
ことにょ つて、 0 11 粉飾を試みるの外道はなかったのである0 
かくて、 シ *丨ラーの「哲學的人間 ^ 」はかかる人間狀況のカトリィク的統ーを希求する4のであ 
つたし、 ハダ トマ ンは認 識形 而上學に逃れ /1 とする。ヤスパースやハィデッガーは此の不安と限界- 
死と無のなかに、衣にか坫本的左冇仵とその知性を求めるかに粧ひつっ、袱カの；；則に戰慄し悄伏すべ 
き 欺瞞の 哲昂的 技術を 練 柄す る。 

この 「不安の 哲學 J に對して、荇てデンマークの悲運に瞭して執つた悲壯 « るキ1ルヶゴールの 
「護るか放棄するか」の « 學は.辯證法神昂の中に爯 4: し、パ火トやツールナィゼンの超人問的主張 
となる9これらはドィツ 5: 放棄して*新 3: る世羿創造の「天光」を祈6>シユぺングラーは「西ヨ| 
*1 ッパの 沒 落」 を进 くので あった。 

ィタ？アは疲弊のどん底に喘ぎながら*ラブリオ|ラ 1- 代_ ^- とするマルキシ.スムと、ボナギ|ノ 



の トーマ ス主義 との ^ 爭の 中に あつて、 ムソ リー二 の 「暴力の 神 ^ 」 をして-新へ ーゲル 派 クロ— チ 
エ妆にゼンチーレの噯阙卞義と.タヌンチオの，フテン主義とを-統ーせしめる0かくて、ヨーロッパ主 
茨 口 ーマ帝 闷 :+. 袭へ柊打 1. 、 11«: 界史的礙 ^ の段陪に対_すべきソァシズム朽岑栉系を用 ^ すべく 
ィタ 9 ア | , | 科全#邛派を惝成す\て 

このことはナチス'トィツに新光を投.げ與へ-ゲルマン的神半 11 —マ帝阈主 || にょる 3 |ロッパ主 
袭の 洱描成 5: 价てしめ、此 ]£ に不安の芮 « 的人則 ^ は迚 ^ の朽 * 的歷史 ^ へ ^ 轉し、ヒト，フーの~我 
が鬪 ^ 」を經て*ニ十批紀を投繼する；！1丨：1ッパの悔 ^ と ^ るべき51丨ゼンべ少.ク「.-卜 |«: 紀 # ^ - 
の ^ 那化述動に入る。 

此い价 獨 のヨ— ロッバ 洱溝成への哲,は、近世ヨ1ロッパのォーソドックスたるフランス芮學をし 
て、， ての. 门-」掛持の傾 |..] ハ-ニ « 强化せしめ-人仪胶線竹岑を近 1|1: ヨ！：1ッパ主袭の陣符内に吸 »}| せし 
めた .,. . 1-1- てヨーロッパ近 1!1: に對する否定的役割 ^ 來すべく-世界史の上に立ち上つたソヴィエト，ロ 
シアを して、 一方では 此の 扒獨の W 迚 i - r 他方では 來 洋幻勃 興を 牽制せ しめつつ-フランスと ィギリ 
スは n Li の ヨー a ッパ ?|-: 義的近 1«: 世界の軋斷を維持すべき協 !..1 戰線 ^ 凼める"かくて、英佛は， |1 己の 
柯 ^ の邝技をして*- | _ ! |」3近世人間の知性の故 |'| :崩性ヶ1合 ?!! 化せしむべさ ^ 陪に人つたのである3 
日本， ^ 枣 一 ^ 一! 1 
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此の 英佛 近世の 合洲 化辑學 は* 昭和 H ^ JC IHl つて、 穴7しの潘犬たる日本ョー：1ッパ中-義 ^ を媒介と 
して、 一方では ファシズム 並に ナチ ス熒槭 を制埘せしむべく-他方では：：本仳界主義の不合玴性を論 
瞪せしひべく、共しい勢3 5: もつて押し饵せた。此の潮流は反ファシズムの内£主袭者*反ナチスの 
-衍學 的 人間 €•」 #: R 「不安の 哲學 」者流*唯物論者を合流し、此處に两ョ丨11ッパの此の瞞著哲學 
は、 昭和 日本 知 誠 陪級並 に 支配階級の 哗 典と 化 3んとする。洵に、女の流行はパ9ょ6>哭の流行は 
P ンドン よ 6 來る栊 (£: 、 文化 流行は フランスよ 6 來 6-男 «-: のスボーッたる政治の流行はィギリスょ 
6來ろ。此の || すべからざる近世敎養を受けしめられたる21本知誠者は-流行病患者の « 性を獲得し 
C 己の 知性と 關心を 常に SIT B ニ よぶ 雙流發 运し VS に 活動せ し ベ さ® 的 訓練を 

怠 る ことがない。 此處に 昭和の 欺瞞 竹 平時 代は S ともた やすく 牛み 洛 3 れた ので ある。 



3 H 本哲學 時代 



Y トーフ 1 ン は-入 間ょ 64 1本の樹木を愛する」と云つた0十九讹紀初頭、旣に人間に對する侮 
蔑の 聲はョ 1¢ ッ パ S 中から 閗 ± てきた。 自然と ft 界との 人類 的 統一を 啪ふ 幾つかの 魂は、 ft ハ 机し な 
がら 土と なつた。 を は 洵に、人類文化の*典、 '4£ 汴への追总であつた。 

すべてを ^ ひ 來ら / I とした 人間は-その n - J の 作つ た ^ 關係の なかで 純 6.;: げら れ-死滅し、伋も 
醜惡な る 一片の 物質と 化した。 恰も 蜘蛛が 嵐に 吹き捲くら n た ロ：じの见網に ^ はれて悶牝するやぅに 
人問は自己の近世的諸關係のなかで悶絕してしまつた0资本主袭阀采に於ては、 ^ . , ., , . 的物致が、桢民 
地に於ては奴隸的肉 «5 が、入間のや5な顏 5: して步いてゐるのである。この嘮め * る人間亡 ^ 文 ^ の 
蓊 ft * る 门から、人問を分柝した6解桴した.0する惯；£:的な-ー >:| « 5: ''.'1 に吒き . | |; す。 

ニ十世紀はかかる亡钣の陳列钤場となつた。丼處には敁早や、人 |/1] を侮啟する精 ^ もなく-爻して 
や 新なる 歷史创 造 に嘭與 すべき 生命 もない。 亡. 座が 亡钜を 猫め る。 I 近讹は人 |«| を， |'| 山にしょ5と 
したので す。 近世の 知 代は 進 步の味 方' たつた のです。 ：=本人'たつて此の近 '||1: 知牲にょつて ||| めて人間 
らしくな 655 になつ たのです。 

限を此の分場の心の方へ移すと、1=本の若物 5: つけた亡尜'か汴服 ^ の死尜と ^ して，；3る0すべての 
存在は杏遍杜と個別件との具雅的統一としての特殊であ6、從つて：：：氺の .|1| )想も文化も也0匈或ょ乂 



事 = 部日本 »0 1»: 界史的 « » 一八.、 

族に ^ けると ^ 枝特殊左％のであると)そして更に始けるのである。 日本の此の特殊性 5: » 本 

と世界との關係のなかで1;き上げてゆかねばならない0世界と交涉し協淑し * がら、0 11 の築さ上げ 
て 5た此の特殊性を 411 に熒展せしめなければな6 ^ せ /1 。つま6圯 || , «: に云つて了ふと、；；；本は4 0 と 
世界の 中に 入 6 込— くて はいけ ないし、 H 本人は 更に 世界的になる 必要が あろ—。 だから、" 本 
は現存の :.»-. '' 通的次世界關係と衝突するやぅな、謂はば阑家的利己屯袭を扮てて-仑の世界關係のなか 
JC 入つ て [ ill 滿 tc n 己の 特殊性を# 展 3 せ 衣くて はいけ ません。 

劳。 累 は 斯の 如く、 此 J 盾と 死 S 外 何も S も— S 贳墓 持し、 <:S 化せべ & の も 
ので あら 5 か。 近世 的 t を 1 化し.^ T ' パ 的— が' 2 ssf 永 fs し 行かん 
が ^ に 此の 怜 ^ たる人問社妗" |»'9 家、 1<; 族の中に死 ^ を朴-き出せる讲 ^ ^ を |>5 閉すべく、犴舞せ 
る妝痛朽 ^ に手籾つて、今：1:柄％、その痴性と4/の世界に朽 ^ は ^ 让すべ<^ * のか 
近世が中讹を打ち破らんとした時-，ての近世を方向づけた衍印は-洵に屮 1)»: にとつては不合押*も 
のであつた。ギリシァ都 ||1 文化を構築し、仑の普：进化を企阀せる朽 ^ は- .',- 代 1|1 方以放：父ヒこ-對して 
H 爭を 開始せ ねばならな かつた。 擇迦 族の 印度 南進 R ょる 卩 12. 矜遢化の朽帛は-印度屮阈を占起ーて 
ゐ たゲ r ダ 並に クバ， 一 シァ 丨 ド 文化に とつて は 敵で あつた。 M 本が S 族の 統一 g(f ft げた 



比の神勅は’仑の前段陏にムける ^- 代諸民族 ^ 化にとつては不合押であつた。 

これらすべての新典衍昂は常に心 ^ 押であ气個性的であったのであるっ ^ の不合押性がか^^い 
成 6、 をの焖性が址 || ^ 的と成る* ]|:- 、の歷史形成を方， |''] づけ » 系づけることこ，て、朽學の本來の任務で 
あつた-こ 3ことは强ち=:本や |.- 乂邱、印度やォ9尤ント、ギリシァやローマ、 ^ 古やァラビァの_3き 
(? 火な -|||: 界史的役汹を -!£ せる世界 4: 化の | &| 举に於てのみ ^ られる 2. とではなく、近此ョーロッパ 5: 世 • 
界作：通的と犮したィギリスの海賊朽學に於ても亦さぅであつた" 

ん _=の近 1||: 的 ..»-. : ; , , ;5性に钺ひを桃み-±4'處に曝澥 3 れた世界の ^ 惱を竹 ^ つて-新衣ろ將来史を灶設 
せ / とする 文ネルギィに、 ;<; の押念と方向を與ふべ$铒帛の昤代0それが此のん丨=:茳のである0 
今や‘叫汴の近讹世界史獲ねの卞舴は三承の ^ 庖の坩堝の中に阽った。 ちと、 ヨ ー ロ ッパ赍 本 主義 
祀 <£は近世咧家 5: 形成する途ト-に於て*ァンリヵ-ァジァ、ァメリヵ、ォ|ストラリァ (0 全也球の大 
陸諸比族に對する鈣濟的、政治的-苹來的-思想的寒殺幺敢行しつつ、诂彼に夂化の掠 # 的蒂箱をな 
し得たのである。此の比族搾农の( '/£. 成はー方に於ては-凡の资木主袭网雀ロ骱における «|: 分的階級の 

文 1 ?を 版 化し 漸く ブロ レ タ 9 ァ ー トは 生產せずして富と文化を： ^ ウしぅるっ人闼機 ^ 4 : u 

人 |;!] 桷 ^ に對して、消 ^ の人叫機 « とならんこと ^ 欲、 0 。他 // に於ては*被 «1 : ,^ ^ 族が 01 .こ.4ョー 
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ッパ の獨占 と * 6*それに對する「抟た 3: る3家 1_ の生存兢爭的％ ¥ 5: 激化する。 
此のヨー!1ッパ，；：： « におけるニ重の矛盾は、其の资本主袭的2家形態 5: 完成せしめたる被搾取民族 
の® 1 > 的 反擊 にょる世界史的 :^ 盾と共に*今や世界秘革の朽學を耍求するに至つた。阱し、两ヨーロ 

ッバは 此 f 5 て、 兌 とブ U i すァ丨 と沒 地汔 半控 地袋 S 1 S ? る S 

的狎粑の恐想陣符をもつて、自「」の世界廿 || ^ «: 5: 强化せんとする0斯の如き^:丨し維持哲 ^ は仑の深 *1| 
^ して多角的な， |'| 己 -^ 盾を克服し得 3' るのみか*克服することを欲せず、徒に穴己 |>3 敵の规 .© を16 
返す のみで ある。 

かくて、 近 票 n - - a : 3耆は‘4なと ^: るぼ怎への要用总しつつ、他 

方では民族解放の世界戰华への必然性 5: 生長せしむる0此のヨーロツパに-誰か坑に 1||: 界戰 ^ を ^ さ 
將來世界史を方 |.*.] づけ5る芮學の出現を期待しぅるであら5か0 

3 ょ 5。 もし 期待し 5 る ならば ，それは 正しく 「こ n か あれ か ' のキ 1ルケゴーグ的放棄 {£; ょる 3 
丨 a ッパの 悲痛なる 聲 であ 「西洋か柬汴か」-「死か生か」の最後の叫びであら 50 然らずんば 
-此の人をみょ」と犴喚しつつ、ヒンブ|クシの高半ょ6降6來る-|ィチ„的噴懣を5?で衣いであら 



今ゃ西洋の沒落と來洋のルネッサンスを通して*新世界を建設すべき莕祐的ュネルギィ、日本に自 
己の世 界朽學 をもたしめょ。 ^ の個性が世界许遍性を獲 # しゅか * ければ * らぬのでぁって-斷じて 
此の1=本朽學は近世の世界许遍性と0己との妥協たる特殊性でぁってょ衣らなぃ* 



4 世界 哲學 時代 

竹级 は 於 も實踐 的％ もので なけ n ば * ら W 。 從跋は设も朽：的なものでなければ次ら^^喵この榀 
合 、 S は 批界が 止しく 裝 せられる が 如くに、 H ネル ギィをして歡かい乾かいいかものでぁら 
* 跋は JI しく 门|しがカ |..] つけられるが如くに、朽學をして砰'<_的に |». 系づけしめるのである0 

世界 變革に 4 ける =本ユネルギィは-從つて必然的 ^ 、，；；；：，しを方， ||'1 づける胛<_微系として*:1:本& 
學 V - 樹立せ ねば 在ら W 。 此處に 朽學は本來の歴史構成としての *1 ; !: 践的役割を果す0阱し * がら>竹學 
ffs 系を して 1 视實的に ! 1 | 開せしめぅるエネ少ギィがない衣ら-如你なる « 學％唯夂獻的役荆を爲すに 
ロ参 -|«: 格决 て L 
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f S 。 また グ Ml H ネル ギイは i 的に％ し 得 V もし I 的翌 1 構成 力が^ i し 得 

たとすれば-それはたか'たか世界史の變本の稃即に祕々拟れてゐるが如3暴ヵに過ぎ《。 

旣 に-近世 史 の 主 ff て 世界を— したる 叫 ra ッ •ハ N 家は、， US : 身の 作れる 世界史 的 1 
盾の な 力 に壞滅 せんとす る。 ノァの 洪水が 今や 米 1 とする。 近世 姿魯の 中に 支へ 來 つた 潘 民族， 
-I の 道」 を 通して 掠 f れた— ssiwf して、 ノァ SI 名、 f る此 1 史錢 
ic 協力せ しむる 4 のは 誰か。 

也 SISS 家と して' 統一 SSWI 的 4 C 典— f つつ、 .. T : ハ！ CU ,」 に 设も 

古は しき 1 菜— S に •沒族 文化と… 5 i— を 成し 来つ た； の み“ 
h 於の 5E 於と SGVf ® つて.； 2 5 で 此 S 黑と wsg 2 ¥ て 、世界 達 S しさ 
時代 か 給く」 W し、 こ のことは 必然的に、 近仳 れ ぬた るヴ- て パへ あ 6' 從 つて.？ と 
*! 洋との低界戰爭に外左らね 

今や旣に<ギリスは英佛軍事協|結び-|にソゲイユトこシ ?* をして-斯の如さ：；；本エ 
* v キイ sm ? 綮 し： S ? つ' 他方では ns ^$ •薄 的 2 陪級苦 知—? して、 •=「」 の 欺 
嫌 $： 學を渠 せしめ- 以 つて；； 一本 エネ ダ ギイの ヴ Mir 梅 七 制？ しめ A とずる。 併し、：；： 本 S 史的 



心 力は 篇 2 へょ As 方-; 一: s?. 本 S をし VTS 敢然と 老 しめな— 2" 
1 si 各 f V. そ公湓 史 SSW 成 1 气 中外：：： 施し vf f H 本哲 

胡は-そ S 廣大 f S 論と 怎— に滿 てる Nh — とを SSS と $統 Ivf れ 
は 抱に = 本 の神ぷ であつ たばか 6で なく 一康 - ss 说と f 、 被 U る歡黑 造の S と 
* らね ばなら W 。 

神 詔は あら ゆろ 民族に 於て ミ であつ たやぅ に* 歷 S 成の 方， N であ-^、 r ての g 系に 外なら 5 
を 4は歷史をカ，トつけつつ 後代を生くる秘说として、 1»1- 族の -» ^ 的精神となる^沈 ^ また逆に-歷史 
は # M を件遍化するのであつて-然らざる狀史はリしの晰史を阳气新—瓶史が即びハじの呻？- 
求める 0 

CJ > 拙 Ra ji -* i : w 「 Ilt 3 i : n < l r 3 0竹*的序曲」..-. » ! 1 < ;-.れた 1 〇 

扣の勿く衲ィ一は歷史を方 ^ づけると北にその肤史にょつて视过的に解芘 ^ れる Jli rr : 4 t の 中 ^ 
4 亦 その歷史建設にょつて、， |'1 (1 の現實的左解釋を受けるのである。然るに、“；^ »'> ^ ょ近十-史の 
£ 定 であ 6 新なる讹界史の袅生に他衣らぬ。この世袼史の达 ^ こ，で-0-しの# ,^ 4: 斛 ^ し，，ー、？神 
W を S ,しの世界の苦 0| 的梢祌と化す3 
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H 本 哲學を して 讹界竹學たらしひる此の大なる佌界处設の時代は、旣に松へられた0此の !||: なる世 
界 戰帘をして、輝ける 1«: 界の协說たらしめょ。 



三日 本 建設 論 



111; 界 や 派 



近世の 嵌史 は旣泛 亡せ パと し v> t" W し •何人， P その 乙と条 益？ る 危機と しての み 把へ 
I の 歴史を _ すべ— しい 方，；^ 於て 把 & しょ 5 とし 5。 古代に 於ても 中世に 於て' 自己の 
1 が 崩 •なして ゆく 時には、 常 g うで あつた •唯- fl にして 蓮 f 魂の みが， ノアの 
方舟セ作ることを知ってゐた。 



H 木 比 d A 



供三部：：：本の世界史的把* 一九 w 

搾取 3 れ否定 3れたる諸の玫族と階級は-仑の舟 (£ 乘6て變革の荒海を波らんこと 5: 欲してゐる0 
世界史の革新を «£ くものは*をの舟と舵 |: 最％强 {<!1 に作.〇上げねばなら《0:::本ユネ ^ ギィはこのこ 
との爲^洵に永い問蒂稹の過程を迎つてき^今日迄の日本史は-议に此の比族解放の世界戰乎を 
遂行せんが爲の别練の囲爭史でぁつた。 

汫し-未だ日本はその舵を捤らず-仑の栴を％たず*槪ね近讹史の藻草として ?.1 泊する人令 5: 、徙 
{ C 眺めて- Q る 「- 岐婼に立ちて、此の渦卷く大海を俯瞰し*世界史 1- 審判すべき竹 ^ 的嵇神は、今や仑 
の方奸を作6て*:=本上ネルギィ 5: して-!3己の蛇と稱 4: ^ く執らしめょ。 

新なる世界を亦心もつて盘慾する者のみ-具の世界史创建の現货的な體系樹立に參與すべきでぁ 
る。袢て、'キリシァ都市闷家がべダシァ帝阈 5: 否定して、-:::己の新なる地中海史 4: 世界史とな3 /1 と 
する总愁は、， |1 「しのァヵデ*'ァを樹立した。ブラト|ンやァリストテレースの朽學は* ^ の後に ^ く 
マヶドニァや0丨マの 1«: 界史獲抖を « いたのでぁつた0それは、价も拟始湍敎が戰阈時代の否定を通 
して、 新な *0迷民族の統ー 4 化阁を形成.较 )]| せしめ、或は似始佛敎が自，しの ^ ^ 的ユネグ.キィ {: マ 
ク”ャ王朝の印度統ーカに求めてむつた如さものである。 

このことは-诏勅に奐徴化されてゐる如く’諸民族の統ーを通して新なる^本纽 ^ ^ 降邢せる染泌 



の i ； •八 N , かそ S 後 S 狀史的 敏展を 方 仰 づけた 兆の ことのぅ ちに、 扯も 典！；； 的に 炎现 .^れ てゐ る。 サラ 

セン や 法 s :5 にょつ V 、 世 f が？ 溫？ 聯 S 中 益 吸し 始めた S 七鍫丨 s I 世紀 g 
こ ^ 、 ^本は十讹紀間に餘る請以族統ー史を阳ぢて^れ ^ の統ー的形態を中外に讧揚すべさ時代であ 
つた。 

大化 改新を f R、s 後 S 1 形成 ss 念 g 系を 構成せ Kl ^- ss 想は'^ |岳 かれた る と 

なつた-和銅 7£ 年 柯时 七 一二 年 古來記は*新左る世界城開に應ぜるァジァ太平洋阐の阀 4: み 

を 顧 影し、 U 本豐 ssv .>: s を 永遠 化する。 たは 莨 世界史 sf 鑫階 ii 立： \て、 字宙と 
世界史と を：：： 本 史 として 統捏 した もので あつた 。•これと 共に-. 内 肸七ニ 〇 年、 “本ゥ屺ょ一^の如さァ 
ジァ 阁の 世界史 的跑 動の 中に mj を g 泣 化した "本史をニ’おめー阶かいいい大ぉに宜描したの 

である。 造； T 福は S 史 SU 本 的 把 f 泛， = 木 S 裳 的 13 方？ f つ 

つ it ； 代を 生 t ift iift tf -: z 4: li A . ® * 0* lfa tL - c >. n - J ^) iM : : gAJ ( iff K - ^ ( c lilil : ^ T -< i - t . 
火ギィの菩檢過栉を迎るのであつた。 

力くて、 S 民族に 於て は S として 或は 敎 W として-後代を 指 松せ る ィデ 才ロ ギィは、 日本に あ 
，ては ゾ類 •-? 敎と LV * の 神^! 形態を とつて、 g 家を の もの •か大 なる 批 .^' か ^' iK » を 形成す るに f つたの 
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である。 斯 の 如 さ 神辕 態を 高せ は、 傾た 次 古代 的 民族 25 ち に 見出し 得る の であるが* 概 
ね學派 或は 敎 S 5 ち に 器し、 を徭器 sii を 民族 el として* i 的 に 生く る もの 
は霍約 的：^ 族と：：： 本 民族との みで ある。 W し' ユダャは 网 家と して 成立し 得ず、 獨办 日本 民族の 
み-世界—」 として、 ff if 公—?' 世 1 f 的 f 展し來 つた 

ので ある。 

此の世界 史的 繁 s 执水 25 k 、 SH 志 界學 派は 2 SS 的繁 SSS 哉す'、 く- 
方肝を胛ぎ川で4とする。 



2 H 本 イデ オ ：：ギ S - の ニ 面 生 



斯 の 如喜界 S として SH 本 神道は、 もと ペルシア 帝 S 崩壤 、旣 に？ 部 第二 章 k 於て 觸れ 
た 如く、 古代 的 SISI 史 —siif 始 儒敎と f で、？ 俊れ て 



諸 ^ 肤 * 敎の統！形態として成立したものであつた3ァてれは -|!] 北通路の融<:: ^ ーとして、佛敎的天地 
開關 说 と：：？ 锊 にみ られる 如， ^•大地 *1|] 造祌 . 11 1 1 -成は逍敎や朽約にみられる如さ(千宙 :-/». _ 5: -最％ ^ 介的に 
して ir - TP JH . Yl IV に 描 成 丨たも の である。 天 A rr ^ は此處 に 1{|: 界^派として ^. ^ したのであつた，> 
忡し、ァでの後十|紀を弒て、ァジァ太 -1-- 汴阳が三大仪族 4: 化形態 I サラセンと柯と^:本 ^ -碥然と 
分立せしめた佌界史的 ^ 革沏に-讹界 ^ 派たる；；；木神 ,^ は种び，：：：-」 4- 明確に肋系化した.'此の大化改 
■ i 3 f i £ T t , ;. l £ l ! J 代は* B —マ帝阈の分裂.崩壊に從つて兆の -1»|: 界史逋路たる「轺の 1£1 」を銳承して行 0 
たサラセンと讲に對抗して1逍 ;.«? 使を笾6つつ*ァジァ阈除關係において、^,」を主张せねばならな 
かつた。かくて饥夂化と=:木文化との炽然たる交流史が祕卯3れたのであつたが、ァての後 * 讹紀 5: 出 
でず して に 2 装 サン 二® S 中 S た 5 f なか CN 5 此 S 土 SS 期 
I . . 小-？ 安 •揺で.^'? にょつ て 統制 化？ U . た f • f 篇 s S 化に 対して • 

,:; ぬ 氏 物語 ' や： 榮供物 iff J の 如き, ^のに炎衍3れた：=本文化ルネッサンスが «1 ら乂とする0 
旣に祁令制は崩坟し、：1:本史は货族的泔侶的文化ょ6阈民的文化へ擴大 3 れ、展11 3 れ /1 としたの 
てあつた c ff し莊 W 武家の 生 茲にょつて*中世的封姐制が橘成5れ /1 とするや、世界 ^ 派としての 
闩本ィデォ11ギィは最も夺 © と苦惱 ^ 滿ちた形相 5: と6始めた0阿柙十.ーー -||«: 紀初沏-承久亂 1- « くべ 
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1? ち 比、 比 S 掩 主、 慈 g は I 方に 於て は秦 •公卿 •武家の 三位 ー趙 f 構成しつつ 
他方に 於て は s f $ 的中 ssiis て、 A 典 的：：： 本 世 界業と し 5 控文 S ? 立 0 
て、 平安 末期の f ， サンスを I せんとす る。 彼は 佛敎的 i にょつ て H 本史 的 段階を 
筲 定しつ つ 武家的中世を押.論化し*他方では和歌に象 » 5れたる！1:本古典の ^ 民的發展としての火 
ネヴ ナンス^! 强調 する ので あつた。 

「思 s 」 f は、： gii 此 sf si で t 、 |並1 李 的 統一 押 る 如— 邁な 
世界主髖としての自赍が、碑民的ルネッサンスを展開せんとした時代の社#的.政治的ネ盾の表現で 
あつた‘ し VM 時に、 け— S 頭货 して、 SS 的 形 f とる か、 § 擴大的 
形態をとるかの玫胡的艽悶を代辯する4のであつた0此£ [»11 に>ける-;;;本ィデォ：1ギィのニ面怍 
は 恰も 神 半口 丨マ帝 W にあけ る アルべ ダツス ニグ ヌスの 法王 的 僧侶 的中 世と g 王 的 騎士 的中 世と 
の對 立を S しつつ、 过は 十： ニ ss i ッパ k 對 する ルネ ッ サンス 的 先职— せる ニ 面 性に 類推 
3 るべき ものである。 

併し* 此處で 特筆すべき 1、 . B -: に アルべ， ツス » 系が 一； 曲に 於て 卜— マス •アキ ナスの 中世 ィ 
デ才 nv ィ繫— せし ひると：^* 他面では 十盟 ¥61 S 益— 世 少ネ ッサ N ス 的 ： S 



亂を蜞介せる芮 ^ 的役浏を '4!: した 41 | く*慈 [ 111 は雜介靡府の中价ィデォ：：*キィを構成すると |.--) 時 { 2 : *他 
方では 親 ^ 、 =:遂 «: どの ^ 敎<ネッサンスへの迸を用竞したのであった0彼は此の ^ 苹 1!« に立って、 
ィデ ォ D ギ ィ としての ：=木史を統ーし、菸府の成立と此に攻はれた「： ;/1. 1龙辩 '._ の如さ記錄史に對 ;/: し 
て、 「狀史 迚 ,;-3: としての 胪史 ^ 」 を樹 ■*: - したので ある。 

沏の如 き ：=本ルネッサンスを汾かんとする衍學的努カは、元浴に牟る爻で武 -|: 的中讹の， 11 「し凝結に 
ょって問难し机左かったのであるが- ^ .'.- の北方 1«: 界史通路の洱建を通して*;::本ァジァ |&1 の # 让の 
必然忭の5ちに、 |(1 めて ^ み.しい ^ 6をもち始め /1 とするのであった0十叫 -1»: 紀前ヤ-元侦末期に办 
ける：：：木の ^ 敎ルネッサンスは—:::本の仲界史的 ^ 建と ^ ^ 的交化位两への^: ^ を ^ しっっ、，：！： ^ 
TF . 統記 」 への 地盤を 培った ので あろ。 

然 0 に、沒菸し§く ^ の汜尺 >5: 1«: 猙間と提携しっっ、， 1'| ,し凝結沏 ^ 維扑せ /{ とする ^ 府は、北朝を 
效いて. 1'1 ,し盤給を企1:ずる。他 // では、 -1*- 安 >|-: 沏ょ6爵勃として興.0來った：：：木 -|«: 界书 ^ の |^ 比 4; 化 
の 底 流は、 =本少ネッサンス 5: 押し流しっ 0 、北 ^ 親员をして遂に：：：木讹界阁の洱迚ィデォ0ギィ 4: 
橘成せしめるのであっ^^かくて-建武中典は瓦解しゆく元朝末沏を越ぇて-從って其のル“阁内を 
肘も汸搾せんとする=:本中世封氆制を杏定して-再び神 & の古典的世界舉派を讶して新なる |^ 民的エ 

ロ本比は淪 I JL /L 
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ネダ V イ を方向づけ /1 乙とを势ひ0 

此の 維持— と— 力とは、 $$1 朝 1 、 遂— S 族 的 •1 的 封 
f へ逆 轉 したとは s へ、 神 S - 統記 によつ て 刑 念づ けられた 新 S ,, ネル ギイは、 n 本 内外に 1 

夺 一大 表 II つた。 即ち、 足 利 封— S 3 民 的 地盤 51換 し 得ず、 g 内に あつ 

ては ssf 來し 、 大名 的 S 制への— 然 化し、 ては S —?、 日本 世 f 
卞' || を果敢に货行するのであつた0 

この ことは 审町 時代に おける H 本 イデ 才ロ ギイの ニ 火 SM を 構築せ しめた 。その 一は- 徳川 中期 
の S+ への 門— ち 開いた 审 町和學 で t 2 益佛の 統一 名た る H 本朽 ff たので ある。 そ 
の：. は— 大 神の 外 f 才ロ ギイで t-s に 神 S 統 記と 並ん で 供勢 神 进の敍 M が始 I。 
1 て* n 本 SS 代— は— f 神 S すると 益、 1SSSIV、 If 
印 敗の W 界 史的 統一に？ toHsf 構成した？ 5 。今や 2mn; は繁 I n 老主 g と 
して、アジア世界阁の統一形態の中に入らんとする0 
成吉恕 S 平によ つて 打ち 開かれた ゥラて アルタイ 通路は、 TP ッ パを 經 めぐつ て 印度 ム f 
ル 帝 2爲6來6、 i 族 SSS 吹と もい ふべき 明朝は. "本 1 S 興に よつ て 挟 f れ 



A とする。 この 勢； 3 は’宰 町 末期に おける中讹的家族制度を崩坎せしめ-负族的武家の沒落を垛きつ 
つ、_仁の亂を經て、斯の如さ=:本の |£ «せる阀以的エネ少ギィを代辯する如さ織田. .?? 氓的形態 5: 
要求し、 此處に n 本 ^ ^ の fH ： 界 史的钱 祕をか， |»>] づけるのである。かくて、佾勢神逍は士 || ^1 神逍へ展開 
し、和昂と故んで、十五讹紀後 -| > - に 1> ' |+ る大左る砀私的大海 $: 1« る= 

神 ^ , . n 丨マ帝 闷の 瓦解に次 <* 柬ローマ帝闷の崩坟、 }« 仪族の哀妞と北に、ョ_ロッパ近佌,ネッサ 
ンス 、トーコ 勃 興> = 本の 铳 ^的.：=构が開始3れ、此电にョーロッパ世界卞邊と=本世界卞袭との対 
立は、今や讹界史的怒ほと «: つて汲突せ /1 とするのであつた。 

し"田衆仉は唯ー#进 ^: もつて、此の=私ユネ少*キィ 5: 评念化しつつ、秀 1 , ,-- 戰 ^- 5: して滿洲比族 5: 統 
一せ しめ、 北方 世界史 通路の； =本 的 |'; 让 を 企てし め、 他方では サラ センと 協力して， vo IK ^ t isf L /<? 
茁方 -|«: 界史通路の：：：木的役两 5: 企11せしめる。 1!|1 ち秀 |- || の , 印度副王宛 :|»: ::状案 ' にみる如さ、唯：祌 
逍のカ强い衣現が 1«: 界史 5: 澗步せパとするのである。かくして、北京を中心としてマレー卞.：：|*スマ 
トラょ 6 黑龍江に及ぶァジァ太半诈阁の統ー形態辻 ,;$ の、秀 | , / 戰 ' , ]? にょるロ本迚 ,?1 が始ま6-神功 '^ 
^• 戰爭への沲+"述動の择展 $: みる。このことは， 1!1: 界の決定的な )|' |»4' 戰 ^ を敌 # するに.ャ-らなかつた 
とはいへ、ー方に於ては叫仞の丸解、滿洲族淸诩の钱芽を ''1 能ならしめ-他ガに於ては兑 )1|: なる：1:耘 
=本 « 汶扃 ニ3! 



第三 部 H 本 oftat ll ! 的 把 ^. _ 0 _ 
近讹火ネッサンスを嫌墟せしめたのである0それと北に掖も常-要な 2 . とは、孢北世界史通路の統ー的 
把 捏に ょる n 本 - lit 界 へ 念と その过甩各としての：11本戰 ^ の槪念とを、日本此界努派の指 « 原 
押 5: もって後代に明示したとぃふことでぁる0 

:=本戰爭は讹界統1形態の#沽的搆成でぁって*「世界ルネッサンス」を期釤すべ％」ものでなけれ 
ば f ね。このことの这に、=:本史は幾度か. |'| -し凝結沏を練|しっっ、從って凝結と诹大とのニ面 
性の片惱を日本竹岑にれはしめっっ’近世的世界の段階に入ったのでぁる。 



3 fit 界ルネ ッ サンス 



，."田 神道は 斯 S 如矣— 袅的 §羞 か 1 し*? あつたが、 s= 本 近 铲ネッ サン K は 
十し 世紀の 2 蠢 にょつ て 中 5 れ 、近世 S 世界史 的 潮流の 中に 明 まれながら* Ta ッ パの 控 
地 化 勢力を 喰 a lh めるべき 悲痛な 自- :>^5の中に阽つたのである。此の；：：本の内9 ^ 5ょ-::;本世^- 



平派としての祌道を0蔽しつつ、從つてァジァ的中宙論を後退せしめつつ、朱子學派の人觭的側面に 
妞つて n - J 5: 收拾 せ / I とする。 かくて、 林道 者は 「本朝 通鑑」 5: もつて、大名的封纽制の構成を现念 
化し、德川の «1 道的統ーを$成せしめるのであつた。此處に日本近世の「人 |!|) 爷的倫洲」の崔礎は孜 
かれ、 =本 | '.- 典としての「 1«: 界取的倫 1'|! ' は：沖滅5れんとしたのである。 

讲し * がら、此の餅道的統制としての人冏學は- -|.- 1:旧神道並に和昂にょつて坫はれた咴大な世界ザ 
k 克服し 桫ず、をの％姥な阏上の5ちに洱び水尸眾派と阈學の梭頭 5: みるや、形式的中校衍乎へ !*| 落 
してゆくのであつた。これに反して、荷田#滿は和昂 5: 艇承熒槭せしひれば*他方では徳川封建制仑 
のものの中から水 |' 昂派は咕開3れ、=木史は3 — ロッパ的近讹讹界に對する， |1 丨し ((||| 立を遂げ /1 とす 
る 0 

此處に 「太 =本史」は神 '; 1 . |( : . 統 511 を繼承して、十じ仳紀中萊ょ6ニ世紀半に :«: る大龙の辂に就く。 
帅 し、 ^ れは怆も凇户學的过谠學派を構成したる新片む行の矛府と苦惱に滿ちた述命の如く- ^ 王と 
岱 府との 铳ー 5 : 总 ||^ せざる $: 付なかつたのである。此の徳川の內的矛盾の象徴と 4 いふべき- .«| 史阶 
論」は朱子學に 7 / |»] づけられた糂府ィデォ » ギィ 5 : 代辯するものであ6、「火：=木 411 」は神.：？：.止統 ^ 
に押+ 念' つけられ た ^ 府世 界风 7 : : 外なら！ 2 。 仑 れは儒 敎的 ' 3 : 學であつた。斯の如き洲八_構成は*旧しく 

二 o ii 



»:_! «: n 本 の氍桴史的把« _ 0 „ 

近世の资本 :+- 義的支紀 ^ 態と；：： ^ .',- ]!!1 (と 5: 統|せ /1 とする租代のロ本ファシズムと相通ずる4のであ 
る。 を n はヨー a ッパ的 從 學で ある。 

然るに’此の德川期に心けるョーロッパ近世の世界史的潮流が旣 ^ 日本ユネルギィを大汴にあびさ 
央：せんとするや H 本 史の . « 11 凝姑の内的 ^ ^ は ^ 解をあげて傲 # せ /1 とする0 *:. 、返に、日本世界學 

は 朱 チ 裳 的 2 と 姑 S 患つ、：：： 金2 方. 2 桁？' へき I 的 精？ ff。 先 5 

k n 鹿 ^ そね 未に 賴 は 斯 の 4|| き=水ユネル'キィの押念的抑系化を企てた，^のである。洵に茗 
わ は：：： 本 S 没と し 5 「5 軍」 备築せ fps で KS 粒 S 界 史的 S 备 して：！： 
本の新なる方 (..1 を明示せパとする「歷史约術眾」を ^ 成せる％のである。 

此 S 治 維新 Ig ?、 I は 鎌 s 「 i 親」 や* 室町 S 「 後 館」 10 て、 n - J の 記 
錄史/,」 松 刀 tt rie 」 に ^ 隳し、史觀 ^ 火にょる：末肋的歴史舉」を製作する0 2. の 2: とは、明治維新 
後の 史料 1 所 「大： 器」 に svf ?ぁる 。 告 史料— 所 2® f 、 ぶは ば 

「 I ニ 的：；：—」 とし V、 憐 むべ 念 期 的 MIS 本を* 博物 f 陳列す る 光 るで 
あらぅ。 

然るに <, や 5| 敎的水 遊 的 と 思想との 三位 一 g とし 5 明治維新 ィデ 才 口 ギィ 



は flj r —" 典 的 =本 1!|: 界 ^ の货界史的把极の必然性 {{1 迫られ、近世世界學の崩坟の中に、；：|<^稍神を 
もつ て將 來史を 明示するに )11 る柯 ^ 时系にとつて代はられんとする0取 4 る史料編总の缺史 ^ ^ ょー 
卑派に關する趣味芮學戍はー砘卞の 4: 1:的戰嘈學の時代は去つて-統ー的世界眾を從，小すべぅ世界史 
的埯革 期に 入つ たので ある。 

印治 ^ 新は此の世界史的錢革を州盘すべく‘日本ユネ广ギィの近世的統ーを取行せるものであつ 
て、中外に施して怍らざる阈家形態を搏確立したものであつ /2 0今日旣に、ョーロッパの 1«- ,界的桢民 
地帝阈の瓦解と ]'- に、 11: (處に否定3れたるァジァ ,^ 民族の解放が始爻らんとせる ||.^ 、仑の近 -)»- - -|«- . ^ 史 
の崩坟を逋して將來讹界正史を城開すべき：：：本エネルギィに對して-世界以族の方处を ^ ^ せわばな 
らぬ 。この ことの 爲に 、叫 治 維新に ょる：：： 本 W 確立が 作した ので ある。 

然るに ^ %此のん -;|1 5: ^ ^ すべき"本ィデォロギィは、 ^ て ^ 槐.0; 114 へ.^れた-: 1(11 -|1-: のぅちに.5. 
吟する。沒落し，ゆく '||1- 界近 -|«: 史と几に步める=本近 1«: 的主 |». は-新なる：1:本の '||1: 界史的踨秈ヶ-吩；5止 
め、 ^ 4徳川沏における如3逛微せる ^ 校朽學的ィデォロギィと結托して*=1 1||: 界ゆ笟を後退せし 
めつつ、. 11 ,し維持的八1 1 , |-! 化 5: 閊らんとする。ァてれは、此の火な 0 佌界辻設に對して、德川术明に办け 
6 心 ^ 的人 |. , « ^ 、荇？ ||5£ ^ 的 ^ 史 ^ 、 ^ 户 ^ 的 ^ 校竹 ^ に領推 3 るべ5诉 ^ 的人 |> , !] ^ 、过<:|-.::: ^ 舻 ^ 5|.、 
H ^ <£ d A - £ 



弟 = 部：=+ 0 *:界 |!: 的把« 一一 0 六 
两译近佌的衍學の末 !〇| 的洸學派 ?: 掩 ^ し、：：：本矮小化 4: ;& _する0此處にリべラリズム-文匕主笔- 
マグキ シズ ム、 $的= 本— 裳は 統 13 れ、 fs に？ る = 本 S . 過 的 2 凝結が— 
3れ たので ある。 

P しながら' 斯の 如き = 本 イデ 才ロ ギイの 萎 箱 g は、 一方では サラ T ぐ T ラン コ 、ヒト f や 
ムソ！ 一の, ni ニ— の 媒介 的— を通 して •他方では マルキシズム 本？ シズ ムのア 

ジア f S 羅的 is ' H 本 f 中 活滅す べ矣 sf る。 签 

し '|11 界史はアジア諸以族のルネッサンス $: 通して*新なる段階に入るべき必然性 5: 4つて*::1本エ 
ネル ギイをし て 此の 必然— 行— に 敢行せ しめつつ ぁ气 この ことが 典に 世界 ルネ ッサ ンス—設 
すべさ日本イデォロギイの確立を耍求してゐるのであつて、此處に讹界史の^本的把堵と1こ日本の 
f ? ^ 6^ 阐印 5: ^ ^ とするのである。 

今や 天 ^ ^ をぅち問かしむる栉の大なる笑ひが起らねばならね^かくて-门本史ば此界史として 
办 かれ、 f として 新 1 f si 係が 打ち 姐 てられる。 この I 、 Hi ネル •キイの f 的 

產に 外— 2。 贳 t し V 此 S 乙と S 5 せし むべ さ f 的產 を、： 3 本踅逢 欲せし めょ。 



億 兆 安撫一 :威这布の盗翰 

眈幼弱 VJ 以て 拌 に尺統を紹ぎ财來何を以て说阙に對立し 

列榭ュ 竹へ本らパやと朝タ恐懼に堝ざる也稱に考るに屮葉朝政芨てょり ^ ^ 郴を也にし人ハ 
籾 411 を推撑して從ハ敬して足を速け似兆の父灿として絕て亦子の怙を知ること能ざるやふ計 6 な 
し遂に餸兆の打た 0 も唯名のミに成6 -«: 邦が爲に今：11 朝廷の祚承はト：：へに仿せしが如くにて 
胡威は倍袅へレ：ト相離る、こと许壤の如しか>る形勢にて何を以て天ドにパ05せんや个般 
胡 政 一新の 卟 >•- 捫 6:大ド低兆一人も几處を得 ^ る時は呰脫が罪なれパ今=のゼ 
睽 e ら.： ir - li - を；！ ^し心ぷをカめ紐雑の先に立 .*.- 

列跗 S 蛊3 せ 給 a し蹤を 旭 ミ治跄を灿めてこそ始て 灭職を水じて似兆のパたる所ニ竹かざるべ 
し往赀 

列跗馮 機を 親ら し不 1:* の ％ (/> あれば n . b 將 として これを 征し- 上 a 州 狂の 政 總て Mj yr にして 如. 此 
汴 * ならざる5へパ |;': 相銳1ミて-^ト相 # し徳汴天下に洽く阀成海外に輝3しな6然るに近來字 

：= + it . a : ; 一一 ◦七 



5411 : 部 H 本 C - I ": 界史的 把 祝 _ 0 < 

内大- 一問 け 各 ^ 四方に 相 雄飛す るの 時に 常 我 W の ミ - lit 界の形 勢に 5 とく舊 《を的守し！新の 
效を はからず 股 ^ ら に九说中に安 « しー日の安き 5: 偷„、 '1*4 年の； # $: 忘る、ときハ遂に «- 闼の凌 
侮を 受け 上 ハ 

列蝌を ¥しめ水6ドハ砬兆を苦しめん氷を恐る故 ^ 脫こ乙に打官諸仗と廣く相锷ひ 
列 ^ の 御 俅 龙 S : 繼述し 一 身の 籾 錐 辛苦を 間ず 親ら 四方を 紅 资 し汝似 兆を 安 撫し遂 u CW . V . の 波 ^ 
を拓開し闷威を四方に寅亦し天 >' を.： « » の安きに .« んこと 5: 欲す汝位兆佑來の陋55:に值れ榇 '1.: の 
ミを 朝廷の咁と左し 

祌州の危急 |: しらず股ーたび足を取れば非常に笟き |« 々の疑惑 5: 牛じ捣 !1 紛紜として 脫 •か 志 

を ® 3 *、らしひる岭ハ ||. 疋 

眹 5: してパたる近を失はし {/ のミならず從て 

列齟の：大下 5: 失はしむる也汝似兆能令 

股が志を跄 £& し相中て私&を太6公茗 ^ 採6 

脫が業を助て神州を保仝し 

列 ^ の 神 ^ を ^ し水らしめば作前の幸崧ならん 
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仲 小路 彰著 日本問題硏究所發行 



* « 一一 一二 八 頁 

定價 ニ抑五十» 

S 料 十 六 《 

職 爭は 、存在 そ © もの 0根海的矛«にょ & 1«族、1««或は《家群 <〇 «大最高の全能カ.全生命カを 
集中 • »結せ £ 人«に扣け £ 活動性の & も » カな 1 發«といふぺく、ま？に肚金に 4« け>0各領域 <〇 *« 
的聯 || 0 » «な 2> 自己丧現である0それは萆に乎和に對立するものではなく*却つて世界史 10 « 沏的發 
展 を« 現す 6 t o である oftt H 本人は、 今や 來るぺ ¢ 1¢ # 職 $. q 世界史 的 £ *を十*に 5* 成す，0ため 
li 、 c o i !»: 界の仝 面 的把提 をな すべ * 「狨爭蝌」 stt ia i 必須と す 50 此此に * H 本に » して® t fill 边 
的な 5 1( 爭學を翳 2> 0 

淸水宣 雄 著 ァジァ 問題 硏究 所發行 

四 六 « II 五 二 頁 
定 俐 1 四五十錢 
送料 十 二 銭 

何が 故に われらは*— a ツバ 文化を 1 ! 革し、 古 ？ 文化の 傅 統 に 生き， 0アジア©文化をもつて、新しき世 
界文化1创らなければな&ないか？何が故にわれらは、政治的に1、 | 1 ! 濟的に4、文化的にも、世界 
0■ - n ツバ 的 现** を«萆して、揿 # に新し*.-«相 1 持ち來2なければ 13: らなぃか？ C 0 新し* 世 
界史の » «©た » に、今こそァジァ0宜墩はな？れなければな&なぃ〇 




世界 戦 爭譫 




